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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　帝ていの執しつ務む室しつにはいつものように、彼のペンが紙を擦する音だけが続いていた。ほかにはなにもない。蛾がの羽ばたく音すらない。彼はほとんど体勢を直すことすらせず、書き物をする手首だけを延えん々えんと動かし続けている。

　空気はむしろ噎むせ返るほどの熱気を貯ため込こんでいた。身体からだが凍こごえるのはまた別の理由だった──脅きよう威い、怯おびえ、不安、恫どう喝かつ、期待、羨せん望ぼう、そして、引き出しに隠かくした一本のナイフ。最後のひとつが比ひ喩ゆでしかないように、そのほかのものもまた、確かにあるという保証はない。すべては予感でしかなく、実際には引き出しを開けてみなければ分からない。あるいは開けても分からないかもしれない。ベッサーリは机に向かったまま執務の手を止めると、やや逡しゆん巡じゆんを嚙かみしめてから腹はらのあたりの引き出しに手を触ふれた。だが結局は開けず、また仕事にもどる。

　仕事は退たい屈くつなものだった。帝国は安あん泰たいであり、今さら彼の決断などで揺ゆるぐものではない。帝都を支点とする限り、振ふり子がどれだけ揺れようと全体が崩くずれることはない。

　不死者の棺ひつぎ。誰だれがそう呼んだのか。帝都をそう例たとえる者もいる。そんなことに意味があるのか、ないのか。そんなことは問いとすらいえない。意味があるともいえるし、ないともいえる。

　八年間だ。

　音もなくつぶやき、そして疲つかれた眼めを休めるため、まぶたを閉とじる。

　燭しよく台だいの灯あかりは熱として肌はだで感じる。その揺らめき、儚はかなげな影かげも、肌の表面で踊おどっている。眼がん球きゆうの表面に染しみる疲ひ労ろうは闇やみの色に薄うすまっていった。だが渇かわきが癒いやされてもまだ眼を開ける気にならず、彼はそのまま繰り返した。

　八年間。

　自分がこの世の支配者となってから、八年間。

　不ふ意いの気け配はいを感じてベッサーリは眼を開いた。身を乗り出すと、正面、左右、背はい後ご、あるいは天てん井じようや床ゆかまでも探してため息をつく。なにもいない。彼は無言で椅い子すに腰こしを落ち着けた。やや乱らん暴ぼうにペンを投げ出すと、肘ひじを組んで虚こ空くうを見み据すえる……

　この執務室には彼以外、誰もいない。黒こく衣い部隊が完かん璧ぺきに守っている。だが。

「帝都が崩ほう壊かいするだと？」

　無人の闇に、彼は囁ささやいた。

「それはお前にとっても上じよう策さくではあるまい」

「わたしには関係がない。契けい約やく者しやベッサーリ・キューブネルラよ」

　返答は、どこから聞こえてくるものなのか分からない──あるいはそれを聞いたことすら確かく信しんはない。ただ耳に残り、記き憶おくに残る。存在しないはずの存在からの言葉。

　構かまわずに彼は続けた。

「父もわたしも、お前の勝手を許ゆるしてきた……それは我われらとお前が共生関係にあったからだ。ならばお前は帝都を守るべきであろうが」

「我らの契約は、そういったものではない。分かっているだろうが？」

　声に含ふくまれた冷気に、彼は背せ筋すじを伸のばした。拳こぶしを握にぎり締しめ囁く。

「では、なんのためだ。これでお前に、なんの得がある」

　ベッサーリの言葉に対して。

　返事は、これだけだった。

「わたしの目的はただひとつだ……」

「八年間、これを続けてきたのだ」

　机を叩たたき、彼はその予想外の痛いたみに顔をしかめた。角を打ってしまったらしい。だが、続ける。

「気まぐれにお前が囁き、わたしが答える。こんなことを続けてきたのだ。お前の目的など──」

「お前は一度も答えていない」

　ひやりと。なにかに触れられた感覚に、彼は肌の粟あわ立だちをを抑おさえられなかった。こんなことをされたのは初めてだった。八年間で。アマワが彼に触れたのは。

　背後を見てもその姿すがたはない。早はや鐘がねのように打つ心しん臓ぞうを意識して、彼は動どう転てんする頭を鎮しずめるべく呼吸を整ととのえた。それがまったくの徒と労ろうだと気づくには、さほど時間はかからない。

「一度も答えていない……契約者ベッサーリ・キューブネルラ」

　声はそのまま消えていった。







　第一章　ダウトフルネス

　　　　　　（夢の出来事）







　卦ふうじられていた世界は……

　もう、解とかれたのだ。

　風の中にひとりで立って、壊こわれゆく物を見み据すえながら。

　フリウ・ハリスコーはそれを理り解かいした。




　風は空へ向かって深く、大地に向かって強く、人に対して冷たく吹ふき荒あれていた。荒こう野やを裂さく烈れつ風ぷうが、途と切ぎれない脈みやく動どうのように低くうねる。分ぶ厚あついマントにくるまっていても、その冷れい気きは骨を凍こごえさせる。

　息が荒あらくなっている。そのことが気になった。誰だれか聞く者がいるわけでもない。それでもフリウは、うずくまって膝ひざに押しつけた鼻と口の中で、必ひつ死しに呼こ吸きゆうを小さくしようとしていた。強風に髪かみを弄もてあそばれ、肩を押され、自由になる部分はひとつもないとしても。息の音すらも好きにできない。それは理り不ふ尽じんに感じられた。

（どうしてこんなことをしているの？）

　それは自分の問いかけだったはずだが、他ひ人と事ごとのようでもあった──問いかけているのは本当に自分自身なのか、分からない。そもそも、問いかけられた自分が本当に自分自身なのかも確かく信しんがない。

　他人が他人に話しかけているのを、この世界にいない自分が立ち聞きしている。そんなようにも思える。

（どうしてこんなところにいるの？）

　何な故ぜ、ここにいるのが自分ではないのか──

　それは分かっていた。問いかけに対して、答える言こと葉ばを持っていなかったからだった。答えられない問い。彼女自身のことを問われているのに、答えられないのであれば、聞いているのは自分ではないはずだ。

　眼めをきつく閉とじて彼女は震ふるえた。眼がん帯たいがないと、左眼を開くだけでも恐おそろしい。不要な恐きよう怖ふに過すぎないことは理解している。水すい晶しよう眼がんの封ふう印いんを解とくには開かい門もん式しきが要いる。その儀ぎ式しきを経へなければ、封じられたものが現れることはない。

　だがもう、その封印も信じることができない。

（あたしの意い志しひとつで解かれてしまう……あたし自分のことが信じられないのに、封印があったって信じられるはずがない）

　見えない風が、聞こえる咆ほう哮こうをあげながら吹き荒れる。軽い身体からだを前後に翻ほん弄ろうされながらフリウは眼を開けないまま顔を上げた。

　そしてその髪を摑つかんで引きずり回すような風に改あらためて身を委ゆだねた。このまま力を抜けば、空の彼方かなたまで自分を吹き飛ばしてくれるのではないか──

　空の彼方。それは死の世界に違いない。誰の手もとどかない、もう二度となにも聞くことのない遠い世界に違いない。

　そこにはもうなにもない。行きたい場所はもうそこにしかない。自分の居場所は、もうそこにしかない。

「帝てい都とは壊こわれてしまったね」

　聞こえてきた声に、フリウは悲ひ鳴めいをあげた。頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようし、立ち上がる。よろめいて転びそうになり、彼女はうっかり眼を見開いた。いくつかのものが見えた。鈍にび色いろの空。だが間違いなく青い空。よどんだ雲の影かげに濁にごり、毒されてはいても遠く輝く空。

　大地。冷たく凍こおった荒野。その向こうに帝都がある。帝都は初めて見た時と、まったく姿を変えていなかった──玩具おもちやのお城のようだと。その時に発した自分の言葉をフリウは思い出していた。ぴかぴかの玩具の建物。遠くから見ると、人の作ったものはすべて玩具に見えるのだ。それは誰が言ったのか……思い出せないが。きっともう既すでに死んだ人間が言ったのだろう。彼女の周まわりにいた人間はみないなくなってしまったのだから。誰もが死んだようなものだった。

　帝都の姿は変わらない。フリウは口を開いたままそれを見つめた。なにも起こらなかったかのようにも見える──最後の数すう瞬しゆんを思い出し、その記き憶おくこそが間違いだったのではないかと。夢だったのではないかと心で囁ささやいた。崩くずれ落ちる壁かべと天てん井じよう。悲鳴。混こん沌とん。渦うず巻まきながら天に昇のぼるような果てしない落下。それらはすべて幻まぼろしだったのではないか。悪あく夢むが覚さめれば、自分は別の場所にいるのではないか。あるいは、どこにもいなくなっているのではないか……

「いいや。フリウ・ハリスコー。偽いつわるべきではない。君が見たものの中に、現実に起こらなかったことなどひとつもない」

「どうしてあたしの名前を知ってるの？」

　引きつった肺はいを落ち着かせるように胸をさすり、フリウは問いかけた。そこにいたのは、見たこともない男だった。見たこともない顔、見たこともない格かつ好こう──優やさしげな微笑ほほえみだが、どこかに疲つかれを見せている。なにかの制服のようなローブを着ていた。それに記されている印しるしにも見覚えはない。

　その男は荒野に腰こしを下ろしていた。ただ座っているだけだというのに、呼吸が荒い。よく見ると、額ひたいにも汗が浮かんでいた。この凍えるほどの風の中で、なにか熱病に浮かされるように虚うつろな笑えみを見せている。

「ぼくはアイネスト・マッジオ。ここ数か月、君を……距きよ離りをおいて見ていた。神秘調査会のことは、リス・オニキスから聞いていたのではないかな」

「…………」

　フリウは黙だまって、彼の言葉を聞いていた。聞いたまま、聞き流した──さほど重要なこととも思えなかった。

　彼も、思いは同じだったのだろう。こだわらずに、別のことを言ってきた。

「絶対破は壊かい者しやが、どうして身体を縮ちぢめて怯おびえているんだろう。みんなそう思ってるよ」

「みんなって誰？」

　彼女は初めてうろたえて、問い返した。

「あなたは……いったいなんなの？」

　男は──アイネストとか名乗ったその男は、苦笑したようだった。ずっと腹のあたりを押さえていた手をあげて、軽く触ふれる程度に髪を搔かき上げた。その手に、べったりと血が付着しているのをフリウは見み逃のがさなかった。

　彼はそのまま答えてきた。

「ぼくはね。しがない男さ……意味のないただの男だよ。いや……ただの男よりも、さらに意味のない存在かもしれない」

「意味の……ない人……？」

　フリウは繰くり返した。彼は、うなずいて、

「そう。君とは随ずい分ぶんと違うね。君は、この世界にある人の蓄ちく積せきすべてを壊こわす力を得た。破壊精霊はこの世の存在すべての反作用から生まれた。だから、どんな物質でも壊すことができる」

　言葉を止めると彼は、手をまた腹のあたりにもどした。見ているうちにも急速に、彼の顔色から血の気けが失われていくのが分かる。だがそれでも、言葉には澱よどみがなかった。

「その力で君は帝都を破壊した。この世界に現れた奇き怪かいな力に立ち向かって壊していく。それは人のためになることさ……」

「そんなことどうでもいい」

　激しく首を横に振って、フリウは訊たずねた。

「あたしが帝都の壁を壊したことを喜んでいるの？」

　彼の返答は素そっ気なかった。

「いや？　ぼくの所属している組織はそうなのかもしれないが。ぼくにとっては帝都なんてどうでもいい。人の積んだ石いし壁かべなんかに興きよう味みはない」

「そう……あたしも。あたしも同じ」

　うめいて──

　フリウは気づいて、両手を見下ろした。砂さ塵じんの中で震える十本の指。それを見つめて、叫さけぶ。

「あたし、なにをやってるんだろう！」

　大声を出したつもりだったが。

　風の中で、あまり聞こえなかった。まだ足りない。不安を覚えて、フリウはさらに声を荒あららげた。

「こんなことどうでもいいのに。気がついたら、こんなことをしてた──」

「気がついたら？　君は、自分で選んだはずだ」

　さらりと、男がつぶやいてくる。

「…………」

　惚ほうけたように沈ちん黙もくして──フリウは、考えないままに心に浮かんだ言葉をそのまま口にした。

「あたしは、意味が欲ほしかった。誰かになりたかった。あたし……」

　だが。

　どうでもいいことなのだ、こんな会話は。既すでに起きてしまったことを正してくれるわけでもない。なかったことにしてくれるわけでもない。その思いと気け怠だるさに肩かたを落とす。

「あたし、なにかを選んだ。でも、なにを選んだの……？　みんないっしょにいたのに。いつの間にかいなくなっちゃった。誰もいない。なんであたし、こんなところにひとりでいて、こんなことをしてるの……？」

　力の入らない拳こぶしを振り上げ、彼女は叫んだ。

「教えて！　あたしに教えてよ！」

「それを教えられる人なんてどこにもいない。君は自分で選んだんだ。それに、あまり長くも話せない……」

　アイネストなる男はそう言うと、なにかに吸い寄せられるように頭を傾かたむけた──意識が遠のいている。そんなふうにも見える。

　彼はゆっくりと瞬まばたきしてから、あとを続けた。

「どうしても君がそれをやめたいのなら……最強の精霊使いである君すらも殺せる人物を教えてあげるよ。彼女がぼくを殺した……」

　さむけでも覚えたように震えてから、立ち上がる。

　思った通り。彼がずっと押さえていたその脇わき腹ばらには大きな血の染しみが広がっていた。口元にも一筋の血をこぼしながら、彼がつぶやいてくる。

「ミズー・ビアンカ。もうひとりの絶対者」

　そんな名前ではない──

　聞きたかったのはそんな名前ではない。

　だが、ならば誰の名前を聞きたかったのか。

　それは分からず、フリウは天を仰あおいで泣き声をあげた。




「まるで玩具のお城みたい！　あれが帝都なの？」

　有う頂ちよう天てんで、フリウ・ハリスコーは叫んだ。遥はるか遠方、初めて視界に入った帝都の姿は、まさしく手の中に収まる模も型けいだった。それを持ち運ぶことも、どこかに隠かくすこともできる。そんな姿だった。

　ともに歩いている厳いかめしい老人が、それに答えてくる。顔を覆おおった黒布の下から響ひびいてくる声は、さほど聞き取りづらいことはないものの、やはり陰いん鬱うつな気をまとっている。

「そうだ。遠くから眺ながめれば、人の手による創造物はどんなものも玩具のように見える」

「どうして？」

　聞く。と、老人は即そく答とうしてきた。

「遠ざかると正体が見えなくなるからさ」

「でも、なんだかすごくきれいな眺め」

　砂さ塵じんの野に、彼女らはいた。

　地平まで広がる荒野の中では、そこを旅する自分たちのほうこそが人形のようかもしれない──そんなことを思いながら、フリウは再びうっとりと帝都の姿を眺めやった。振り向いて、距離を隔へだてて遅れている男へと声をかける。

「ほらほら！　サリオンも見てよ……見えてるよね？　サリオン、帝都にいたことがあるんでしょう？」

「ああ」

　男は、いつもの優やさしい笑みを浮かべ、彼女の指し示す方向へと視線を投げた。

「だいぶ昔のことだけどね」

「どのくらい？」

「八年前……になるかな。辺へん境きよう警けい衛えい兵へいになって帝都を出たから」

「ふうん」

　サリオンと話をするために振り向き──帝都へと向き直り──またサリオンのほうを見やり──帝都を見て──身体を回転させるようにしながら、フリウは歩いていた。頭上から、もったいつけたつぶやきが聞こえてくる。

「ぐるぐる回る小こ娘むすめ。回転する小娘。渦うず巻まきってのはものを吞のみ込みたいんだか弾はじき飛ばしたいんだかどっちだろうな。思うに人生ってのもそんなもんだが」

「人生で思い出したけど」

　頭の上に飛んでいる人じん精せい霊れいを見上げて、フリウは問いかけた。

「あんた、なんでついてきてるの？」

「うわ。人生関係ねぇ。いや、あるか？　あるような気もするな」

　なにやら考え込んでから、精霊は答えてきた。

「まあなんにしても、その質問は前にも聞いたような気がするぞ。同じことを何度も繰くり返すということは、それは小娘的にはよほどの重大事に違いない。うむ違いない」

「いや、どうでもいいんだけど──」

「しかし、いる理由などを答えてケチをつけられても敵かなわん。ていうか身も蓋ふたもない」

「つけないわよケチなんて」

　口を尖とがらせて告げる。だがいつもの通り、人精霊は聞く耳もなくひとりで続けるだけだった。

「なのでヒントだけ出しておいてやろう。難しいぞ」

「難しいんだ」

　身構えて、フリウはつぶやいた。人精霊はひねくれた尊大な瞳ひとみでうなずいてみせると、出題者の傲ごう慢まんさを見せつける仕し草ぐさで人差し指を立て、言ってきた。

「ヒントその一。なんとなく」

「分かった。もういいから」

「あれ？」

　不思議そうに未練を投げてくる人精霊はそのままに、フリウはまた前方を見やった。再び、胸を期待が占しめる。帝都は視界の先にある。自分と帝都の間には、広い荒野──正規の街かい道どうを通ってきていないため、見た目よりも遥かに険けわしい道のりかもしれないが、ともあれその間に立ちはだかるものはなにも見あたらない。

　彼女は老人へと顔を向け、声をあげた。

「帝都に、父さんはいるのよね？」

「ああ」

　老人は表情を変えず、淡たん泊ぱくに肯こう定ていした。同じ口調で付け加えてくる。

「お前の能力を使えば、必ず会うことができる」

「うん」

　うなずく。

　前を向く。

　進むべき道が開けている。そんなことは初めてのことかもしれない。

　フリウは飛ぶように、足を前にやった。が──

　ふと、気持ちに水を差さす言葉が聞こえてきた。

「それで、どうやって帝都に入るんです？」

　サリオンだった。荷を負おう肩を替えながら、リスに問いかけている。

「今までのようにはいかないでしょう？」

　リス老人は特に彼のほうを向かなかったが、うなずいて認めたようだった。

「ああ。これまでは街まちに出入りする時だけを注意していればなんとかなった。だが帝都では、中にいる間が最も危険となる──帝都は黒こく衣いの巣だ」

「だから、ハンターたちを解かい雇こしたんですか？」

「今までは雑用の役に立ってくれた。が、帝都のことを知らん連中を帝都に入れるのは無む謀ぼうというものだ」

「あたし、帝都のこと知らないよ？」

　自分を指さして、フリウは会話に割わり込んだ。黒布に覆われたリスの頭が左右に振ふれた──否定の意ではないようだったが。

「だからこれから我々のすることは、かなり捨すて鉢ばちなことなのだという自覚は持っておくべきだな」

「でも、父さんにいろいろ聞いたの。あまり話してはくれなかったけど」

「…………」

　つまらないことを言ってしまったのかもしれない。リスは沈ちん黙もくし、話に乗ってこなかった。サリオンは暗い表情を見せている──自分の疑問をはぐらかされたと感じているのだろう。

　口を尖らせて、フリウはまた前を向いた。と、声が追いかけてくる。

　リスだった。老人は小さな──本当に小さな声こわ音ねで聞いてきた。

「ベスポルトの語る帝都とは、どんな──」

　そこまで言いかけて、言葉を止める。フリウが肩越しに見やっても、顔を隠した老人はそもそも会話など始まってもいなかったとばかりに沈黙している。

　それでも問いの続きを察して、フリウは声をあげた。

「父さんはね、帝都イシィカルリシア・ハイエンドは……約束した人に永遠の安らぎを与あたえてくれる場所だって言ってた」

「ほかには？」

「えっ？」

　無視されると予想していたため、リスに追及されたことは意外でしかなかった──フリウは呆ぼう然ぜんとしかけてから、慌あわてて聞き返した。

「ほかにって？」

「ほかになにも言っていなかったのか？　ベスポルトは」

「え……ううん──と」

　彼女は考え込んでから、かぶりを振った。

「特に、それだけだったと思うけど。あまり話してくれたわけじゃなかったし……」

「ふん。ならばお前は自分の信じたかったことだけを覚えているんだろうよ」

　言い放つと同時に投げつけられた、老人の蔑さげすむような視線に戸と惑まどいつつ、フリウは顔をしかめた。

「そ、そうかな」

　なにが老人の逆げき鱗りんに触れたのか理解できず困っていると、サリオンが声を発してくる。

「帝都は少なくとも、とても治ち安あんの良いところだよ。住人が心安く暮らせる場所なのは間違いない」

「う、うん」

「逆に言えば、お前のような指名手配犯にとっては居い心地ごこち悪いということさ」

　鋭するどく、リスが指し摘てきしてくる。

　リスとサリオン──ふたりの顔を交こう互ごに見やってから、フリウはその両者ともから視線を逸そらした。結局、一番無ぶ難なんに帝都を眺めて歩くことにする。

　奇跡的にしばらく沈黙していてくれた人精霊が、音もなく視界を遮さえぎった。前方に回って腕うで組ぐみし、いつもの調子で言ってくる。

「この世で一番安全な場所を知っているぞ。特別に小娘に教えてやっても良い」

「どこ？」

　単に会話を途と切ぎれさせることが嫌いやで、問いかける。スィリーはきっぱりと断言した。

「硝しよう化かの森だ」

「あっそ」

　もともとまともな答えを期待していたわけではなく、つまるところは失望したわけでもなく、ただ相づちを打つ。

　だがスィリーは気に入らなかったようで、言葉を続けた。

「あ、お前なんだか呆あきれてねっか？　小娘ごときにそのよぉな口振りであしらわれるのは人生的に不本意だぞ」

「硝化の森のどこが安全なのよ」

「森では誰も死なないからな。精霊は」

　スィリーはそう言うと、高度を上げた。それにつられて見上げる。空を背後に風をまとい、人精霊があとを続ける。

「硝化の森より安全な場所があるはずがない。あの帝都とやらがそれほど安全なら、つまりそこも、硝化の森と同じような場所ってことだぁな」

「……なに言ってるんだか分からない」

　嘆たん息そくして、フリウはうめいた。もとより、この人精霊が分かるようなことをしゃべるなどと思っていたわけでもないが。

　そして──

「待て。止まれ」

　数分も歩いてか。リスが呼び止めてきた。

　立ち止まり、老人のほうをうかがうと、彼も足を止めている。彼はサリオンの動きも手で制してから、

「ここでいい。ここで夜まで待つ」

「ここで……？」

　フリウは見回した。なにか目印があるわけではない。ただそこは荒野にある変へん哲てつもない窪くぼ地ちで、帝都からは死角になっていた。それに意味があるということなのだろう──なんにしろとうに歩き疲つかれていた彼女に異い存ぞんはないところだった。

　差し止めようとしているリスの手を迂う回かいして、サリオンが近づいてくる。彼がフリウの横に荷物を下ろすのを待って、彼女は地面に座り込んだ。

「ねぇ、サリオン。帝都のこと教えてよ。知っておかなくちゃいけないことってある？」

「どうかな。帝都にはなんでもある……安全なものも、危険なものも。帝国のすべては帝都にある」

　彼は荷物を挟はさんだ向こう側に腰こしを下ろして、ゆっくりと言ってきた。彼も疲れていたのだろう。額に汗が浮かび、髪の毛が数本張り付いているのが見えた。

「正直な意見を言えば、フリウ、ぼくは心配だよ。すごく不安だ」

「……ごめん。捕つかまるの、あたしだけじゃないんだね」

　膝ひざを抱かかえて、フリウはつぶやいた。傍らの、元警衛兵を横目で見やる。彼女の逃とう亡ぼうを幇ほう助じよしたサリオンも、指名手配には含ふくまれているのだろう──その程度は想像がついた。

　力無く、彼が笑ってみせる。

「ぼくは大丈夫だよ。自分で選んだことなんだ」

「サリオンのことは、あたしがちゃんと守るから」

　彼の表情を変えたいがため、フリウは思いつきを口にした。そのまま続ける。

「サリオンにはなにも悪いことがないように、あたしがちゃんと──」

　言葉が途と切ぎれたのは、ひとつには、結局サリオンの苦笑が消えなかったため──そしてもうひとつは、続きが思い浮かばなかったからだった。どうすることがちゃんとしたことになるのか。考えてみても、分からない。

　だがそれでも言っていることが噓うそではないと示そうと、フリウは彼を見つめ続けた。眼帯に覆われていない右眼だけで。

　彼は、繰り返すだけだった。

「ぼくのことは大丈夫だよ」

「……うん」

　ほかにどうすれば良いのか分からず、ただうなずく。

　と、頭上から風音に紛まぎれそうになりながら、人精霊のつぶやきが聞こえてきた。

「どうしてお前らってのは、同族に捕つかまることばかり怖こわがるんだろうかね」

（そんなの、自然とそうなっちゃうんだから仕方ないじゃない）

　胸中でだけ毒づいて。

　今はこちらではないほうを向いて眼を閉じているサリオンを見やり、フリウは嘆息した。




　白い霧きりがかかった森の中にいる。

　これが夢だ……ということは、すぐに気づいた。疲れていたのだろう。眠ってしまった。フリウはぼんやりと、夢の中の光景を見回した。森といっても、そこは暗くない。むしろ鈍にぶい光に満ちて、ほんの鼻先になにがあるのかも分からないほどだった。霞かすんだ視界に、細い木々の影が映うつっている。

　だから森だと思ったに過ぎない。なにも見えないその中で、声が聞こえてくる。自分を呼ぶ声が。

「……どちらが夢だと思う？」

「誰？」

　猛もう烈れつな眠ねむ気けと戦いながら、フリウは問いかけた。

　不思議と、声がどう答えてくるのかは知っているような気がした。

「わたしは御み遣つかいだ。そしてこれは御遣いの言葉だ」

　声に聞き覚えがあったのではない──聞いたことのない声だった。若いのか、年老おいているのか。男なのか女なのかも分からない。霧のどこから話しかけてきているのかも分からない。そもそも、自分がどちらを向いているのか。本当にただ一点だけを見ているのか、なにもかも分からない。

　思考は、指先で直じかに触れられないよう真ま綿わたのようなものに包まれている。それほどに現実感がなかった。が、言葉は明めい瞭りようだった。

「ここが夢よ」

　防寒着の袖そでで口元を覆ってフリウは、最初の問いに自然と答えていた。自分の格好でそこが硝化の森だと知れる。痛いほどの冷気。そして身も凍る静せい寂じやく。

　声は続く。

「すべてが終わった記き憶おくと、なにも始まっていない記憶がある。いったい、どちらが今だと思うのだ？」

「今は今よ。ここはただの夢だけど、夢を見てる今が今」

「夢なんていつだって見られるだろう。そして陽炎かげろうのように儚はかなく終わる。それよりも記憶だ。記憶は消えない。なかったことになどできない。どちらかが今で、どちらかが今ではない。時をふたつは選べない。さあ、どちらだ？　フリウ・ハリスコー」

「あなたはどうして、あたしにそんなことを聞くの？」

「ならば君は、どうしてわたしにそんなことを聞く？」

「そんなの、ずるい質問だわ」

「わたしにとっては、フリウ・ハリスコーよ、時間は意味を成なさない。必ず起こる未来と、既すでに起こった過去と、わたしは自由に行き来する」

「しかもずるい逃げ方をしているわ」

「君の代わりに答えるならば、フリウ・ハリスコー、君が正しい。思ったよりも君は賢かしこいようだ──今が今。確かにそうだ。今見たものは、過去の記憶と、未来の記憶だ。君は今、その狭はざ間まにいる。崩ほう壊かいの四日間。その最後の日に、この夢を見ている」

「時間に意味がないなんておかしいわ。まだ起こってないことが分かるなんて矛む盾じゆんしてるもの」

「未来が分かるのではない……未来を約束したのだ。約束された未来は既に起こったことなのだ。必ず起こる未来ならば、それは過去と同じだ……既にひとり死んでいる。これからまたひとり死ぬ」

「変なことばかり言わないで。なにも起こってなんかないわ。誰も死なないもの。あたしは誰とだって戦う！　もうなにもできないんじゃないもの！」

「だが約束は、お前たちが求めたものなのだよ、フリウ・ハリスコー……」

　長い会話の末に──




「はっ！」

　息を詰めて顔を上げたフリウに、サリオンは出かかったあくびを引っ込めた。眠気があったのではなく、単に退たい屈くつしていた。寒風吹きすさぶ荒野では、そうそう安眠できるものではない。

　よほど疲つかれた子供は別だ。と、荷物にもたれかかってうたた寝をしていたフリウを見やって、なんとはなしに微び笑しようしていた時のことだった。反射的に後ろ暗さを覚え──眠っている少女を眺めてにやついているなど傍はたから見ればただの変へん態たいではないか──、口元を手で隠しつつ、サリオンは声をあげた。

「ど、どうかしたのかい？」

　眼帯の上から左眼を押さえあたりを見回しているフリウに問いかける。

　不思議なほど彼女は怯おびえているようだった。呼吸を引きつらせながら、少女はようやく身の回りに敵らしい敵の姿がないことを確認してうめいてみせた。

「……なんか夢を見ちゃって」

「悪い夢？」

　聞く。フリウは緩かん慢まんな動作で、身体を預けていた荷から起き上がった。右眼をこすりながら首を横に振る。

「ううん。まったく覚えてないの。だってあたしは、まだその夢を見ていないはずだから──まだ今日は、なにも始まっていない一日目でしかなくて」

　と、言いかけて、彼女は怪け訝げんな表情を見せた。

「……あたし、なに言ってんだろ」

「夢なんてそんなもんだよ。起きたらもう、意味が分からない」

　彼女の肩の代わりに荷物の上を軽く叩たたいて、サリオンはつぶやいた。

　聞いて、フリウが首をすくめる。いや、うなずいてみせたのか。彼女はこちらを向くと荷物の上に置いている彼の腕に、そっと指先だけで触れてきた。

「あたし、サリオンのこと守るから」

　またそんなことを繰り返す。

「ちゃんと力を使えるようになったんだもの。うまくやって、サリオンを、その……」

　彼女は混乱したように、顔を拭ぬぐった。その手を完全にはどけず、視線を隠すようにしながら小声で聞いてくる。
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「サリオン、死んだりしないよね？」

「……ああ」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、ほかに答えようもなく告げる。

　彼女がどうして突然そんなことを言い出したのか──

　それを疑問に思うよりも、サリオンはフリウを安心させるために微笑んで、少女が息をつくのを待った。胸を撫なで下ろす彼女を眺めやって、胸中で独りごちる。

（とても明るくなった。少しずつ笑うようにもなった）

　なにかの自信をつけたせいか……

　だが。

　風に吹きさらされて乾いた唇を軽く嚙かんでサリオンは、離れた場所で腕組みして仮眠している──本当に寝ているのか、寝たふりをしているだけなのか──黒くろ装しよう束ぞくの老人へと視線を投げた。

（ベスポルトの行方ゆくえを餌えさに、フリウになにをさせるつもりなんだ？　リス・オニキス）

　代わり映ばえのしない荒こう野やの光景が、わずかながらに変化を見せていた。空が重く、暗くなっていく。

　夜が来ようとしていた。帝都へと入る夜が。




　闇やみに紛まぎれて、数人の男たちが近づいてきたことは分かった。黒いマントで身体を包み、顔面を黒く塗ぬった男たち──いや、女も混じっていたか？　その黒塗りの顔の中で、眼だけが白く光っている。

　荒野の夜は雲などなかったはずなのに、ひどく暗かった。彼らはどこからともなく現れると、低い声でリス・オニキスと一言二言かわし、こちらにも近づいてきた。闇の下でめまぐるしく位置を変えるため、人数が特定しづらい。

　彼らが帝都への案内人なのだろう。闇に紛れる扮ふん装そうや、身にまとった空気から、まっとうな生活をしている連中ではないと知れる。帝都にもいるという不ふ穏おん分子──もっぱら黒衣が取り締まる対象としている輩やからか。そういった類たぐいの人間に心当たりもあった。

（そんなものに頼って帝都にもどろうというのか……ぼくは）

　サリオンは見当をつけて荷物を持ち上げた。息を吸い、吐はく。心臓を摑つかむ薄ら寒い不安感が、それで振り払えたわけではない。だが、声もなく促うながすように自分を取り囲むその男たちから視線を逸そらさずに見返す程度の意気は与えてくれた。空には星がない。なにかの意図で空から追い払われたように。あるいはなんらかの魔法のように。

　サリオンは横目で、フリウの気け配はいを探さぐった。彼女はすぐ隣にいる。

　そして──

　悲鳴が聞こえた。フリウのものではない。

　短い声だった。罵ば声せいとも言えないほどの、たった一息の苦痛のうめき。重い衝しよう撃げき音おんと、人間が地面に倒れる音がふたつ連続した。近づいてきた連中、そのうちのひとりが何者かに打ち倒されたらしい。

　サリオンは咄とつ嗟さに、フリウの腕を摑まえた──彼女も驚いているらしく、逃げようとしない。なにが起こったのかは分からないまま、サリオンは彼女を背後にかばった。腰の警けい棒ぼうを抜く。だが。

　その闇やみの中で繰り広げられる静かな騒ぎは、彼とフリウをまったく無視しているようだった。リズムを踏むような足運びが聞こえたかと思えば、その一瞬後にまた苦く悶もんの声があがる。

　やがて。自分たちを除けば、立っている影はふたつだけになっていた。ひとりはリス・オニキスだった。押し殺した憤ふん怒ぬを声に滲にじませ、告げる。

「……つまらんことをするではないか。なんの思いつきだ？」

　それに答えたのは、もう一方。女だった。

「思いつきではないわ。わたしは約束を果たしているだけ」

　次の激突は、荒野に激しく響ひびいた。闇の中、ふたつの影が接触して一方を打ちのめしたことだけは分かる。どちらか一方が力を失い、地面に倒れたことは間違いなかった。が、

（……だが、どちらだ？　倒されたのはどっちだ？）

　呼吸を止めて、サリオンは闇の中でそれを見定めようとした。

　立ったまま、こちらを向いたのは──

「立ち去りなさい。そして二度ともどってこないこと。あなたたちのためよ」

「ミズー・ビアンカ！」

　ぎょっとして、サリオンは叫んだ。が、彼女はまったく取り合わずに続けてきた。

「問答するつもりはないの。そうね。言い換かえてもいいわ。あなたたちもわたしに叩たたきのめされたくなければ言う通りにしなさい」

「サリオン……？」

　こちらの腕を摑み返し、フリウが聞いてくる。渡りに船じゃないか──少女が触れてくる感触を確かめながら、サリオンはつぶやいた。暗殺者がこちらに向ける軽けい蔑べつは容易に感じ取れた。フリウ・ハリスコーを守る者。かつて殺し屋は彼のことをそう言ったのだ。

（だがぼくは、その役目を果たしたことが一度もない……）

　それは分かっていたが。

　サリオンはかぶりを振った。声を立てずに、激しく叫ぶ。

（ぼくが守りたいのは、フリウの命だけじゃない）

　もっとほかに必要なこともある。だから。

「ミズー・ビアンカ。君の指示には従えない。君はぼくたちを帝都に案内するんだ」

「サリオン！」

　フリウの呼びかけは、抗こう議ぎだったのか、歓かん声せいだったのか。恐らくは後者なのだろう。苦々しくサリオンは認めた。暗殺者に向けて続ける。

「フリウは破壊精霊を制せい御ぎよできる。君にだって勝ち目はない。ぼくたちに従うんだ」

「……その娘を死なせたいの？」

　冷たく、殺し屋は言ってくる。彼女の息遣いのほかは、倒れている男たちのうめき声も聞こえてこない。

　フリウの身体を引き寄せて、サリオンは否定した。

「違う。今まで誰ひとりとして、この子の人生の意味を守ってやろうという大人はいなかった。ベスポルト以外にはね。彼を取りもどす手伝いをしなければならない。これは今までなにもできなかったぼくの償つぐないでもある」

　ミズー・ビアンカは、なにも答えてこなかった──

　沈黙が数秒続き、サリオンははたと、彼女がもうそこにいないことに気づいた。もう立ち去ったらしい。彼は慌てて、フリウに囁ささやいた。

「そこらに倒れている誰のでもいいから、マントを剝はぎ取って、それを頭からかぶるんだ。ぼくもそうする」

「え？」

「闇夜に紛れる必要があるんだ。それで今の殺し屋を追いかける。彼女はたぶん帝都への侵しん入にゆうルートを知っている」

　言いながらサリオンは、一番近いところに転がっている男の身体からマントを取り上げた。それを身体に巻きながら、遠ざかっていく暗殺者の足音を探る。

　帝都への道。

　あるいは、闇へと潜もぐる道筋。

　空をにらみつけ、見み極きわめようとしても答えなどはない。が、そのかわり飛んでくる小さな影があった。

「よぉ」

　人精霊は気楽に手をあげると、

「散歩から帰ってくるとだ。なにやら向こうに、えらい勢いで走ってく女がいたんだが、ここはあれか？　傷しよう心しん旅行の出発点か？」

「でかした！」

　サリオンは叫んで、精霊の指さす方向を向きやった。







　第二章　アナザー・ワン

　　　　　　（許されざる鏡像）







　平へい服ふくで街まちを歩くということに慣なれるには、三日間という時間そのもの以上に、もっと別種の──たとえばベッドにうずくまって過ごす長い長い時間が必要だった。

　無む論ろん、今までとて非ひ番ばんはあった。が、そんな時でも軍服を脱ぐことはなかった。役目柄、同どう僚りようと同時に非番を取ることはあり得ないが、彼の守るべき主あるじ自身が休きゆう暇かを取れば、同僚とともに暇ひまになる。そんな時は、仕し方かたなくふたりで過すごすこともあった。

　ミッツォ・シールに強要されれば、私服で外出することになった。大たい抵ていは彼女の用事に付き合わされるだけだったが、まれに彼の用事であったこともある。買い物やコンサート、連つれがいないのは不ふ都つ合ごうだからと彼女の同窓会に引きずり出される等、用向きは様さま々ざまだった。

　だがその場合でも、軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいの直ちよく護ご衛えいとしての彼の任務を忘れることはなかった。常つねに有ゆう事じに備えておく。それが軍人としての心こころ得えだと承しよう知ちしていた。軍人が、軍人の格かつ好こうをせずに休日を過ごして良いのか？　そんなことはない。そう考えていた。

　彼女はそんな彼の主張を聞いても滅めつ多たに反論することはなかった。ただ困ったように苦く笑しようしてみせることが多かった。

　この女は馬ば鹿かだ、と彼は思い続けてきた。

　言いたいことがあるのならば堂どう々どうと言ってくればいい。それができないのは、彼女が自身の間違いをわきまえているからだ──過あやまちを自覚しながらそれを正さない。これは愚おろか者だ。彼女は任務においても常に役立たずだった。主を守るために率そつ先せんして働いてきたのはいつも彼だった。帝国の最も貴重な財産である軍属精霊使い。その筆ひつ頭とうたる、ノニ・イシュカリス特とく務む騎き士しを護衛することが、彼らの任務だった。

　彼は今、平服で公園のベンチに寝ね転ころがっていた。昼前の日差しの暖あたたかみが心地ここちよい。新しく借りたアパートは、こんな陽ひ当あたりは得られない。

　公園は静かで、行き交かう市民の緩ゆるやかな足音と、さざ波のような微笑ほほえみと、子供の歓かん声せいが溶とけ合って芳ほう香こうのたつ甘みを醸かもし出している。帝てい都とでは自然な光景だ──ここは常に平和、常に平へい穏おん、常に秩ちつ序じよに守られていた。彼は目を閉じていた。無防備に寝ていても、安心していられる。ここが帝都だった。

　何な故ぜあんなことをしてしまったのだろう。

　夢ゆめ心地ごこちに彼はつぶやいた。葬そう儀ぎの場で泣き崩くずれるべきではなかった。泣き出すタイミングを奪うばわれた奥おく方がたが、困こん惑わくしていらしたではないか？　葬儀が終わってみれば、もう彼がイシュカリス家の人々と接することはなくなった。もとより何度か夕食に呼ばれたことがある程てい度どの付き合いで、あの家の人々が今でも彼の名前を覚えているとも思えない。そして彼も、奥方の名前すら思い出せなくなっていた。

　ミッツォ・シールには家族がいなかったため、彼女の葬式は友人らが金を出し合って執とり行われた。彼は誰だれよりも多くの額がくを出した。おかげで元から少なかった貯金は底をつき、アパート探しに苦労した。

　その葬儀でも、彼は号ごう泣きゆうした。

　今はもう泣くことはない。あれから、たった三日過ぎただけだというのに。

（彼女は、幸せだったんだろうか）

　と、彼の独ひとり言に返事する声があった。

「すべての幸福は帝都にある」

　つぶやきには苛いら立だちが含まれていた。その男が先ほどからベンチの脇わきに立ってこちらを見下ろしてきていることには気づいていた──気づいていて、無視していたのだ。

　彼は片眼だけ開けて、その男を見上げた。男は眉まゆのない顔で、どこか満足げに笑ってみせた。そして、

「……葬儀の時に比べれば、いい顔になったものだ」

「そうか？」

　特に考えず、彼は聞き返した。男は小さくうなずいてあとを続けた。

「今なら、落ち着いて、誰でも殺せそうだろう？」

「ああ」

　正直に彼は答えた。身体を起こしながら、訊きく。

「……しかしどういう意味だ？　葬儀の時？　お前とは初対面だろう」

「俺おれも葬儀の場にいたのさ。お前が気づかなかっただけだ。リゼル・セイド元打だ撃げき騎士」

　男の皮ひ肉にくには気づかなかったふりをして、リゼルはベンチに座り直した。男が隣となりに座ると思ったわけではなかったが。姿勢を正すと、眠ねむ気けが──あの日以来、途と切ぎれることのなかった眠気が消えていくのを感じる。

　男を観察するのに時間はかからなかった。特とく徴ちようの多い男ではある──左眼を隠かくしている眼がん帯たいはすべてを破は壊かいしてくれた忌いまわしい娘むすめを連想させ、神経を逆さか撫なでする。だが男にはさらに剣けん吞のんな気け配はいがあった。眼は鋭く、ただし感情のない爬は虫ちゆう類るいの色がある。細い輪りん郭かくや、舌でも覗のぞきそうな薄笑いの口元は同じく獣けもののようでありながら、ひどく人間的にも感じられる。獣になろうとしている者。そうも思えた。大きめの服を着て、右手を袖そでの下に入れているのは、武器でも隠しているのか？　帝都で武器を持ち歩くなど馬ば鹿かげたことだが、考えられないことでもない。

　リゼル・セイドはゆっくりと口を開いた。

「それでなんのために自分を呼びだした？」

「是ぜ非ひ、乗ってもらいたいのだがね。身体の調子はどうだ？　鍛たん練れんは？」

「軍を辞やめて一週間も経たっていない。変わるものか」

　本当はそれほど自信があったわけではないが──男の口調に揶や揄ゆを感じて、リゼルは告げた。男はしかし、気にせず続けてくる。

「よろしい。それでは経験はどうだ？　人を殺したことが？」

「あるさ」

　リゼルは即そく答とうした……ただし、男から視線をそらしながら。咳せき払ばらいして付け足す。

「確かに戦争はないが我々は特とく殊しゆな任務にあった。帝国の治ち安あんを維い持じしているのは──」

「いや、いちいち解説いただくことはない。話す態たい度どによって、言葉以上のものが伝わるものだ……」

　癇かんに障さわる男の言い回しに、リゼルは舌打ちした。

「お前は何者だ。情報部か？」

「俺は……」

　男はそこまでつぶやき、そして──長すぎる沈黙を挟はさんだ。考え込んでいるというよりは、途と中ちゆうですべて忘れ去ってしまったように遠くを見ている。

　だがリゼルが促うながすよりは先に、男は言ってきた。

「俺は、帝都を愛する者だ」

「帝都民ならば当然だ」

「そうかな？　ならばお前はどうして軍を辞めた？」

「それは、任務を遂すい行こうできなかった責任を」

「違うだろう。もっと違う理由があっただろう。それは追及しないが……フリウ・ハリスコーを殺したくはないか？」

　反はん駁ばくしかけた言葉を──

　吞のみ込まざるを得なかった。リゼルは空気を求める魚のように喘あえぎつつ、相手の言っていることを理解しようとした。フリウ・ハリスコー。名前は覚えている。

　男はうなずいてみせた。こちらにではない。遠くの、別の方向にだが。

「そうだ。例の精霊使いだ。帝国軍人ノニ・イシュカリスとミッツォ・シールを殺害し、今も逃とう亡ぼう中の凶きよう悪あく犯はんだが……もう帝都に侵入してくるという」

「なら、黒こく衣いが追っているんだろう」

「いいや？　黒衣は静観している」

　その否定は、意外だった。まったく予想すらしていなかったといっていい。リゼルは混乱して、まぶたを上下させた。ようやくに、聞き返す。

「どういうことだ？　黒衣の仕事だろう」

「黒衣では勝てないのだ」

　男はすらりと、そう告げてきた。こちらの疑惑も困惑も無視して、あとを続ける。

「馬鹿げたことを言っていると思うか？　帝都の全精霊をぶつけたところで勝てない敵がふたり。そのうちのひとりがフリウ・ハリスコーだ。仮に黒衣で処理できるとしても、これ以上、黒衣部隊の人員は消しよう耗もうされるべきではないと帝ていはお考えだ。少なくとも最後の最後まではな」

「なら、お前はどうなんだ。お前は殺し屋のように見えるぞ」

　破れかぶれで、リゼルは口走った──が、あながち的まと外はずれでもなかったらしい。男は薄笑いをさらに薄くして、か細い声でつぶやきだした。

「……俺は自由に動けない理由がある。こうしている間にも、実は危あぶない……あの女が帝都の外に出ているから、ようやく時間を作れた……」

　と、わけの分からないことを言っていると自分でも気づいたのだろう。すぐに言い直してきた。

「いや、こちらのことだ。俺は俺で、やらなければならないことがある。フリウ・ハリスコーまで手が回らない」

「……どうして、この自分なんだ。黒衣にも手が出せないような相手なのだろう。ノニ様ですらあの娘に負けた」

　とにかく一度でもこの相手を言い負かしたくなって──リゼルは正せい論ろんを口にした。だが男はそれも予想していたのか変わらない口調で返してくるだけだった。

「まず理由のひとつ。お前はその事実を身にしみて理解している」

　今度の沈黙は──明らかに男が狙ねらって、こちらが肌を粟あわ立だたせるだけの時間をおいてのものだった。それが口く惜やしいと思いながらも、リゼルは喉のどの奥が渇かわき、背筋に悪お寒かんが走るのを自覚せざるを得なかった。

　身にしみて理解している……そうだ。理解している。ノニとミッツォ。ふたりは殺された。ふたりの遺体を帝都に輸送する手て筈はずを整えたのは彼だった。無む惨ざんな形ぎよう相そうに変形したふたつの肉にく塊かいを、葬儀の用に足るよう医者に復元を手配したのも彼だった。

　殺したのはフリウ・ハリスコー。その一味にも逃亡された。帝国の威い信しんを背せ負おって臨のぞんだ任務は徹底的に失敗し、なにもかもが壊された。

　もう自分の手の中にはなにもない。突然現れた精霊使いの娘ごときに、理り不ふ尽じんに粉ふん砕さいされてしまった……これまでの人生すべてを。たった数時間で踏ふみにじられてしまった。

　それを己おのれに語かたったのは間違いなく自分だった。が、語らせたのはその男が演出した沈黙の時間だった。

　男は笑みを強くして、続けてきた。

「……お前以外に誰が信じる？　たかだか年少の娘が、帝都を滅ぼすほどの力を持っているなどと」

「ほかの理由は？」

　男の語る内容について納なつ得とくしたわけではなかったが──いずれしっくりくるのだろうという予感はあった。リゼルが訊たずねると、男はよどみなく答えてくる。

「話をして確信した。お前なら躊ちゆう躇ちよなく、あの娘を殺せるだろうさ。手段を選ばずにな」

「…………」

「情報をひとつやる。有効に使え」

　これで終わりだということなのか。男は背を向けて、小声でつぶやいてみせた。

「フリウ・ハリスコーの父親が、既すでに帝都に侵入している。その居場所は……」

　その時にはリゼルは、聞き逃のがすまいと腰こしを浮かしていた──話に乗るつもりがないのならば、聞こえなかったところでどうということもなかったはずだが。




　外の荒こう野やに吹く風と、この都を包む空気と、違いがあったはずはない。

　だがそれでも、なにがしかの変化はあるのだろう。フリウは胸を撫なでた。安あん堵どとは違うが落ち着きが──落ち着かざるを得ないなにかが、ここにはある。

　頭からかぶったフードを目ま深ぶかに下ろして、うつむきながら歩く。道行く人々は、みな普通に堂々としている。当たり前だが。彼らはなにひとつはばかることなく、ここに生まれ、そして生きていくのだ。

　フリウはそれを横目で眺ながめていた。すると、厳きびしい声が飛んでくる。

「もっと顔を伏せて」

　それは、先行する──フリウとサリオン、並んで歩くふたりを先せん導どうするように進んでいる殺し屋の声だった。こちらを見てもいないのに、どうして顔を上げていることが分かったのか、それは謎なぞだったが。フリウは慌あわてて、さらに深く足元を向いた。

　三人ともが、あの荒野でむしり取った灰黒色の長衣ですっぽりと身体を包んでいる。殺し屋は低く小声で囁ささやいてきた。

「影かげ街まちの人間らしくしていないと、通行人の注意を引くわよ」

「影街？」

　フリウが聞き返すが、殺し屋は反応してこなかった。答える必要はないということか。が、代わりにサリオンが説明してくれた。

「……下層階級の人々さ」

「下層？」

「帝国が興おこった時にね……その侵しん略りやくに負けた民族は支配下に置かれた。だけど現在、帝都は辺境を放置しているから、積極的な反はん抗こうは受けていない」

「うん」

　そこまでは聞いたことのある話ではあった。フリウがうなずくと、彼は顔を隠すフードの中で上うわ目め遣づかいにあたりを見回し──

「考えてみれば奇天烈きてれつな話かもしれない。影街の人々──影かげ人びとの民たみは、反抗心を失わないために、わざと帝都の中で自らを下層階級にしたんだ」

「……え？」

　話が分からなくなり、フリウは聞き返した。確認するつもりで、

「し、支配される必要ないのにわざわざ支配されようとしてたの？」

「そういうことだね。彼らは帝国に最も最初に支配された民族、ミスカファ人を主しゆ軸じくとしていたらしい。その後、帝国の広がりとともに被支配民族は増えていき、影人に同調する者も増えた。仲間が増えるうちに彼らは混ざり合い、正確な正体はもう本人にも分からない。彼らは下層市民として生きることに必死になりすぎて、反抗心の大本となる民族の純じゆん血けつを失ってしまったんだ。皮肉な民だよ」

「皮肉っていうか……いや、ええと、人のこと馬鹿にしちゃいけないよね、うん」

　言葉を濁にごす。

　が、サリオンは沈ちん痛つうな面おも持もちでかぶりを振ると、

「いや、確かに彼らは賢かしこい生き方をしてるとは言えないよ。寄る辺べとなる愛国心を失いながら、不満のはけ口としての暴力を捨てられなかった。結果として彼らは極きわめて凶きよう暴ぼうになった」

「……どういうこと？」

「つまるところ、影街は犯罪の温おん床しようなんだ。帝都では……とても珍めずらしい」

　と。

　前を見やると、殺し屋の背中が大きくなっていた。黒布に包まれて、わざと猫ねこ背ぜになった後ろ姿。それが立ち止まっている。

　殺し屋はあくまで振り返りはしないものの、押し殺した声こわ音ねで脅おどすように告げてきた。

「……黙だまらないのなら置いていくわよ」

「ご、ごめんなさい」

　フリウは謝あやまって、それまで以上にフードに顔を隠した。が、どうしても視線は周囲の風景を追う。

　帝都は白い街だった。外から眺めた時も、そうだった。荒野にある帝都は、灰色の海原うなばらに浮かぶ純白の船に見えた。

　殺し屋を追いかけ、なんとか帝都に侵入できたルートは、人じん精せい霊れいによればただ一言、月並みに尽つきるという下水道からだった──殺し屋はその時点でこちらを引き離すことはあきらめたらしい。以後は一いつ切さいすべて彼女の指示に従うことを条件に先導してくれた。

　内部に入り込めば、やはり帝都は美しいところだった。姿をこんなマントなどで隠さずに済すむのならばもっと感激できたろうに。そんなことを思いつきながらも、殺し屋の張り詰めた様子を見るとさすがに言い出せはしなかった。

　フリウはこっそりとあたりを見回しては、殺し屋に見み咎とがめられている気配を感じてうつむくことを繰くり返していた。途と切ぎれ途切れに観察する街並みは、それでも隙間を想像で埋うめながら美び麗れいな地図を完成させていく。

　どこまで眺ながめても、どちらを向いてもその風景は変わらなかった。万まん華げ鏡きようにも似ている。前後左右、空に地面までもがすべてこの特別な地に設もうけるべく用意されたように、また特別な部品として作られていた。空の色は街の外で見上げた時と変わらない──はずだが、荒野ではこんなに青い空は見たことがない。

（ここは帝都……）

　声に出さず、フリウはつぶやいた。

（特別な場所……父さんが言っていた、とても特別な場所……）

「……でも」

　どうしても腑ふに落ちず、また小声で訊ねる。

「帝都には犯罪者はいないのよね？　黒衣がいるから。そう言ってたじゃない」

　と、サリオンが顔を近づけてきた。先ほどにも増して声を抑おさえ、

「ああ。黒衣は影人を取り締まる……定期的にね」

「じゃあ、あたしたちこんな格かつ好こうしてるとかえって危ないんじゃない？」

　心配して告げたのだが、サリオンは微笑みながら否定してきた。

「いくらなんでも、歩いてるだけで捕つかまったりしないよ──」

「ただし、ぶつくさ余よ計けいなことばかりしゃべって注意を引かなければね」

　突つき刺さすように殺し屋の声が割わり込んでくる。

　見やると、彼女はとうとうこちらを振り向いていた。続けて険けん悪あくに囁ささやいてくる。

「どんな身の危険を冒おかしてでも、どうしても黙れない理由があるの？」

「あ、あああの。その。ごめんなさい……」

　謝りながら、ふとフリウは気づいた。殺し屋は刺とげ々とげしくこちらを見つめてきているが。

　ひょっとしてこちらを見捨てることはないのではないか。

　なんとはなしにそう感じられたのだが、彼女は以後、黙ってついていくことにした。




　影街などと物もの々ものしい呼ばれ方をする場所がどんなところなのか。

　興味を抱いだいていたフリウは、ミズーが足を止めた時に失望を感じていた。

「ここよ」

　彼女が指し示したのは、使われていない民家のようだった──見回してみても、それまでの帝都の風景とは別べつ段だんの変化もない。気づかないうちにその影街とやらに入り込んでいたということだろうが、少し人通りが減っただけで閑かん静せいな住宅街が続く平和な街並みには変わりない。今フリウが被かぶっているようなぼろけたマントをまとっている者もひとりも見かけなかった。

　殺し屋は無む頓とん着ちやくに、その家の玄げん関かんに向かっていく。荒あれた芝生しばふをさらに踏み荒らす足あし跡あとは、殺し屋の鋭えい利りなブーツ跡だけではなく何種類もあるようだった。放置された家を、好きな人間が好きなように使っているのかもしれない。フリウはサリオンの顔を見上げた。彼がうなずいてくるのを待って、殺し屋の後を追う。

　彼女は玄関に入る時には、もうマントを身体から引き剝はがしていた。予想と違い、殺し屋は武装していない。

　扉を開けて丸めた黒マントを家の中に放り込み、自らも家に入りつつ声をあげている。家の内部は古く傷いたんでいたものの、使えないこともない──その程度のものだった。埃ほこりが舞うぼやけた空気に、はっきりした殺し屋の声音が響ひびく。

「ファニク……ファニク！　いない？」

「仲間がいるのか？」

　彼女の背中に問いかけたのは、サリオンだった。

　殺し屋はずかずかと音を立てて廊ろう下かを突き進み、片っ端ぱしから部屋をのぞき込んでは舌打ちしている。

　と、ようやく質問の声が聞こえたように唐とう突とつに振り返ると、彼女は言ってきた。

「ちんぴらよ。ちんぴらのボスに借りたの。でも神秘調査会なんかに頼るよりはよっぽどいい」

　そして付け加える。

「あなたたちになにか隠れ家のあてがあるのなら、彼に安全を確かめてもらいなさい。危険に対しては鼻が利きく男だから。ほかにも必要なものがあれば、調達できるかも」

「必要なものって、どんな？」

　聞かれて、殺し屋は即答してきた。

「剣とか斧おのとか」

「いや、いらないよそんなの。なにに使うんだよ」

「…………」

　サリオンの呆あきれ声に、殺し屋がぶつぶつとどこか不満そうにつぶやくのを聞きながら。

　フリウは意外な思いで──つぶやいた。

「あなたは……ひょっとして今、あたしたちを助けてくれてるの？」

　殺し屋が顔をしかめるのが見えた。殺し屋は不ふ機き嫌げんになったというよりは、こちらの言ったことが純じゆん粋すいに理解できなかったらしい。考えてみればそうかもしれない──フリウは自分でも認めた。ここまで延々と案内させて、今さらなにを聞いているのか。

　だが──

「でも、あたしたちを助けてくれるのなら、なんでリス爺じいちゃんを置いてきたの？」

「リス・オニキスはあなたたちの帝都への案内人なんでしょう？　忘れて欲ほしくはないけど、わたしは本当はあなたたちを帝都に入れたくはなかった」

　殺し屋はこちらに向き直ると、突き放すように眼めを細めた。気まずさに唾つばを吞みながらフリウはうめいた。

「……どうして？」

「ベスポルトとの約束だからよ」

「父さんとの──⁉」

　と。

　突然物音が響いて、天てん井じようが落下した。壊れた天板と灰色の埃ほこりが垂すい直ちよくに崩れ落ちてくる。サリオンが悲鳴をあげた。長身の彼が横倒しになった上に落下物が積み重なる。落ちてきた物の中に、黒く細長い塊かたまりが混じっていた。

　その塊に対して、殺し屋が呆れ顔でつぶやく──腰こしに手を当て、ぐったりと。

「なにやってんの」

「……天井直そうと思ってたっすよ。でも帝都にゃ雨は降ふらないって本当っすかね？」

　もうもうと立ちこめる埃──その中で咳せき込みながら、フリウは男の声を聞いた。視界を手で払い、なんとかその相手を見定める。

　大きな天板の上に寝そべるようにして、安っぽいスーツを着たその男を見ることができた。天板の下から──それに押し潰つぶされて、サリオンがうめき声をあげているのも聞こえてくる。

「降るよ雨くらい」

「あれ？　じゃあなんで降らないなんて噂うわさになるっすか」

　自分が踏み潰している相手と普通に会話して、男が聞き返す。なんとはなしに、男の印象は人精霊に似ていた──今はマデューから餞せん別べつにもらった水すい晶しよう檻おりに封ふうじられて、フリウの懐ふところにいる。ことあるごとに封じられることに関しては人精霊もかなり怒っていたが、帝都で精霊を連れ歩くわけにもいかず、仕方ない。

　とまれ、男はサリオンの上から転がって身体をどけると、殺し屋に顔を向けた。

「……で、なんでこの人ら連れてきてるっすか？　追っ払うって言ってたっすよね」

「成なり行ゆきよ」

　殺し屋が答えると、その男──ファニクとやらが困こん惑わくの眼まな差ざしを投げる。

「……成り行きで、ほかにはまたどれくらい予定変わったっすか？」

「影人をリス・オニキスごと全員ぶちのめしてきたわ」

「うえっ。本当にやったっすか？　なんで武器もなしであんなのに勝てるっすか」

「ここにはもういられない」

「そりゃそうっすね」

　早口でふたり、やり取りした後──

　殺し屋は改めてこちらに向き直ってきた。

「できれば、きちんとベスポルトとの約束は果はたしたいんだけど」

　そんなことを言ってくる。

「わたしも、そう自由に動き回れるわけではないの……本当は、あなたのために余計な時間を使うのは痛手だった……けど……」

　最後には口の中で言葉を嚙かみ殺し、なにかの痛つう苦くに耐たえるように眉み間けんにしわを寄せてから──殺し屋は、かぶりを振った。言い直してくる。

「いえ、こちらのことよ。わたしはわたしで、やらなければならないことがある。あなたの面めん倒どうまでは見られない」

「あなたは、約束を守る人なの？」

　反射的にフリウは聞き返していた──どうしてそんな部分を聞きとがめたのか、自分でも分からないまま続ける。

「でも……殺し屋なんでしょう？」

「殺し屋だからこそよ」

　彼女は素そっ気なく言うと、今度はサリオンを見やった。埃で頭を白くしてどんよりと落ち込んで見える彼に聞く。

「そもそも、あなたたちはなにが目的で帝都に来たの？」

「そんなことを聞いてどうする」

　拒絶するサリオンを押しのけるように。

　フリウは、叫びだした。

「あたしの父さん──」

　居並ぶ眼が、いっせいに自分を見る。それを右眼ひとつだけですべて見つめ返し、彼女は続けた。

「父さんが、ここにいるはずだから……だから、来たの」

「ベスポルト・シックルドは──」

　これもすぐに言い返してきた殺し屋に、今度はサリオンが遮って声を発する。彼女に詰め寄るように一歩踏み出して、厳きびしく。

「噓うそをつくつもりならやめてくれ、ミズー・ビアンカ。ぼくらは本当のことが知りたい。ベスポルトは帝都にいるのか？」

　殺し屋が口をつぐんだ。

　彼女はそのまま腕を上げた。軽く腕組みして、また解ほどいて。その動作は初め緩かん慢まんだったが次第に動きを速くした。落ち着かないように頭を搔かいて──

「……いるわ」

　嘆たん息そく混じりに、そう言ってきた。

「どこに！」

　フリウは叫んだが、殺し屋はなにも答えず、ただ黙もくして眼を閉とじただけだった。サリオンが、横から問いただす。

「会ったのか？」

　殺し屋がまぶたを開けた。鋭い眼差しを彼に刺し、澱よどんだ声音で告げる。

「いいえ。ただ、核かく心しんに迫るならば、その途と中ちゆうで必ずあの男に会うことになる……だから彼はすぐそこにいる。そんな気がする」

　彼女の声──その澱みがどこから来るのか。フリウは直感した。殺し屋はわずかに震ふるえている。

　が、それも一いつ瞬しゆんのことだった。殺し屋は腰こしに手を当てて背筋を伸ばすと、まだ床に座ったままの男を見下ろし、

「じゃあファニク。わたしたちの今夜の寝ね床どこと、このふたりの隠れ家が必要なんだけど」

「そんな便利にぽんぽん出ないっすよ」

　と、うめくファニクの頭の上からサリオンが手を挙あげるのが見えた。

「あー、なんとか下町まで無事に移動できれば、ぼくらの分くらいならなんとかできる心当たりはあるんだ……」

「ホントっすか？　そんなら楽勝っすよ。調子に乗るっすよ」

　途と端たんに声を明るくした彼に、殺し屋がつぶやく。

「乗らなくていいから。本気で。それなら……そうね。ふたりだけでそれぞれ安全を確かめてきてもらえる？」

「いいっすよー」

　気楽に応じたファニクとは対照的に、サリオンは心配そうにこちらを見つめてきた──彼自身に対する身の不安ではないだろう。それはすぐに分かる。

　なんとはなしに気け圧おされるものを胸中に覚えて、フリウは身じろぎした。

（なんだろう……あたしを気遣ってる。でも、あたしのほうがサリオンより強いのに）

　と、彼女は後あと退ずさりしかけた分を前に出た。

「サ、サリオンをひとりで行かせるなんて駄だ目めよ……あたしもついてく。サリオンだけ危険なところに行かせるなんて」

　自信を持って言っているはずが、要よう領りようを得ない。深呼吸しようと息を継ついだ時に、サリオンの手が制止してきた。

「いや、ぼくが行くよ。それに特に危険ってわけじゃないんだ。ぼくはたぶん、ここにいるメンバーの中でなら一番帝都に詳くわしいよ」

「それならあたしもいっしょに──」

「駄目だ」

　きっぱりと告げてきた彼の言葉に。

　フリウは、一度は踏ふみとどまった後退の一線を越こえて退しりぞいてしまっていた。サリオンはいつもの優やさしい表情で、それは変わらない。だが、

「君がぼくを保護することは無む理りだ。ぼくが君を保護することも……無理だっただろう？ぼくらは本当の意味で助け合わないとならない」

「…………」

　なにも言えず、フリウは出ていくふたりを見送った。
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　ただでさえ静かな帝都の、人通りの少ない区画。空き家の中に親しくもない殺し屋とふたり──

　当然のように空間を支配する静せい寂じやくの中で、フリウはひざを抱かかえて座っていた。この空き家のどこにいたところで誰に文句を言われるわけでもなかったろうが、フリウは最初に通された元客間だったらしい殺風景な部屋にじっとしていた。床も天井も壁も、少しずつ剝はがれている綻ほころびた室内は、今はもうなくなってしまった自分の家、村にあったベスポルトの小屋と自分の部屋を思い起こさせる。

　家の造りはまったく似ていない──汚よごれているとはいえこの家には壁紙も貼はられ、広さも一家族分はきちんとある。ベスポルトが急ごしらえで建てたあの小屋は、およそまともに風雨をしのぐ役に立っていたのかどうかすら怪あやしい代しろ物ものだった。

　それでも、最も似ていたのはその静けさだった。硝しよう化かの森近くの寂さびれた村で、寡か黙もくな養よう父ふとふたりだけの小屋では、耳にするのは自分の独り言くらいだった。

「あたし……なんか変なのかな」

　独りごちる。返事を待ってもみたが、当然なにも返ってはこない。

　仕方なしに懐ふところから、水晶檻を取り出す。中に精霊が捕らえられていることを示す緑色の靄もやがかかっている。意識を集中しようとして──すぐにあきらめ、フリウは嘆息した。

「……これは駄目か。話聞こうともしないんだから、話し相手とはいえないよね」

　あきらめて、懐にもどす。と。

「フリウ・ハリスコー」

「ひやっ！」

　唐とう突とつに呼びかけられ、フリウは飛び上がった。振り向くと、部屋の入り口に殺し屋が立っている。

「話したいことがあるんだけど。いい？」

　悪気はないのだろうが、癖くせなのか、どこか脅おどしつけてくるような口調ではあった。

　とりあえず、話したい相手とは言えないものの──フリウはうなずいた。殺し屋は部屋に踏み込んでくると、それほど離れていない場所に立ち止まり、続けて聞いてきた。

「ベスポルトはあなたの父親なの？」

「う、うん。まあ本当に血がつながってるわけじゃないけど」

　フリウが肯こう定ていすると、殺し屋はわずかに視線を外した。そして、

「彼はわたしに、愛について語ったわ」

「え⁉」

　さすがに狼狽うろたえて、フリウは腰を浮かしかけた──相手に近づきたかったのか逃げ出したかったのか、自分でも分からなかったが。

「と、父さんにプロポーズされたの？　でででででもそれはちょっと、あたしなりの意見っていうのも──」

「じゃなくて」

　平静に、殺し屋は否定してきた。

「そうね。あなたに聞いても仕方ないかもね。でもあなたにも関係がある話なんじゃないかと思うから伝えるのよ。彼はわたしに、愛についての話と、賢けん者じやと愚ぐ者しやの話をした。そして御み遣つかいと名乗る相手に注意しろ……と」

「────⁉」

　先ほどにも増して驚きよう愕がくに引きつり、フリウはうめいた。

（この人も父さんも……あたしの夢の中のことなんかを知っている……？　御遣い？　御遣いってなんだっけ……）

　こちらの混乱はよそに、殺し屋はそのままあとを続ける。定さだめられた台詞せりふのように。話しかけてくるまでに、何回か練習したのかもしれない。

「ベスポルトの語った話と、御遣い──または精霊アマワと名乗る存在と、その契けい約やくと。どういう関係があるのかは分からない。それでも彼が直面し、戦いを挑いどもうとしている敵に関かかわりがあるのは間違いない。ベスポルトを追うのなら気をつけておくことね」

「……ありがとう」

　フリウは礼を口にして、腰を上げた。相手に近寄りはしなかったものの、気だけは前進して訊ねる。

「父さんは、どうしてそんなものと戦わないといけないのかな。そのせいで、あたし、捨てられた……」

　言葉の後半は弱気に紛まぎれた。声となって出る前に途と切ぎれたかもしれない。

　殺し屋は、語ることはもう口にして、立ち去ろうとしていたのだろう──身体が半分以上、出口を向いていた。彼女は無視して出ていくに違いない。フリウはそう予想し、同じくまた座り直そうときびすを返しかけた。

　が。殺し屋が足を止めた。ぼそりと……小さく、つぶやくのが耳に入る。

「余よ計けいなことを言わせてもらえば。彼は娘むすめのために戦うのだと言っていた」

「あたしのため？　でも──」

　飛びつくように、聞き返す。

　殺し屋の声の調子は変わらない。特に強く肯こう定ていするわけでも否定するわけでもない。だがそれでも、言ってくる。

　……それを疑うことは賢かしこい。信じることは愚おろか。だがどちらも同じこと」

「え？」

「それが彼の語った、愛をめぐる賢者と愚者の話。覚えておくといいんでしょうね、きっと……」

　意味が分かったとは言えない。

　彼女の語ったことを、フリウはもう一度反はん芻すうした。いや一度だけではない。何度も繰くり返して。

　何度繰り返しても……分からない。

　分からないまま顔を上げる。殺し屋の顔を見返す。彼女は決けつ然ぜんと──真まっ直すぐにこちらを見ている。フリウもまた、同じように見つめる。

　初めてこの相手の眼を見た。そうも思えた。殺し屋が口を開く。

「フリウ・ハリスコー。わたしを……わたしたちをここに誘いざなった元げん凶きようとなるものがなんなのか。その正体を、わたしは理解できていない。あなたも理解できていない。いえ、誰だれも理解できていない」

「……うん。なにも分からない」

「わたしはわたしの力が嫌きらい。わたしのことを殺人武器と呼ぶ力が大嫌い。あなたは？」

「あたしも……あたしの力は嫌い……でも」

「そう。わたしたちは、その力を使って戦うしかない。誰からも許ゆるされざる力で」

　殺し屋は口を閉とじた。

　許されざる力。自分と同種の力を持つ……もうひとりの存在。

（ミズー・ビアンカ……）

　我われ知らず。フリウは、その殺し屋の名前を胸に刻きざんでいた。







　第三章　サプライズド・エンカウンター

　　　　　　（偶発の働き）







　自分の帰き郷きようを迎むかえてくれる者はいない。それは分かっていた──分かっているからこそ、ここが安全と思った。

　安全とは、なにかを支払って得えるものだ。それはここ数か月の教きよう訓くんだった。それに気づかなければ知らないうちに支払わされることになる。それに甘あまんじることもまたひとつの選せん択たくだ。嫌いやならば注意して眼めを光らせておくしかない。見たくないものが見えようと、まぶたを開いておくしかない。

（とはいえ）

　サリオンは、うんざりとため息をついた。

（見ていたからって、なんになるんだ……そもそも、ぼくは本当にちゃんと敵の姿を見ているのか？）

　確信さえあれば意地を通すことも難むずかしくはない。だがそんなものは──

「サリオン？」

　物思いは、フリウの声で途と切ぎれた。

　少女は不思議そうにこちらを見ている。手に持った包みを差し出しながら、

「どうしたの？……これ、どうしようかって思ったんだけど」

「ああ……ファニクからの餞せん別べつだっけ？」

「うん。いい人ね、あの人」

「それは、中身によるかな」

　サリオンは笑いながらそう答えた。フリウもうなずいて、包みの梱こん包ぽうを解とき始める。丁てい寧ねいにリボンまでかけられたその包みに、なにか害を予感したというわけではない──が、疑えばこんなものでもフリウに開けさせるべきではないのだろう。

（疑うことは知恵で……それを持てば持つほど、失うものがある？）

　帝てい都とには十六歳まで暮らしていた。

　辺へん境きよう警けい衛えい兵へいとなり、生まれ育ったこの都を出た。

（帰郷、か。出ていった時と帰ってきた時で、同じものを見ているはずなのに、こんなにも見えるものが違う……それでも帰郷だ）

　窓の外を見やる。

　ここは生まれ育った場所。

　埃ほこりの積もった桟さんに手を突かないよう注意して、サリオンは身を乗り出した。

　通りには人の姿はない。ひとけのない街ではない──昼下がり、たまたま人通りの切れ目だったのだろう。ふと気づいて、サリオンは身体からだを退ひいた。誰だれもいないと見えて、誰の眼があるか分からない。

　ほんの一瞬だったが街を眺ながめることができた。記憶に残っていた空気と変わらない。狭せまい路ろ地じ、古いアパートが並ぶ下町。建物に隔へだてられた道よりも見上げる空はなお狭い。

「ここは、サリオンが昔いた家なの？」

　フリウはリボンが解ほどけなかったらしく、包装紙を乱らん雑ざつに破いている。彼女の澄すんだ瞳ひとみを──眼がん帯たいに覆おおわれていない右眼だけを──見つめ返して、サリオンは首を左右にした。

「いいや。このあたりの街は人の移動が多くてね……ひょっとしたらこのあたりに住んでいたこともあったかもしれないけど。覚えてないな」

「移動？」

　ずっと一所の村で育ったフリウには、分からなかったのかもしれない──聞き返してくる彼女に、サリオンは説明を続けた。

「帝てい都とで、週雇やとい仕事をする人たちの住むところなんだ。だから、ありついた職場にあわせてあちこち移動するのさ。うまく部屋が空あいてさえいればすぐに入居できる。こんな下町が、帝都にはいくつかあるんだよ」

「へえ……」

　包装紙が無む惨ざんに破り取られたその箱には、いまだ頑がん固こにリボンが取り憑ついている。もとは包みを飾かざっていた赤いリボンも今ではよれて開かい封ふうの邪じや魔ま者ものに落ちぶれている。

　休んでいる彼女の手から箱を受け取って、サリオンはつぶやいた。

「ただそれだけに、帝都民じゃない外来者がいると目立つ……黒こく衣いに嗅かぎ付けられたら終わりだ。君は誰にも会っちゃいけない。用事はすべてぼくに任まかせるんだ」

「でも」

　彼女の反はん駁ばくを手で制して、その手でそのまま自分のポケットを探る。サリオンが取り出したのは小型のペーパーナイフだった。刃はの後ろがやすりになっている。紐ひものようによじれたリボンは、撫なでるだけで切れた。

　蓋ふたに手を置くが、開ける前にサリオンは話を続けた。

「ベスポルトのことも、君が動いてどうこうできることじゃないだろう？」

「じゃああたし、帝都に来て父さんを捜すこともできないの？」

「それはぼくがなんとかする」

「なんとかって、どうするの？」

　困り果てたように、彼女は顔をしかめている──こちらを責めたいのだが、それもできないのだろう。叫びかけた言葉を吞のみ込み、続く声はひどく弱々しい。

「……やっぱり爺じいちゃんを置いてきちゃいけなかったんじゃないかな」

「フリウ。ひとつ忘れてるみたいだけど、ぼくはなんだったっけ」

「え？　サリオンはサリオンでしょ？」

　驚いたように言ってくるフリウに、サリオンは苦笑した。

「ぼくはぼくだけどね。じゃあ、ぼくはなんだったんだろう」

「んー？」

　本格的に考え込んで首を傾かしげるフリウが思い出すまでには、それなりの時間を要した。その間に箱の蓋ふたを開ける。

　中に入っていたのは子供用の運うん動どう靴ぐつだった。フリウにすら小さすぎる。

「……なに考えてるんだろ、あの人」

「さあね」

　サリオンは靴を片方取り出して、それを裏返した。靴の中から小さな塊かたまりが落ちる。細糸で堅かたく縛しばられた──紙し幣へいだった。

「帝都で使われる、帝都金きん券けん。とりあえず気は利きいているみたいだ」

「でも、利きすぎて意味ないよね……普通に渡わたせばいいのに」

「でもこれで助かった。実際、どうしようかと思ってたところなんだ」

　と、それで思い出したように、フリウが声をあげる。

「どうしようか……って、あ！　だから父さんのことどうすればいいの？」

「じゃあこう考えようか。いなくなった人を捜すのなら、まずどうする？」

「う……ん？」

　見当がつかないのかフリウが言葉に詰まる。

　サリオンは靴を箱にもどして手近なテーブルの上に置くと、言い直した。

「誰に頼ればいいと思う？」

「警けい察さつ！」

　彼女は即そく答とうし──そしてさらに表情を明るくした。

「そうか！　そのお金で、警けい衛えい兵へいの人とか雇やとえばいいんだね！」

「…………」

　なにも言えずに、サリオンは額ひたいを押さえてまぶたを閉じた。




「別にね。頼りにならないって言ってるわけじゃないのよ」

　静かなアパートにひとり残って、フリウはつぶやいた。いや、ひとりではない。空からになった水すい晶しよう檻おりを床に置き、指で転がす。

　彼女の目の前を、青い羽をいい加か減げんに振りながら──どうしてそれで飛べるのか今さらながらフリウは疑問に思ったが──、人じん精せい霊れいが浮いている。スィリーは真正面からきっぱりと言ってきた。

「そうか？　確信を持って頼りないと断言するが。そうだ。すかさず賭かけよう全ぜん財ざい産さん。俺おれって財テク」

「それはそれとして……」

「やっぱり乗らねぇじゃねっか。金を賭けてみたら人の本心はこんなところに転がってたようだ」

「それはそれとして！」

　手のひらで床を叩たたいて話の向きを変えようと試こころみる。が──

　彼女は自らそれに失敗してしまった。

「でもね、サリオンてばひとりで出かけちゃったけど──ええとなんだったっけ。情報くれる人」

「情報屋？」
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「なんか違うかもしれないけど、まあそんなのだよね。それ探しに行くって言ってたけど、大丈夫なのかな。すごく心配なのよね」

「頼りないからな」

「頼りなくないってば」

「頼りないのだが。まあ人生はなににもすがらないでも生きていけるが、すがるものがないのもつまらんからな」

「もー」

　反論することに疲つかれて、フリウは嘆たん息そくした。

「サリオンの言ってることも分かるんだけどさ。やっぱりこんなの、助け合ってるって言わないと思うのよね」

「そんなら、どんなのが助け合ってるってんだ？」

「分かんないけどさ」

　声に出してから、それは自分で口走った以上に難なん解かいなことだと気づく。

「……さっぱり分かんないけどさ」

　言い直してそれが相応ふさわしいというほど単純なものでもなかったが、それでも落ち着いてフリウは顔を上げた。

「あたしもなんかしなくちゃ。せっかくここまで……来たのに」

「確かに、土産みやげも買わずに帰る輩やからは、俗ぞく物ぶつ観光を嘲ちよう笑しようしているつもりで土産に嗤わらわれているものと気づくべきだ」

「買わないけどさ。お土産買うにもお金もないし。ここじゃ、辺へん境きようのお金は使えないんだって」

「じゃああれで決まりだな。文化財の壁かべに名前を彫ほる儀ぎ式しきだ」

「しないし。でもしたくても、文化財がどこにあるのかも分からないのよね。人に聞いてみたら分かるかな」

「……だんだんしたくなってきてるな？」

「ないわよ」

　憂ゆう鬱うつに、あくびする。

　窓はカーテンで閉ざされている──サリオンが出がけにそうしていったのだ。あらゆる種類のノックにも答える必要はないと彼は言った。戸には鍵かぎをかけ、決して扉に近づかないようにとも言い置いていった。まるで鍵かぎ穴あなから覗のぞかれることすら警けい戒かいしているようでもあった。

　馬ば鹿か馬鹿しい。とも思い切れないのが現状であるということも分かっている。

「にしてもこれじゃ、ほとんど監かん禁きんと変わらないわよね？」

「違いはあるぞ」

「どんなの？」

　思わぬところで否定され、瞬まばたきして聞き返す。人精霊は変わらないしたり顔で自信満々に答えてきた。

「扉は内側からしか鍵がかかってないし、今のところ当人もまだ洗せん脳のうされてない」

「そんなの……勝手に出てくわけないじゃない。サリオンと約束したんだし」

「ところで俺はそろそろソーシャルワークの時間で──」

「ないでしょ。あんた外に出てくつもりなら、また水晶檻に閉とじこめるわよ」

　転がしていた水晶檻を手にとって、フリウは人精霊を睨にらみつけた。こんな脅おどしをしたところでスィリーが聞き分けるとも思えなかったが。

　だがスィリーの反応は、予想したものとも多少違っていた。じっとこちらを見て、腕うで組ぐみしてうなずいてみせる。

「そうか。人は変わるのだぁな」

「……なにが？」

「以前はだ。精霊を水晶檻に監禁するのもいけないかなぁなどと殊しゆ勝しようなことを言っていた小娘も、今ではいたいけな精霊を恫どう喝かつするようにすらなったとさ」

「な、なによそれ」

　フリウは口を尖とがらせて──だが、持っていた水晶檻は床に置いた。

「……考え方とかが変わるのは仕方ないじゃない。あたしはもう精霊使いなんだもの」

「なにが変わったのかよくは分からんが。人生は諦てい観かんの積み重ねで、それを積めない奴やつは大たい抵てい人生が終わっちまう」

　ぶつぶつとつぶやく人精霊に、フリウは続けた。

「それにあんた、外に出たらまた動物に食べられるわよ」

「断だんじて外出しないことを誓ちかった」

　スィリーが手を挙げてそれらしい仕草をする。

　誓い。約束……

　人精霊の言っていることなど気にしても意味がない。それでもフリウは、思い浮かべずにいられなかった。約束などあてにならない。そもそも、破らなかった、破られなかった約束などあったのだろうか。

　子供の頃に買ってもらった飴あめ玉だまは一日一個という約束だった。だが実際には二個ずつ、ひどい時には三個ずつ食べていた。

　硝しよう化かの森では父の指示に従したがう。一言の反論もなく必ず従う。そういう約束で狩かりに連れて行ってもらった。父が狩りに行っている間ひとりで村に残るくらいならば、どんな約束でも守れると確信していた。だが森に入って最初の日暮れまでには、そんな誓いもすっかり忘れ去っていた。

　洗せん濯たくは彼女の役目だった。女の子なのだから身なりは清せい潔けつにしていなさい──父はそんなところだけは妙みように潔けつ癖ぺきだった。とりあえず約束は守り、自分のものはこまめに洗っていたが、真冬の凍こごえる日などに、洗うのが手間になる大サイズの父の服などは手を抜くことがたびたびあった。

　ほかにも、いくらでもある。約束と、その結末。フリウは左眼の眼帯に、そっと触ふれた。

決して解いてはならない封ふう印いん。開くことはないと約束した左眼。

　透とう明めいに澄すんでいく心。水すい晶しよう眼がんのことを思うと、それを感じた。精霊使いになるということは、この封印を武器として使うということに外ほかならない。

「罪ざい悪あく感かん……なのかな」

　フリウは独ひとり言のつもりだったのだが、人精霊が口を挟む機会を見逃すはずはない。すぐさま反応してきた。

「ん？　なんだ？　反省したふりは大事だぞ。だって反省しているように見えるからな」

　手を伸ばして、人精霊を叩たたこうとしたのだがとどかない──とどかない位置を意図して保たもっているのだろう。そんなスィリーに腹を立てながら、フリウは告げた。

「ひとつ約束を破るごとに、なにか感覚が磨すり減っていくような気がするのよ。それまで当然のように考えていたことが、ちょっとずつ減ってくみたいな……」

「それなら心当たりがあるぞ。俺の仲間なんだが、ボンドーリという奴やつだった。奴は必ず左足から歩き出す。それが誓いだったらしい。俺は言ってやった。別に右足から歩いてもいいじゃねぇかと」

　スィリーは一気にそう語り、感かん慨がい深げに息をついてみせた。

「奴は答えた。どんなにつまらないことに見えたとしても、それをするということは、それをしないということより常つねに難しいのだと。思えば奴は誰よりも偉い大だいな人生を生きたのかもしれん。奴がうっかり右足から歩き出すのをいつか見たいという連中が、奴の後を列をなしてぞろぞろついていく姿は圧あつ巻かんだった。奴はスターだった」

「なんかわけが分かんないけど」

　嘆たん息そくして、フリウは床に寝ころんだ──ベッドに寝てもいいのだろうが、ここはしばらく空き部屋だったのか、寝台にはシーツも毛布もなく埃ほこりだらけで床と大差ない。

　眠るつもりはなかった。ただ身体を楽にしたかった。考えてみれば昨日、帝都を前に眠って以来、徹てつ夜やで走り続けて睡すい眠みんも取っていない。

（余よ計けいなことしてないで、休んだほうがいいんだろうね。サリオンは寝ないで外に出て、大丈夫なのかな……）

　今日は二日目だ……

　明日は三日目……

　明後日は四日目──この日までにはひとりが死んでいる──そしてこの日にもうひとり──

「……えっ？」

　気を抜いて、すぐに眠りかけていたらしい。その夢うつつでなにかを思い出そうとしていた。だが、不意に目覚めてそれも霧む散さんする。

「あたし、なにか寝言とか言ってた？」

　適当に部屋を飛んでいるスィリーに訊たずねる。人精霊は上下逆さに浮ふ揚ようした状態で動きを止めた。

「ん？　今のが寝言じゃねえのか？」

「ええと……」

　説明しようにも、自分でもなにも分からない。手て振ぶりだけが虚むなしく空くうを切り、フリウは起き上がって頭を抱かかえた。眠ねむ気けはある──あるのだが。

「なんか、眠るのも無理みたい。頭ずきずきする。風か邪ぜかな」

「無理と言うのは簡単だが、言ってる奴はまず間違いなく正しい。無理だと言ってる奴にできるわけがないからな」

「なんか焚たき付けてるの？　そりゃ、あたしだってどうにかしたいことは山ほどあるけど、できることとできないことがあるの！　サリオンとの約束は破りたくないし──」

　いい加減腹に据すえかねて、フリウは息を荒あららげた。

「どっちみち、街を歩き回ってるだけで父さんを捜せるわけないし……あーあ、やっぱりあのファニクって人、気が利いてたんだわ。あたしのプレゼントだったんだから、あたしがあの箱開ければ良かったんだ。あのお金があれば、サリオンとは別行動であたしも父さん捜せるよね」

「そうか？」

「捜せるわよ。捜してくれる人を雇えばいいんでしょ。それに早く捜し出せれば、早くここから出ていけるわけだし、これはみんなのためでもあるのよ」

　と。床に置かれた箱が目に留まる。中に入っているのは靴。

　靴……

　サリオンが中から紙幣を取り出したのは、確か左の靴だった。

（もしかして……）

　ふと思いついてフリウは、右の靴を箱から取った。中を探さぐると、指に触れるものがある。

　心臓が、跳はねるのを感じる。

　靴を振る。中から出てきたのは、やはり紙幣の束だった。横から覗き込んできていたスィリーが物もの珍めずらしげな声をあげる。

「ほう。面おも白しろそうな紙だな」

「そ……そうかなぁ」

　目当てのものが見つかったはずなのだが。

　自分でも分からずフリウは、苦笑いを浮かべていた。




「……つまりミズー・ビアンカは完全に敵対した？」

　リス・オニキスが問いかけると、小男は何度もうなずいてみせた──そうすることがなによりも大事であるかのように。かすれ声で答えてくる。

「ああ。あの女は姿をくらました。ひでぇ奴だ。俺おれたちは裏切り者を許ゆるさない」

「そうだろうな」

　そうして許さないだけでなにもできないのだろうさ。帝都の力を許せないまま、ここに数十年閉とじこもっていたように、これからも……後半は声には出さずつぶやく。

　小男の話が終わったことを確認して、リスは顔を上げた。リス自身も大柄とは言えないが、話しているこの男も大差はない。垢あかで黒ずんだ顔は子供のようだが、老ふけ込んだしわは自分などより遥はるかに年寄りに見えるのではないか──そうとすら思う。

　その男から視線を離せるのはありがたかった。とはいえこの地下室のどこを見れば、ましなものが見られるというのか？　リスは苦笑した。灯あかりを節約するため常に暗い地下。天てん井じようの出口からわずかにのぞいた細い光。腐ふ臭しゆう。特にこの男たちが寝ね床どこに使う毛布の悪臭は、慣れていても耐たえ難がたい。

（それでも、使えるものを使うしかない……分別のない小娘だろうと、煮にえ切らない若わか造ぞうであろうと）

　リスはまた別の相手に話しかけた。

「例の娘と男が、ミズー・ビアンカの手引きで帝都に入ったことも間違いないな？」

「あ、ああ……隠かくれていた仲間が見ていた」

　今この地下室には、リスを含めて男が六人、女が一人いる。彼をこの帝都に侵入させる手助けをしてくれた影かげ人びとたちだった。その誰に話しかけて、違う答えが返ってくることを期待したわけではない──彼らは遠い昔に思考を停止させた者たちだった。

　眉まゆを上げ、リスは訊たずねた。

「見ていたなら、どうして阻そ止ししなかったのだ？」

「あ、あの女……手て強ごわい。それに……取り決めでは……な、なにに優先してでも、あの娘を帝都に入れることが大事だと……だ、だから俺は、そっちを優先することに……」

「ふん、なるほど。確かにな。神秘調査会らしい指示だ」

　暗くら闇やみの中で、リスは拳こぶしを握りしめた。様々な憶おく測そくが胸の中を駆かけめぐる。ミズー・ビアンカはどういうつもりなのか？　あの女と神秘調査会が決別したというのは噓うそなのか？　これはいかにも、あの組織が仕組みそうな計略ではないか──

（いや）

　思い直して、うめく。

（神秘調査会の命令なら、ミズー・ビアンカにわしを殺させただろう。あの殺し屋がわしを殺さなかったのは……慈じ悲ひ？　まさかな。洟はなもひっかけんかったか、ふん）

　我知らず、胸の中心、心臓の上を手でさする。感じた悪お寒かんを振り切るようにリスは皮肉を強めた。

「なんにしろわしらは大敵の目の前で、その喉のど元もとに突き立てる剣を無ぶ様ざまに落っことしたわけだ。おまけにそれを拾おうにも手元も定まっていない」

「俺たちは馬鹿じゃない。お、お前といっしょにするな」

　と──

　最初の男だった。リスが無視していると、男はそれに憤ふん慨がいしたのだろう。一気にまくし立ててきた。

「お、俺たちは最後の指示を……わ、忘れていない！」

「ベスポルトの行方ゆくえだな？　どうなのだ？」

　リスはまぶたを半分閉じてその眼光を男に向けた。小男は息を吞んだようだが、それで言葉を途切れさせるわけでもない。

　だが、勢いは失われていた。

「て……帝都にいる……間違いない」

「頼もしいことだ」

　リスは席を立った──この地下室にただひとつだけある椅い子すを使っていたのだが。蹴けりながら立ったため、その椅子が倒れた。脚あしが折れたのかもしれない。どのみち知ったことではなかった。

「だが……お前たちが正しいな。確かに鍵はベスポルトだ。奴を押さえれば、自動的にフリウ・ハリスコーも釣つれる」

　ベスポルトならば、この帝都で迂う闊かつなことはしないだろう──が。

　忘れかけていた少女の顔を思い出す。マリオ・インディーゴ。三日に一回は失しつ態たいを見せるあの娘ならば、丹念に調べていけば必ず捕つかまえられる。

（……もうとっくに黒衣に殺されていなければ、だがな）

　それは、存ぞん外がいに難むずかしい前提なのかもしれなかった。




「ひきっ……！」

　横おう隔かく膜まくを痙けい攣れんさせるような音を吐はき出して、その男は身体をふたつ折りに倒れた。一瞬前に、同じ音を立てて倒れた同どう僚りようの身体に、重なるように。

　ふたりとも目を覚まして、なにごとが起こったのかひどく悩むことだろう──ベスポルトは髭ひげの中でつぶやいた。ただ一言。

「すまんな」

　それは夜や気きの中に声となって漏もれることもなく、呼こ吸きゆうに紛まぎれるだけで散っていった。自分以外、聞くこともないつぶやき。そんなものに構かまっている時間もない。ベスポルトは立ち止まらなかった──背後から一いち撃げきで昏こん倒とうした相手をまたいで、進んでいく。

　人じん工こう林りんの最さい外がい縁えんを巡じゆん回かいする帝てい国こく兵へいは、若い者が多い。振り返ったわけではないが、自分が今倒してきた若者たちの様子を思い浮かべてベスポルトは罪悪感を覚えた。まだ着慣れていない軍服に包まれて、退たい屈くつな夜の見張りに油ゆ断だんしていた若い兵士。この巡回の重要性を考えれば、あのような武官ですらない平ひら騎き士しを配置するのは不ふ釣つり合いだと言える。だが伝統的に、この帝てい宮きゆう外縁の見張り番に就つくのは若手の兵だった。

（わたしがここで捕まれば、あの若者、責を問われるだろうな）

　胸から響ひびく罪悪感に言い訳するように、ベスポルトは独り言を続けた。

（少なくともひどく落ち込むだろう。栄光ある帝国兵が侵入者を防ふせげないなど、あり得ないことだと彼らは思っている）

　動かない左腕が邪じや魔まにならないように右手で押さえながら、ベスポルトは走り続けた。森の中、身を屈かがめ、足音を立てずに闇やみを搔かき分けて行く。途と中ちゆう一度だけ空を見上げた。曇くもっている。進むに都合よく、逃げるに都合よい。

　もっとも──

（そう深くまで進むことはできんな）

　ベスポルトは自分に言い聞かせた。

（帝宮には黒こく衣いがいる）

　予想通り、森の闇は深い。それは自分の身を隠かくしてくれるだけではなく、行く先の暗さでもあった。森の先を見通しても光はない。帝国兵といえどこの森の外縁までしか入ることは許されておらず、その先は、帝ていと黒衣だけが守る城──帝宮がある。

　八年前、自分が一度だけ訪おとずれた邸てい宅たくを思い浮かべ、ベスポルトは苦笑した。

（違う。あの館やかたは焼け落ちたのだから。新たな帝宮が建っているはずだ）

　頭の中に地図を描き、人工林の広さを想像する。どこまで進むことができるのか。帝宮に近づきすぎれば黒衣に察さつ知ちされる。

（それは敗北を意味する）

　黒衣に勝つ方法はない。だから帝は、黒衣だけに身辺を守らせる。

　ベスポルトは歩調を安定させるために、雑念を消した。木々と闇、冷たい空気と土の湿しめり気けの隙すき間まを、ひたすら無心で駆け抜ける。

　林の隙間を探さぐっていくたびに、身体にも隙間ができていく。風が通り抜け、砂がこぼれゆく澄み切った空くう隙げき。意識と五感も解放され、波は紋もんのように広がっていくのを感じていた。と、ふと武人としての到達が、その澄んだ世界の中に澱よどみを──背後に生じた鋭するどい気け配はいを察知する。

　体勢を崩くずさず、ベスポルトは身体を横にずらした。彼が走っていた地面に、重いものが突き刺さる音が響く。闇夜に投じられたその凶器が投剣だったのか矢だったのか。それは重要なことではない。彼は足を止めた。敵の狙ねらいは正確だった。走り続けていればいずれ狙そ撃げきに成功される。

　追っ手が何者であれ、ここで戦って倒さなければ、進むことも逃げることもできない。

　覚かく悟ごを決めてベスポルトは拳こぶしを固めた。右腕だけで構える。最も近い物もの陰かげを探り、時間をかけずに左右を一いち瞥べつした。

（左に三歩。身体を隠せる木がある。攻撃は右からだった。使える）

　あとは、襲撃者の隙を待つだけだった。次撃があればそれをかわして遮しや蔽へい物ぶつの陰に逃げ込む。

（黒衣……ではないな。黒衣の気配はわたしには読めない）

　ベスポルトは呼こ吸きゆうを緩ゆるめた。止めることはないが、それと大差ないほどに呼気の循環を遅くする。自らの呼吸音すら、機を捉とらえるのには邪じや魔まになる。

　焦あせる必要はない……待てばいい……

　足音が聞こえた。

　ベスポルトは跳とべなかった──意に反して身体が硬こう直ちよくした。違い和わ感かんの正体はすぐに理解できた。足音は左から聞こえてきたのだ。

（複数いた……⁉）

　迂う闊かつというのも馬ば鹿からしいほど大げさな足音だった。こちらに聞かせようとしたとしか思えない。

（混乱させるための囮おとりか？　攻撃が来る──どちらから？）

　だが、研とぎ澄ました耳に入ってきたのは攻撃の気配ではなかった。

「とうとう帰ってきたか……ベスポルト・シックルド打だ撃げき騎士」

「その声……」

　ベスポルトは低く囁ささやくと、厚着した服の下から大振りのナイフを抜いた──もしもの時に備そなえ調達した武器だった。もしもの時、つまりは、殺すべき相手と偶ぐう然ぜん出くわした時のための……

　暗闇の中に、相手の姿が浮かび上がる。光が当たったわけでもない。極きよく端たんに近づいてきたわけでもあるまい。中年の男の姿。古風なボウガンをあまり気の入らない様子で抱かかえている。構えるどころか弦げんを引いてすらいなかった。あとは丸まる腰ごしだった。

　護ご衛えいの姿もない。無む論ろん、背後に従える無敵の軍勢もここにはいない。その男を守るためだけに在る八人の軍属精霊使いも、物言わぬ黒衣も、誰もいない。

　その男は笑っていた。待ちわびていたような凄せい絶ぜつな笑みだった。

「八年間……かかったな。質問の答えは変わってはいないぞ、ベスポルト……」

「……お前は」

　飛び出しかけた足とナイフの先端を制止し、ベスポルトは顔をしかめた。その男はどう見ても、帝ていだった──八年が経たち風ふう貌ぼうも変わったが見間違うはずもない。

（だが……帝ではない。違う）

「お前は、精霊……アマワか」

　問いかけながら声が震える。帝の姿を模もしたその存在は、その場にボウガンを落とした……まるで幻げん影えいのように木製の武器が地中に消える。

　精霊アマワは、笑みを消さないまま浅くうなずいてみせた。なるたけ笑みをこちらに見せつけたいのか顔の向きは変えない。

「そうだ。契約者ベスポルト……わたしはお前を待っていた。お前が来るのを、本当に、心から待っていたのだ……」

「何な故ぜそんな姿を模す？　八年前のような姿を見せればいい」

　ベスポルトは短剣を鞘さやにもどした。質問の答えは気にしていなかった──聞くふりをしながら周囲の様子を探る。

　が、やはり答えは耳に入ってきた。アマワは辞じ儀ぎのごとく自分の胸を示すと、皮肉に満足したのか哄こう笑しようした。

「十二歳の娘に滅ほろぼされかけた姿をか？」

　笑い声に神経を逆さか撫なでされ、ベスポルトは服の下で汗が噴ふき出るのを感じていた──感情だけではない。どんな小さな異変、物音でも、黒衣は聞き咎とがめる……

（いや）

　逆らおうとする感情を、ベスポルトは理性で律した。

（違うのだ。この怪物に関かかわっているのなら、そんなことは考えても意味がない……奴が望んでいる限り、どんな偶然が起ころうと黒衣は気づかない。あるいは、必ず気づく……）

　溜たまった息を吐はき出して、彼はうめいた。

「人間並みの感情を持っているふりなどするな。貴き様さまに恥はじなどあるまい。見み栄えもあるまい。

それに実際、お前は長い間、勝ち続けてきたのだから……」

「お前はもっと利り口こうかと思っていたぞ、契約者よ」

　アマワの顔が別人のものに変じる──いや、変じたと思わせるほどの変化だったが、顔かたちは帝のものを模したままだった。変わったのは表情だった。冷たく、射い抜ぬくような視線を投げてくる。

「わたしは御み遣つかいだ。これは御遣いの言葉だ。契約がある限り誰も勝ってはいないのだ。お前たちにとっての勝利、わたしにとっての勝利……それはゲームではない。共栄する道もある。今の状態がそうだ」

「断ことわる」

　ベスポルトは即答した。汗はすぐに引いたが呼吸が荒くなっていく。だがそれを気け取どられないように──敵とは違い、彼には恥も見栄もあった──強く告げる。

「わたしには守るべきものがある。八年前にはなかったものだ」

「わたしは御遣いだ。当然、守るべきものがわたしにもある」

「単に愚ぐ直ちよくであり、かつ最も賢かしこい言葉が貴様を滅ほろぼす！　わたしは信じている……人はそこに達することができる。心がそこに到とう達たつする。必ずそこに！」

　一息で叫ぶと、彼はきびすを返した。これ以上アマワと対たい峙じしていれば、必要以上のものを気取られてしまう。そんな危機感がそうさせた。敵に背を向け、つぶやく。

「……貴様に邪魔をされるとは思わなかった。だが──」

「馬鹿を言うな？　契約者よ。今日のお前の目的はなんだった？　契約者ベッサーリ・キューブネルラ帝を殺害することか？　それが不可能と分からぬお前ではないだろう……お前はわたしに会うためにここに忍しのんできたのだ。そうだろう？」

「…………」

　ベスポルトは答えなかった。代わりに、訊ねた──

「あの時の質問の答えは変わっていないと、そう言ったな」

「変わってはいない」

「……我々は、お前を失望させることができるか？」

「できる」

　アマワの声は再び笑った。

「契約者ベスポルトよ。お前だけが我が好敵手だ……」

　その言葉を聞いて振り向いてしまった理由は──

　ベスポルト自身にも理解できなかった。どうして相手の顔を見ようとしたのか。

　だが、見やったその場所にアマワの姿はもうなかった。

　彼は、ようやく落ち着いて深しん呼こ吸きゆうした。顔を上げ、また無心となって来た道を駆けもどる。あの見張りの兵士たちが意識を回復する前に人工林から逃げなければならなかった。







　第四章　マーチング・イントルーダー

　　　　　　（囁く者の壁）







「約束を守るってのがどういうことか、小こ娘むすめには分かってるのかね」

　頭の上から聞こえてくるつぶやきをフリウは無む視しした。あえて応おうじなかったが、否ひ定ていもしなかった──後ろ暗さはとうに通り過すぎ、後こう悔かいすら覚えている。が、それを自覚しても認めることはさらに難しい。

　無ぶ遠えん慮りよな人じん精せい霊れいは、そういったこちらの都つ合ごうなどまるきり無視して続けてくる。

「つまりはだ。約束を守ってる奴やつは、他人が自分と同じように約束を守ってくれるかどうか心配しながら生きていく。約束を破る奴は、他人も自分との約束を守りゃしないと落らく胆たんしながら生きていく。してみると、約束ってのはなんのためにするんだろな」

「……守らないといけないから約束するんでしょ」

　口を尖とがらせ、小さく囁ささやく。スィリーの耳に入って欲しかったのかそうでなかったのか、自分でも分からないほど小声で。

　だが人精霊はあっさりと聞き取っていた。

「なるほど。つまりゃ、破っちまったもんはもう約束でもなんでもないんだぁな。なら破ったって問題ない。小娘見事な自じ己こ弁べん護ごだ。冴さえてるな」

「もう黙だまっててよ」

　襟えり元もとからわずかに出ている人精霊の頭をマントの奥に手で押しもどしながら、フリウは毒づいた。つい同情して水すい晶しよう檻おりに閉じこめずに連れてきてしまったことを悔くやむが、もう遅おそい。

「それにちゃんと、理由だってあるもの。サリオン、あれから一ひと晩ばん待っても帰ってこなかったんだから、なにかあったに決まってるじゃない」

　不ふ機き嫌げんに、続ける。苛いら立だちを覚えていた。

　影かげ人びと──だかなんだか知らないが、彼らの黒マントにすっぽりくるまれて歩きにくいことまでが、ことごとく腹立たしい。おまけにろくに洗せん濯たくもされていないのか、微び妙みように気き障ざわりな臭においが鼻をひくつかせた。

　被かぶっているフードの下から朝日を見上げる。帝てい都との街を歩くことがどれだけ危険なことなのか──サリオンが強調したほどには差し迫せまった危機を感じられない柔やわらかな日差しではある。すれ違う帝都の民たみらは、フリウの格かつ好こうを見ると自然に距きよ離りを開け、遠ざかっていく。露ろ骨こつに避よけるのではない。ただ視界に入れないよう、条件的に躾しつけられているかのようにも見える。

（ここの人たちは、約束を守ってるんだ）

　ふと、フリウは思いつきを口にした。

（その約束のおかげで、あたしはこの街を歩ける。約束ってそういうことかな）

　懐ふところに握りしめているのは人精霊の身体からだだけではない。手に入れた帝都金券の束たば。少なからぬ金額の紙し幣へいを丸めて、摑つかんでいる。手のひらの汗を吸って紙が少しずつ溶けていくのも感じていたが、それをポケットに入れてほうっておく気にはどうしてもなれなかった。

「それにしてもサリオン、どこにいるのかな。この下町で人を捜すって言ってたよね」

　顔をしかめて、フリウはこっそりあたりを見回した。帝都の労働者層が暮らすというこの界かい隈わいは、今まで目にした帝都一般の街並みに比べれば粗そ末まつなものだった。基本的に建物は二階建てで、一階を店てん舗ぽ、二階をアパートにしているものが多い──というよりそうでない建物がない。

　店舗は大半が食堂や酒場だが、どの店にも屋号などないため正体不明のものもよく見かける。窓まど際ぎわを花や蔦つたで溢あふれさせている白い壁の店舗を見つけ、花屋かと思って立ち止まれば、どうやら入り口は固く閉ざされているらしかった。窓の花も、飾られているというより中を覗のぞかせないために並べてあるようにも見える。

　不意にそれがなんの店なのか気づいて、フリウは慌あわててその前を通り過ぎた。

（ああいうとこにいるってことはないよね）

　自分の考えにさらに困こん惑わくして、汗の量を増やす。

（な、ないとも言えないのかな。お金持ってたし……どうなんだろ）

「おい、小娘」

「ひゃっ？」

　思わず声をあげそうになって、フリウは口を押さえた。自分の胸元を睨にらみつけ、うめく。

「なによ急に。黙だまっててって言ったでしょ」

　が、人精霊はむしろこちらを責せめるように言ってきた。

「いや、だが、さっきから思ってたんだが、うるさいぞ」

「なにもしゃべってないでしょ」

　わけが分からずに答える。表情を変えずにいるスィリーを見つめて、それほど待つ必要もなく──

　大きな音を立てて、フリウの腹が鳴った。

「…………」

　しばし黙もくしていたのは恥はじらいを感じたからではなく、ただ虚むなしかったからだった。うなだれてつぶやく。

「……仕し方かたないでしょ。昨日からなんにも食べてないし」

「なら食え。小娘、こういった轟ごう音おんが小さい者にどれだけ苦痛を与えるものなのか知っとらんだろ」

「轟音じゃないもの」

　反論するが、人精霊の言うことにも一理あるのは認めていた──というより、もとより空腹に堪こらえきれずにあの部屋から出てきたのだ。とはいえ、

（この影かげ人びととかいう人たちの格好でお店入るのはまずいよね）

　途と方ほうに暮れて、フリウは一番近い食堂を恨うらめしく見つめた。まだ時刻は昼前だが、支し度たくの芳ほう香こうがあちこちから漂ただよってきている。

（この格好をしてる人たちは、どこで食べるんだろ。そういうお店とかが、たぶんきちんと決まってるんだよね。約束として……）

　それを探さなければならない。

　だがかなりの時間このあたりを歩き回っているのだが、自分と同じ格好をしている通行人を見かけることもなかった。

「あの影かげ街まちとかいうのにもどらないといけないのかな」

　うろ覚えに思い浮かべたあの区く画かくで、やはりこのような黒マントで身体を隠した人間を見たわけでもないが。短時間しかいなかったのだから、たまたま見かけなかっただけかもしれない。もっとも帰り道の標ひよう識しきもなく、しっかりとあの風景を覚えてもいない。さらには殺し屋の言っていたことをおぼろげに思い出す。このマントの持ち主を手ひどく殴なぐったミズーといっしょに、フリウはこの帝都に入ったのだった──影人とやらにはかなり恨うらまれているに違いない。

（別にあたしがやったわけじゃないんだけど……たぶんそう言っても聞いてくれないだろうね）

　あの連中だけではない。

　それと同じ場所に置いていくことになった老人の表情が脳のう裏りをよぎった。

（爺じいちゃん、あたしのこと捜してるのかな。まあ、そうだよね。どうしてか知らないけどあたしのこと帝都に連れて来るために、ずっと面めん倒どう見てくれてたわけだし……最後に裏切るなんて、やっぱり恩知らずなことしたよね、あたしたち）

　何な故ぜなのか。

　眼がん帯たいに隠れていない右眼だけを細めて、フリウは初めて疑問に感じたように考え込んだ。今までも、思わなかったわけではない──が、間近にいるのだからそのうち話してくれるだろうと、聞こうとはしなかった。

（爺ちゃんは、あたしを精霊使いにしたかった。帝都へ来ることを望んだのはあたし……父さんがいるって聞いたから。でも爺ちゃんも、それとは関係なくあたしを帝都に連れてきたかったみたいだった）

　それは何故なのか。

　理由はあるはずだった。まったく見当がつかなくとも。自分を精霊使いにしたことと、帝都へと導いたことには関係があるのだろう。

（帝都……精霊使い……精霊……）

　アマワ。

「え？」

　フリウは足を止めた。

　自分が胸中でつぶやいたのではない──その確信はあった。誰だれかが耳元で、いやあるいはもっと近くで囁ささやいた。そう聞こえた。

（精霊……アマワ）

　何者かがその名前を告げ口したのか。

　それとも、名乗ったのか。

　どちらかは分からない。ただ身み震ぶるいして、フリウは胸元に言葉を落とした。

「ねえねえ、あんた服の下に入ってよ」

「む？　なんでだ小娘。どうして俺をより古い地層へと埋うめようとする。確かに人生に過か誤ごを残す連中は必ず警察犬を恐おそれるが」

「いやどうでもいいけど」

　適当に言葉を濁にごしてフリウは、見つけた物もの陰かげに忍しのび込んだ。食堂の勝手口へと続く狭せまい通路で、柱が張り出しているために表からは見えない。そこへ入ると、手早くマントを脱ぬぎ捨てる。

「なんだなんだ。説明を求めるぞ」

　服の内側に潜もぐり込んで窮きゆう屈くつそうに聞いてくるスィリーに、フリウは嘆たん息そくした。見回すとブロック塀べいの足あし下もとに隙すき間まを発見して、そこに丸めたマントを押し込みながら答える。

「こんな格好してたらどこの店にも入れないもの。ちょっとなにか食べる間だけ」

　握っていた紙し幣へいの束から適当な枚数だけを抜き取り、残りは意を決してズボンのポケットにしまう。

「なるほど」

　人精霊は納なつ得とくしたようで、さらにむしろ感心の声こわ音ねすらあげてみせた。

「約束ってのは塀と一いつ緒しよだな。一個崩くずれると、あとはぼろぼろと」

「一個くらいブロック抜けたって、壊れちゃいないじゃない」

　それこそ丁ちよう度どよくそこにある塀を軽く叩たたいて、フリウは肩をすくめた。表に出る前に、いったん立ち止まってあたりを見回す──特に見み咎とがめられることもなく、マント一枚脱ぎ捨てた程度で世界のなにが変わるわけでもない。それでも顔を隠さずに通りに一歩出ればたちまち千人だか一万人だかの黒こく衣いに取り囲まれる妄もう想そうも浮かんだが、数秒後の現実がそれを否定した。

「うん。まあ、さっさと食べちゃおう」

　つぶやく。

　フリウは初めて素す顔がおで帝都に触れた。

　変わらず涼すずやかな風が吹き、敵などもいない帝都。それだけだった。




　彼女を見咎めた者はいなかった。

　眼帯をした少女が通りを横切り、看かん板ばんのない食堂へと入っていったとしても、帝都民は誰も気づかなかった。

　そして同様に、彼女が姿を現した物もの陰かげの前を通り過ぎようとする通行人がいたとしても、あえてそれに気づくことはなかった。

「さて、フリウ・ハリスコー……」

　その通行人が男か女か。それを気にした者もいない。

　それのつぶやきを聞く者もいない。それの言葉は、常に無視される──

「わたしは約束した。君と約束した。今日のうちに死ぬ者がいると」

　声が小さな風となって、帝都上空の大いなる大気のうねりの前に消えていく。

「大人たちの大半は、八年経たっても賢かしこくなれなかったようだ。いや、愚おろかになれなかったのか？　君は今日のうちに、そのどちらかにならなければならない」

　囁きそのものが闇やみに消え、さらにはその存在そのものも、声よりも容易にかすれて去っていく。

「さて、フリウ・ハリスコー……約束を守るということがどういうことか。君は理解しているのか？」

　そのつぶやきだけを残して、それは通路に入ることなく通りを進んでいった。




「……ない！」

　息を引きつらせ、フリウは悲鳴をあげた。信じられずに顔を上げるが、場所に間違いはない──つい数分前にマントを隠した塀の隙間。なにも残っていないその空間に、彼女は手を突っ込んだ。だが当然、触れるものはなにもない。

「置き引きか？　なくならないのは根のついたものか紐ひもでくくったものだけだな」

「なんであんなものがなくなるのよ。盗とってく人なんていないでしょ」

　心しん臓ぞうが無む闇やみに緊きん張ちようし、鼓こ動どうを激しくしていく。ようやくありついた食事に満足していたはずの血液すら冷えてどこかに引いてしまったらしい。

　どうしようもなく慌あわてて、フリウは声をあげた。

「風で飛ばされるはずないし……どうなってるのよ」

「世の中にはだな、小娘が身に着けた服ならなんでもかんでも持っていきたがる理解不能な輩やからが存在すると──」

　服の上から平手で叩たたいて人精霊を沈黙させ、その手をそのまま胸の前に握りしめて彼女は立ち上がった。表の通りへと首を伸ばす。何者かが持っていったのならば、まだ追いつける可能性はある。

（っても、右に行ったか左に行ったかも分からないけど……）

　さらに表通りに飛び出しかけて、それも躊ちゆう躇ちよしなければならなかった。

「ん？　どした」

　意外と平気そうなスィリーの声に、フリウはうんざりとかぶりを振った。

「……姿を隠さないで出歩くことが危険だからってことで着てたものなのに、それ探すために歩き回るの？」

「確かに矛む盾じゆんだが、そんなもんには慣れっこになっていくのが人生ってものだな」

「そうかもしれないけどさ。そうかな。そうだね」

　両手を揉もんで、うめく。不安のあまり、スィリーの戯ざれ言ごとに同意するという愚ぐまで冒おかしていることにも自覚はあったが、気にしてはいられない。

　気を落ち着かせるために深呼吸して大通りに踏み出す。かつて一度そうした時には数秒で済すんだ妄もう想そうが、今度は十数秒は続いた──そこかしこに黒衣の眼があるのではないかと、膝ひざが震ふるえる。

　と。

「捜しているのはこれ？」

　背後からの呼びかけに、フリウは背筋を跳はねさせた。服の下で押し潰つぶされたスィリーの罵ば声せいは無む視しして、振り返る。

　狭せまい道の奥に、丸めたマントを猫ねこの子でもつまむようにぶら下げた女の人影がある。いや、女という年齢ではない。自分と同年齢程度だろう。そこにいたのは黒髪を伸ばした少女、都会らしいはっきりした早口のアクセント──

「…………！」

　その場で声をあげそうになる。

　フリウは息を止めてそれを防ぐと、細道に駆かけもどった。突とつ如じよ現れたその少女との距離は詰まったが、それでもまだ数歩分は離れている。

　彼女の声は低く、小さいものだったが、それでも聞き取ることに苦労はなかった。苦味を含んだ曖あい昧まいな声音で続けてくる。

「どういうこと。どうしてあなたがここにいるの」

「マリオ・インディーゴ！」

　質問を無視して、フリウは叫んだ。十分に声を抑おさえたつもりでいたが、それでも大きいと感じたのだろう。マリオは渋じゆう面めんでマントの塊かたまりを地面に投げつけると叱しつ責せきの口調で、

「勘かん弁べんしてよ！　どうしてこんなところでよりによって──」

　と、こちらを見定め、訊たずねてくる。

「リス・オニキスはいっしょじゃないの？」

「爺ちゃんはいないの。そっちこそ、父さんといっしょじゃないの？」

　彼女の向こうの暗がりに父の姿があるのではないか──そんな期待を抱いだいて覗き込むが、それらしい様子はない。単に、マリオの不機嫌をさらにかき立ててしまったようだった。鼻で笑うような音を立て、彼女が言ってくる。

「どうやってここを嗅かぎ付けたのか、それを聞きたいわね」

「嗅ぎ付けた？」

「とぼけないで。だいたい、あなただけが帝都にいてリス・オニキスがいないなんて、話と違う──」

　と、刹せつ那な。

　マリオの隙をついて。

　彼女の身体を道の奥に押し込むように、フリウは駆け出した。落ちているマントを踏み越え、その向こうでまだ苛いら立だたしげに文句を言っている黒髪の少女へと摑つかみかかる。

　両手を挙げ、相手の顔面と肩を狙ねらい左右の手を伸ばす。やがて指先がマリオの服に触れ、体重をかけて押し倒した。一瞬の落下に眼を閉じ、そして開くと、

「……あれ？」

　地面にうつ伏ぶせに倒され、背中に腰を乗せたマリオ・インディーゴに右腕を背中にねじり上げられた体勢で、フリウは声をあげた。

　呆あきれたように、マリオがつぶやくのが聞こえてくる。

「あなたなんかに後れを取るわけがないでしょう」

　なにが起きたのかすら理解できないうちに、逆に取り押さえられてしまったらしい。マリオに摑まれた手首は、それほどきつく締め上げられているわけではない──今のところは。だが、マリオがいつでもそれをできることに疑いはなかった。

「さて、なにがしたかったの？　フリウ・ハリスコー」

　怒りを含んだ問いかけに、フリウは地面を舐なめるほどうなだれた。

「あたしは父さんを捜しに帝都に来たの……だから、それを聞こうと思って」

「聞こうと思って襲いかかってきたわけ？」

「それだけじゃなくて！　話が違うって言ったでしょ。それ、どういう意味？　いったい誰がどんな予定を立ててたのよ」

　返ってきたのは言葉ではなく、短い舌打ちだけだった。

　息を吐いて、さらにフリウは続けた──とられた腕の関節が軋きしみをあげる恐怖、それを感じていないわけではないが、相手の怒りをかき立てることになろうと聞かなければならないことがある。

「あなたが村に来たのも、父さんを連れ去ったのも、爺ちゃんがあたしを守ってくれたのも、全部なにかの予定通りだったんでしょう？　爺ちゃんは、あたしを父さんに会わせてくれるって言ってたわよ。それも予定のうちなら、父さんに会わせてよ！」

「予定通りなんかじゃないわ。なにひとつ」

　苦々しい口調でそうつぶやくと、マリオはこちらの手を放してくれた。すぐに背中から退どくと、見下ろしてあとを続ける。

「でも、なにか運命のようなものがあるとしたら、そうね……これからわたしたちふたり、きっと殺されるわね」

「え？」

　上体を起こして、フリウは聞き返した。マリオはもうこちらには興味をなくしたように、早い足取りで通りに出ようとしている。それに続いて小走りについていくと、街の様相は違ったものとなっていた。

「どういうこと？」

　左右を見回し、誰にともなくつぶやく。

「さっきまで、人がいっぱいいたのに……」

　通りからは通行する人の姿どころか、その影も気け配はいも消え失うせていた。ひしめく店や食堂の窓を覗き込んでも、誰の姿もない。

　腕組みし、青ざめた顔に唇くちびるを引き締めさせながらマリオが言ってきた。

「あなたが素顔をさらして何分経たったのか知らないけど、黒衣は瞬またたく間まに人払いを済ませて職務を遂すい行こうする」

　さらには落らく胆たんの吐と息いきを漏もらし、彼女のつぶやきは続いた。

「そこにわたしが鉢はち合あわせしたわけね……あんな醜しゆう態たいまでさらしてようやく追っ手を引き離したと思ったのに。ここはすぐに黒衣で溢あふれるわよ」

　言われて、フリウは改めてあたりを見回した。静まり返った街まち中なかで、ようやく自分の置かれた立場に気づく。

　ひとけを失い、静せい寂じやくの気に覆われた空間に彼女らはいた。帝都を覆っていたなにかの塗料が剝はがれ、ここに本来の姿を見せている。姿が見えずとも差し迫った恐怖。それを感じた。自分の身だけではなかった──サリオンが昨夜もどって来なかった理由も。

（甘かったんだ……慎しん重ちように行動すれば大丈夫って、あたしもサリオンも思ってた。それすらも甘かったんだ）

　と──

　我に返ると、マリオの顔が間近にあった。彼女は非ひ難なんじみた態度で語調を荒あららげた。

「だいたい、指名手配犯がわざわざ顔を出してわたしを待ち受けてるなんて、嫌がらせで済むことじゃないわよ」

「そんなこと言われても、あたしはたまたまここに服を隠しただけで……」

　口の中で弁解しようとしたが、それが通じそうにないことは予想がついていた。案あんの定じよう、マリオにあっさりと否定される。

「馬鹿馬鹿しい。こんな偶然、信じられるもんですか」

「信じなくたって……でも、そうなんだし」

「わけも分からずに信じることなんてできるわけがないでしょ」

　彼女はそう言い捨ててくると、なにかを待ち受けるように眼まな差ざしを厳しくして横を向いた。自分が出てきた路ろ地じを睨にらみつけている。

　さらに間を置かず、

「そうね。いいことを教えてあげる。でも断っておくけどあなたのためじゃないわよ──これを言えば、あなたを囮おとりにできるからと思って言うの。断ったんだから後ろめたくは思わないからね」

「う、うん？」

　一方的に通告され、迷いながらもうなずく。どのみち、拒絶したところでマリオは止まらなかったのではないかとも感じていたが。

　フリウの投げる視線を横に払うように、彼女は髪を振ってみせた。

「ベスポルトの行方ゆくえが知りたいんでしょう。あの男とはついさっきはぐれたの。まだ殺されてなければ、近くを逃げてるはずよ」

「そんな！」

　突とつ然ぜん言われて、悲鳴をあげる。

　慌あわてて見回すが、そこに父の姿があるわけでもない。その間にも、マリオの説明は続く。

「この近辺の十区画が包囲されてると思いなさい。追っ手の大半は帝国兵、軍属精霊使いが少なくともひとり。黒衣も大勢参加してるはずだけど、何故か後方の支援に徹てつしてる。でも黒衣が出てこないのなら、あなたが追っ手をいくらか引きつけておいてくれればわたしは精霊を使って反撃に出られる」

　上うわの空ながらそれを聞いて、フリウはマリオを見やった。彼女は髪の下にある水すい晶しよう檻おりの耳飾りに手を添そえて、返事を待っている。

　考えるまでもなかった。そもそも帝都に来た目的はただひとつである。挑いどみかかるように前に出て、フリウは告げた──挑むべき相手は目の前のこの少女でないことは分かっていたが。

「やるわ。やる」

「あの兄ちゃんはどうする？」

「え？」

　訊たずねてきたのはマリオではない。顔を見合わせ、ふたりで呆あつ気けに取られながら見下ろすと、フリウの服の下から人精霊が這はい出してきたところだった。ようやく、これを胸に入れたまま転んでしまったことを思い出す──一応潰つぶれたのか、スィリーは全体的に平べったい形に変じていた。折れた羽を力無く伸ばし、頼りない調子で宙に浮く。

「念のため言っておくが、小娘、もう二度とそこには入らねえからな。水晶檻のほうがなんぼかましだ──」

「じゃなくて、なに言ってたの、今！」

　見えない場所からなにか致命的なものを突きつけられた心地ここちで、フリウは声をあげた。空中の人精霊を捕まえようとするが、それはあっさりとかわされる。

　スィリーが機き敏びんだったというより、こちらの背がとどいていなかった。その高度で止まり、精霊は告げてきた。

「なにってほどのもんでもなかろ。忘れちまうってことは、どうせたいしたことじゃないわけだしな」

「それ、嫌いやみなの？　サリオンのこと言ってたじゃない」

「いや、だから、たいしたことじゃねえって。ただあの頼りなげ兄ちゃんがどうにかなっちまったんじゃと心配して出てきたわりにゃ、髭ひげ親おや父じに切り替えるのが早いなと──」

「サリオンは、まだ追われてるとか捕まってるとか決まったわけじゃないじゃない。なによ切り替えたって」

　興奮して火ほ照てった頰ほほをこすり、フリウはそのまま眼帯を摑むと手を止めた──ひきむしる勢いで、左眼を隠す布を取る。マリオが短く息を吞のむような音を立てるのが耳に入った。横眼で見やる。フリウの視線が触れると、精霊使いの少女は警戒してか、さらに厳しい声音で言ってきた。

「それを使う気？」

「ううん。でもこのほうが目立つでしょ。あたし、囮おとりになるんだから……」

　間ま怠だるっこい思いに焦じれながら、その数言の応答をする。マリオがなにかを囁ささやいた。それは会話の続きではなく、意味不明の早口言葉のように聞こえる。彼女の念ねん糸しが耳の水晶檻に触れていた。

　変化は一瞬だった。巨大な銀色の影がマリオの身体を包んだかと思うと、見覚えのある甲かつ冑ちゆう姿へと落ち着く。鎧よろいとなった鋼こう精霊は騒音を立てて彼女の身体を空気に浮かばせる。

　フリウは彼女を呼び止めようとした。が、なんの一言もなくマリオは飛び立つと屋根の上まで上昇して姿を消してしまう。後には、旋せん回かいしながら彷徨さまよう鋼精霊の起こす轟ごう音おんの余よ震しんだけが残される。

「……俺が思うにあの姉ちゃん、多分あれだな。馬ば鹿かだな」

「そうだね。あれじゃ、あっちが囮だよね」

　複雑な思いでつぶやいて、フリウは顔を下ろした。街はまだ静かだが、どこかで騒動が起きているようにも感じられる。

「あれより派手に騒いで囮にならないといけないんだ、あたし」

　なんとはなしに絶望的な心持ちでフリウはつぶやいた。胸に手を当て、覚かく悟ごを決める。

「でも、本当にこの近くに父さんがいるんなら……」

　いるのなら。

　その続きは自分でも分からないまま、彼女は足を前に出した。一歩、二歩、次第に速度を増して走り出す。左右を見回し、人の気配を探る──いきなり父の姿を発見するような幸運を期待したわけではない。だが追っ手の姿でも見つけられれば、その先に父を発見できるかもしれない。どちらにせよ人影はなかったが。

　後ろをついてきている人精霊が、一度大きく高度を上げ、また下がって耳元に落ち着くのが分かった。囁いてくる。

「なあ、疾しつ走そう小娘。小娘ハイスピード」
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「なに」

　煩わずらわしいことこの上ないが、答える。と、人精霊は気楽に続けた。

「お前さんも利口ではないと思う俺だ」

「そりゃまあ、自分が頭いいって思ったことなんてないけどさ──」

　反論の途中で、目の前が真っ暗になる。

　なにかが視界をふさいだ。それと同時に身体をねじり、頭を下げたためにさらに暗くなる。頭上をかすめる重く硬かたい影を前転する形で避よけて、フリウは悲鳴をあげた。身をかわせたのは幸運だったが、あまりに突然のことだったため体勢が不十分だった。地面に腰を下ろしたまま回転の勢いが止まってしまう。

　座り込んだ姿勢で、フリウは眼を見開いた。

　見えたものは──そして、見えなかったものは、そこにいるはずの敵の姿だった。投げつけられたのは警けい棒ぼうだった。それは分かっていた。

（警けい衛えい兵へい？）

　睨みつけた一瞬に、それらしい男の人影が脇わき道みちへと姿を消したようだった。

　どこからともなく、命令の声が響く。

「馬鹿者が！　眼球を破は損そんさせる攻撃は控ひかえろ！」

　聞いて、フリウは愕がく然ぜんとうめいた。

（……あたしのことを知っている……あたしを捕まえにきた兵隊なんだ！）

　やはり自分は愚かだった。

　人精霊の言っていたことを理解する。

（目立たないなんてことはないんだ）

　この兵士たちは、そんなつまらないことで見み逃のがしてはくれない。もうとっくに包囲されている。

（普通に逃げたって、捕まる！）

　フリウはなんとか立ち上がろうと両手を地面につけた。身体を持ち上げるより先に、相手が動くに違いないとは悟さとっていた。また違う脇道から、制服を着た男たちが現れる。見ると、制服の形状はサリオンの着ていた警衛兵制服とは異なっている。深しん緑りよくの制服。見たことはなかったが、これがマリオの言っていた帝国兵なのだろうと想像する。

　正面、視界内だけでふたり。別々の物陰から飛び出してきていた。手に警棒を構えて突進してくる──先ほどのように投げつけることは危険だということなのだろう。

　彼らの振り下ろす警棒がこちらの身体に達するより前に、立ち上がれる自信はなかった。どのみち、体力では勝ち目がない。フリウは眼を閉じた。視覚は必要ない……

　足音が近づいてくる。だがこれも無視する。きっと恐怖心で距離を錯さつ覚かくしている──聴覚も必要ない……

　なんの発声も気負いもなく、フリウは念糸を解とき放った。対象はふたつ──だけではない。背後、見ていなかった方向から走ってきているもうひとりにも同じく、思念の糸を伸ばして結びつける。

　触れたと感じた瞬間、眼を開ける。その時には、兵士たちは全員転倒していた。足首を一本ずつねじり上げられ、苦痛の声をあげながら。

　フリウは身を起こすと、近くにある店の扉に体当たりした。幸いにも鍵かぎが開いていた。誰もいない店内──しかしまだ温かい食べかけの料理が残る食堂の中に転がり込む。そこにひとりの兵士が立っている。まだ二十歳前後の、小太りの男。

　面食らった面おも持もちで、構えてもいない。瞳ひとみは白く、慌あわてふためく胸中をあからさまに映している。その眼球に突き刺すように、フリウは念糸を放った。

　銀色の光こう跡せきが取り付いたのは、実際にはその男の首だった。店の奥へと駆け込みながら、通り過ぎ様にフリウは命じた。狂ったような声をあげて、兵士が悶もん絶ぜつする。彼の首をねじったのだ。

（……ごめん。むち打ちになるかも）

　顔をしかめて胸中で謝あやまるが、立ち止まる余裕もない。フリウはさらに店の厨ちゆう房ぼうを走り抜けて勝手口を捜した。ドアノブを摑むが、今度は鍵がかかっている。また念糸を使い鍵を壊すと、裏手の路地へと扉が開く。

　包囲を抜けることができたらしい。店の表側から兵士たちの怒ど鳴なり声が聞こえてきた。別隊に連絡を取るためか、警けい笛てきのようなものを鳴らしている。けたたましい騒音を背に、フリウは店のゴミ捨て場を踏み越えていった。このまま裏路地を出れば、別の通りに出られる。道を移動していけば、逃げている父と出くわすかもしれない。

「父さん……」

　フリウは声をあげた。

　それが小さすぎるかもしれないと感じ、さらに大きく叫んだ。

「父さん！」

　急激な運動に息を喘あえがせて、声を響かせる。囮となるのだ。声は大きいほうがいい。だがそれ以上に、抑えきれない衝動が胸をついた。

「あたしが助けに来たよ……あたしが父さんを助けに来たよ……！」




「まあ、あれだ。人生には常に死角がある。奴ら、どうして空を飛ばないんだろな。高いとこから見下ろすほうがよく見えるに決まってるんだが」

　高度を上げて人精霊は、騒ぎの街を眺めていた。腕組みし、足を組み、風に逆らわずに浮ふ遊ゆうする。実は楽な姿勢ではない。ただ重要なのは、実際に楽かどうかよりも楽に見えるかどうかだと彼は信じていた。

「ほほう。小娘たいしたもんだ。またふたり倒した。つーか反則だな念糸ってのは。だいたいあれは人間が使って良いようなもんじゃないだろ。あれだ。ほら。長すぎるパンは竈かまに入らないってやつだな」

　空にひとり──遠くにわけの分からない轟音を立てて飛んでいる銀色の小娘二号がいるのだがそれは無視して──、スィリーは独り言を続けた。

「お。またひとりやった。ルールがあるなら真っ先に禁止されるな。待てよ、ルールがあるならば、これは競技ってことになるが。小娘奮ふん闘とう、小役人なぎはらいゲーム。長いか。読とう点てん入ってるし。しかも差別的だ。っても公人の蔑べつ称しようは不思議と看かん過かされる」

　思し索さくから芽生えた深しん遠えんなる謎なぞはすぐに忘れて、人精霊はまた驚きの声を発した。

「おお？　小娘グランドスーパークロスポイントだな。一気に五人を転がすと特別な得点が……などと競技ルールも少しずつ整備されていくわけだが。しかし小娘、分かってんのかね。いや、いつも通り分かっちゃいないんだろが」

　底の浅い小娘の人生を憐あわれみつつ、彼は数え始めた。そして、二十まで数えたところで諦あきらめる。

　嘆たん息そくしながら、彼はつぶやいた。

「ほら、まだまだ小役人山ほどいるのにな。小娘ふらついて、いい加か減げん、疲れちまってるように見えるが……あ。転んだ。起きない。殴なぐられた。痛い。いや痛いってのは推測。痛くなかったらすげぇな。あ、やっぱ駄目みたいだな。小娘終わりか？」

　頭を下にし、覗き込むように首を伸ばして。気づいて、彼は瞬きした。

「おや、乱入者？　まったく、どうしてこう文化程度の低い連中ってのはスポーツマンシップを尊とうとぼうとしないのかね──」




　肺が膨ふくらまない。

　喉のどが腫はれ、息を通さない。

　汗が流れて涙に混じり、眼を閉ざそうとする。強きよう烈れつに打たれた腕を抱いて、フリウはその場に倒れ込んだ──痺しびれた手でうっかり受け身を取ろうとしてしまい、指を何本か挫くじいたのが音で知れる。身体を支えきれず、フリウはそのまま壁に頭を打ち付けた。身体が動かなくなる。

「よし」

　聞こえた帝国兵の声は、努つとめて平静を保とうとしているようだったが、やはり隠しきれない安あん堵どが滲にじんでいた。

「何人残った？」

　部下にだろう。確認している。フリウは霞かすむ視界で彼らの姿を捜した。暑くて堪たえきれなかった身体が、冷たい風と汗のせいで一気に凍こごえる。

「ここにいる十人だけです。まあ、やられた者というのも軽傷で──」

　と。

　なにかが起こった。聞こえたのは、顔を伏せている地面から伝わってくる凄すさまじいまでの打撃音だった。と同時に、悲鳴。柔らかいなにかが潰れる音と、その中にある硬いなにかが砕くだける音。

　唐とう突とつにフリウの右眼が焦点を結んだ。はっきりした視界に映し出されたのは、兵士のひとりが血を吐きながら地面に叩きつけられる姿だった。黒装束の小さな男が拳こぶしを突き出し、つまらなそうにそれを見下ろしている。

　兵士たちが悲鳴をあげた。倒されたひとりは完全に絶命している──一いち瞥べつしてそれと分かるほどに砕かれて。黒装束の男は、顔を黒い布で隠している。だが眼だけはのぞいていた。強きよう靭じんで、力の衰えを知らない飢うえた眼まな差ざし。

　それを向けられるまでもなく兵士たちは逃げ出していた。さらに狂乱的に警笛が鳴り響く。仲間を呼び寄せようというのだろう。だが笛ふえの音そのものは遠ざかっていく。

「手加減などするから相手に勢いを与える」

　黒布を通した老人の声には、感情らしい感情も表れてはいない。

「たったひとりを完全に粉ふん砕さいすればいい。ひとりを倒すだけで残りを怖おじ気けづかせる」

「爺じいちゃん……」

　なにを言えばいいのか分からずに、フリウはつぶやいた。リス・オニキスの姿を見る。そして、顔面から血の塊を爆発させたような兵隊の死に顔を見やる。まだ網もう膜まくに残っている光景に、血の色が鮮やかであったことを思い出す……

　感じたのは吐き気だった。殺し屋の声が耳元に蘇よみがえる。わたしは大嫌い。この力が大嫌い。

「あたしはね、爺ちゃん──」

　叫びかけた言葉を遮さえぎるように。

　鋭い音が響いた。薄いなにかを裂さくような、尾を引く風。細長く速い風の束が飛来する。自分の胸の中にまでねじ込もうとしてくる。そう感じた。

　実際には、それは彼女に突き刺さったのではなかった。

　リス・オニキスの小柄な身体が横に飛んだ。どこからともなく撃うち込まれた矢が彼の胸を貫つらぬき、老人を木製の壁に打ち付けた。




　その時。

　彼女には聞こえなかったが。

　誰だれもいないと思えたその区画の暗い窓の中で、誰にも聞かれない言葉を囁く者がいた。矢を放ち、楽器のように小こ刻きざみに弦げんを揺ゆらすボウガンを床に置きながら。

　誰とも言えない姿で。

　誰とも言えない声音で。

　囁く者がいた。

　──今日のうちにひとりが死ぬ。

　──明日またひとりが死ぬ。

　──約束は、果はたされる。







　第五章　ハイアングルド・セーフティー

　　　　　　（約束）







　警けい衛えい兵へいが逃にげながら吹ふき鳴らす警けい笛てきの不ふ協きよう和わ音おん。それを雑ざつ音おんとする旋せん律りつがあったわけではない。だがそれに似たものは、瞬しゆん間かんの静せい寂じやくの中に、あった。その中で。

　老人が、横に飛んだ。

　自ら跳ちよう躍やくしたのではない。引きずられるように横向きに──やや上方に──突き飛ばされ、建物の壁かべに打ち付けられる。

「……爺じいちゃん⁉」

　跳はね返り、地面に倒たおれるリス・オニキスを見下ろしてフリウは声をあげた。悲ひ鳴めいでも金かな切きり声でもない。肺はいから抜け、喉のどを通さずに漏もれたかすれ声で、囁ささやく。

　どちらにしても老人の耳に入っていないことは確実だった。うつ伏ぶせに倒れたリスの口と背中から、同時に赤黒い血がこぼれ出ている。彼の背中には、いかにも威い力りよくのありそうな太ふと矢やが突き刺ささっていた。

　呆ぼう然ぜんと見ている──それも数秒とは経たっていなかったはずだが──、リスが幾いく度どか大きくむせた。単に血が喉に詰つまったのか、それとも答えようとしたのか。

「爺ちゃん……動かないで」

　震ふるえながら、フリウは足を踏み出した。老人はのたうち回ることもなく、寝ねたまま痙けい攣れんを続けている。老人が先せん刻こく打ち殺した兵士の死体と、この老人自身のものと、混まざり合って濃こさを増した血けつ臭しゆうにフリウも息が詰まるのを感じる。

　それでも手を差し伸ばし、リスの身体からだに触ふれた。忍しのび寄る死の感かん触しよくに指先が戦慄おののく。だがどれだけ震えようと、老人の身体を今支配している激しい振しん幅ぷくに比べれば、たいしたことではない。

（……どこ？　どこに刺さったの？）

　リスは喀かつ血けつしている──もし傷が肺動脈を貫かん通つうしているのならば、助かる道はない。昔、父に教わった記き憶おくが残っていた。刺し傷は、硝しよう化かの森では最もありふれたトラブルだった。矢の刺さった位置を外から見ても傷の深しん度どや角度が分かるわけではないが、それでもフリウにはその傷が絶望的な部位までとどいているように見えた。

「爺ちゃん……爺ちゃん！」

　呼びかける。返事はない。ないと予想した。

　が。
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「馬ば鹿か者ものが。騒さわぐんじゃない」

　負傷した老人の声とは思えない、しっかりした声音でリスが命じる。

「爺ちゃん！」

「一いつ端ぱしの精せい雲れい使いを気取るならば、この程度のことで狼狽うろたえるなと言っているのだ！　精霊を扱っていれば、不ふ慮りよのことなどいくらでもあるわ！」

「今は精霊なんて関係ない──」

「貴き様さまはいつまでもこうだ。マリオ・インディーゴめ。なにひとつ覚かく悟ごもなく、入り口で迷って邪じや魔まばかりしている……」

　リスは血の臭においが混じった声で、ひたすら小こ言ごとを続けている。ようやくにフリウは気づいた。老人には彼女の声が聞こえていない。

（譫うわ言ごとだ。あたしとマリオをごっちゃにしているのかな）

「馬鹿め、愚おろかなガキどもが。精霊使いは奴ど隷れいに過すぎん……ならば奴隷なりの覚悟の仕し方かたというものがあるのだ……」

「…………」

　フリウはかぶりを振ると、眼を閉じて聴ちよう覚かくに頼った。リスの言葉を聞くためではない。いったんは逃げ出した帝国兵たちだが、すぐにまたもどってくるのではないかと思えた。遠ざかった警笛が近づいてきている。いや、それもただそう感じてしまうだけか。

　胸に手を当て、言い聞かせる。

（爺ちゃんの言う通りだ……落ち着かなくちゃ。あたし、落ち着かなくちゃ）

　荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返すリスの懐ふところを探るが、期待していたような応おう急きゆう手当ての道具はない。そのままフリウは、老人の皮ひ膚ふに深々と突き刺さっている矢に手を触れた。

　木でできた矢の感かん触しよくよりも、血の感触を覚える。だがそれでも──

（まだしゃべれてる。出血だって、本当にいけないとこに刺さってれば、こんなものじゃないよね。急所は外はずれてる？）

　自分に言い聞かせる。警笛によって呼び起こされる焦あせりと、先ほどまで乱闘している疲ひ労ろうとが両肩に取り憑ついて、刻一刻と重さを増していく。

（お金はある……医者に見せれば助かる！　でも、どこにいるの）

　それが分かったとしても、まずはこの状じよう況きようから脱だつ出しゆつしなければならない。

（急がないと……急いで……ここから逃げる。父さんを……見捨てて？）

　火傷やけどでもしたように、フリウは老人から手を離はなした。

（父さんがすぐ近くで困ってるのに。あたしは爺ちゃんを連つれて逃げ出すの？）

　すっかり混乱して、あたりを見回す。と。

「いよぉ、スタープレイヤー」

　困こん惑わくした表情のままで顔だけを横に回し、見やると、そこには気楽な格かつ好こうで空中に寝そべった人じん精せい霊れいが漂ただよい下りてきたところだった。

「…………？」

「たいしたもんだぜルーキー。競技新記録だ。まあ競技ができたのもついさっきだから、なにやったって新記録なんだが。しかし悪くないスコアだぞ四百八十七ってのは。ところでどうしてこんな数字になったのか、計算方法を思い出す時間をくれねぇか？　俺おれ頑がん張ばってみる」

　なんの話をしているのかはまったく不明だったが──それもいつものことで、もはやフリウもあえて理解しようと思いもしなかったが──、彼女は人精霊の身体を素す早ばやく摑つかみ取った。

「スィリー！　ねぇ、飛んでたのなら分かるでしょ。このあたり、いったいどうなってるの⁉」

「またなんとも子供くさい漠ばく然ぜんとした問いだが、年長者が若者に伝えたい答えもまた大たい抵ていは漠然としている」

　余よ計けいなことをいちいち言ってから、スィリーはこちらをこそ無む駄だ口ぐちだとばかりに付け足した。

「あれだぞ。敵だらけ。もう三ゲームはできるな。プロモーターとしては歓かん迎げいするが、観客いねぇから収益ないしな。スタジアムを手放さないといかんかも」

「どうしよう……」

「俺に聞かれてもなぁ」

　確かに聞いた相手が悪かったのだろうが、それでも無責任なスィリーの声にフリウは頭を抱えた。

「どうしたらいいの……父さんのこと助けて、爺ちゃんの命も救って、あたしたちもなんとか逃げられるような……力が要いる」

　力が。

　我われ知らず、眼がん帯たいを外そうと頭の後ろに手を回し──それはもうとっくに外していたことを思い出す。見えない左眼を見開くが、風の流れは感じても光を覚えることはない。水すい晶しよう眼がんに封じられた視覚。残った右眼の視界に映ったものがあった。倒れている兵士の死体。

　胸の奥に、柔らかで重みのある波の塊かたまりがわだかまる。

　精霊使いなりの覚悟の仕方というものがある。これもまた、わだかまる言葉だった。

　水晶眼を見開く。だが。

（駄だ目めだ……なにを壊こわしちゃうか分からないあたしの精霊は使えない）

　絶望に苛さいなまれながら。

　感情とは別にフリウは反応して、振り返っていた。唐とう突とつに気配を察さつしていた。もっともそうするまでもなく、それはこちらに呼びかけてきていたが。

「見つけたぞ……」

　若い男の声だった。驚くほど近い店の裏口から、ゆっくりと進み出てくる。帝国兵ではない。制服ではなかった。巻きのかかった金きん髪ぱつに、整った顔立ちの青年。

　その男は繰り返した。声には、やすりのような細かい棘とげを感じる。

「見つけたぞ。こうまで狙ねらい通りとはね。ベスポルトをマークしておけば、お前も釣つれる……」

「…………？」

　なにを言っているのかも分からないが、だからといって聞き返す隙すきもない──フリウは硬こう直ちよくして、その男の手元を見み据すえた。矢が装そう塡てんされたボウガンが、ぞっとするほどの率そつ直ちよくさでこちらの胸を狙っている。

　その矢は、リスに刺さった矢と同じものに見えた。

（この人が爺ちゃんを撃うったの？　誰なの、この人は）

　旧知のように話しかけてくるものの、まったく見たこともない男だった。

　その疑念を看かん破ぱしてか男は笑った。

「どうした？　俺が分からないか？　フリウ・ハリスコー」

　いや、笑ってなどいなかった。似ていたが、それは激げつ昂こうの表情なのだとフリウは悟さとった。男はさらに一歩進んで、武器の狙いを確かなものにしようとしている。

　彼がすぐに撃とうとしない理由も知れた。狙いが定まらないのだ。男の手は震えていた。

「あれだけのことをしておいて、俺が誰か知りもしないか」

　男の息は荒あらい。あるいは致ち命めい傷しようを受けたリスよりも激しい息遣いで声までも荒らげる。

「俺の生きる場所すべてをぶち壊しておいて、こんなところにまでのうのうとやってきたか！　貴様は！」

　矢が放たれた。

　動けない。死ぬ。

　フリウは息を止めた。知覚も間に合わない刹せつ那な。その時流の速度に追いつくことができるのは五感ではなく念ねん糸しの領域だった。だが彼女の念糸が動くよりも遥はるかに速く、彼女の横を通り抜けて矢に絡からみつく銀色の念糸があった。

　矢の動きが止まる。いや、もどっていく。

　次の瞬間には、矢は発射されたばかりのボウガンに装塡された状態でもどっていた。男が困惑し、隙が生まれる。

　声が響ひびいた。雄お叫たけびほどには強くない。だが確かつ固こたる叫び。

　リスが上体だけを起こし、そしてさらに伸ばした念糸で自らの身体に突き刺さった矢に触れる。と、その矢もまた彼の身体から抜けて地面に落ちた。そのせいで傷口も開いたのだろう──リスは苦く悶もんに顔を歪ゆがめたが、それでも立ち上がってみせた。

「くそっ！」

　男が毒づき、そして再度ボウガンの引き金を引く。放たれた矢は狙いを外し、フリウの顔をかすめて塀へいに突き立った。

　さらに彼女のかたわらを、矢とは対たい称しようにかすめてリスが飛び出していく。傷のせいか動きは目に見えて緩かん慢まんだったが、敵に次弾の装塡をさせない程度の勢いはあった。

　勝てないと踏ふんだのだろう。フリウに向かって凄せい絶ぜつな一いち瞥べつを残して、男が逃げ出した。後ろに跳んで数歩、物もの陰かげに消える。

　リスはそれ以上追わなかった──それとも追えなかったのか。傷の位置とは違う胸を押さえ、その場に膝をつく。

「爺ちゃん！」

「いちいち取り乱すな」

　フリウが駆け寄ると、やはり老人から返ってきた言葉は同じだった。

　だが見ているうちにも顔から血の気がなくなっていくリスに、フリウはつぶやいた。

「でも爺ちゃん、大丈夫なの？」

「見て分からないのなら、見たままを信じればいい」

　皮肉としても声には力がなく、フリウが肩を貸そうと手を伸ばしても老人は拒きよ絶ぜつしなかった。よほど弱っているのだろう。

　訊たずねる。

「……今の人が、爺ちゃんを撃ったの？」

　自分でも馬鹿げた問いだとは思っていたが、リスはそれを指し摘てきしてこなかった。同感ではあったのだろうが。

「ふん。撃ったのはあの男だろうさ。だが、本当にあの男なのかね……」

「なにを言ってるの？」

「つまらん戯ざれ言ごとさ。ところで貴様、なにをしようとしている」

「え？」

　腕を引っぱり上げようとしている相手からそれを聞かれ、フリウは返事に窮きゆうした。老人は憮ぶ然ぜんと続けてくる。

「まさか、わしを担かついで運んでいこうとでも思っているのか？」

「た、確かに爺ちゃん思ったより重いね……さっぱり持ち上がらないし」

　摑んでいた手を放し、だがそれでもフリウは言い張った。

「でも爺ちゃん、医者に診みてもらわないと。あたし、お金なら持ってるの。だから──」

「つくづく馬鹿か。指名手配犯が、どこの医者に駆け込むつもりだ」

「だって……」

　言い募つのる。が、なにか画期的な反はん駁ばくを思いついたわけでもない。フリウが迷っているうちに、リスは彼女の胸を軽く突き飛ばした。

　転ぶほどではない。だが数歩分、たたらを踏んだ。離れた距離を、冷れい淡たんなリスの声が埋うめる。

「わしは貴様を兄けい帝ていの手に渡すわけにはいかんのだ。これ以上馬鹿をさらす前に、どこかに隠れろ」

「できないよ！」

　フリウは叫ぶと、押し返された分を踏み込んだ。耳みみ障ざわりな警けい笛てきに顔をしかめながら声を大きくする。

「爺ちゃんは、あたしを助けに現れたんでしょう？　怪け我がした爺ちゃんを置いてくなんてできないよ。それに父さんがこの近くにいるの……」

　聞いても、リスは顔色を変えなかった──聞こえてもいなかったのではないか。遠い眼まな差ざしの老人を見て、そうも思う。

　わずかな一呼吸。だが長い沈ちん黙もくを経へてリスが瞬まばたきをした。再び開いた瞳ひとみは、こちらを見み据すえていた。

　そして唐突に訊いてくる。

「ベスポルトを一目見たら、あとは指示に従うと約束できるか？」

「え？」

「ベスポルトの姿を確認したら、その後のことはわしの指示に従うと約束しろ。そうしたら、わしが必ず叶かなえてやる。わしが約束を破ったことがあるか？」

「……ない」

　見ていることができずに、うつむいて首を左右に振る。

「でも、爺ちゃんの怪我──」

　と。

　顔を上げると、リスは立ち上がっていた。怪我など噓うそだったとばかりに背を伸ばして。顔色はまだ青ざめていたが、それすらも隠すように、老人はいつもの黒こく布ふを手早く顔に巻き付けた。

「だ、大丈夫……なの？」

　恐る恐る、フリウは聞いた。リスはなにも答えずに歩き出す。これもまたわずかに足取りが揺れているようではあったが、いつもの敏びん捷しようで足早な彼の歩みだった。

「早くしろ。帝国兵はすぐにもどってくる」

「う、うん」

　返事をして、あとについて走り出す。理解しがたいが、リスは矍かく鑠しやくとして見えた。さらに手て際ぎわよく説明を続けてくる。

「十区画か。なんと帝国兵も鈍なまったものだよ。たった十区画を閉へい鎖さしただけとはな。四体もの精霊が全力でぶつかれば、どうなるか……いや」

　と口ごもる。なにかを数えるように、

「五体か？」

「どういうこと？」

　聞くと、リスは即そく答とうしてきた。

「ミズー・ビアンカのハート・オブ・レッドライオン。マリオの駆るカリニス、エング。軍属精霊使いエリコ・スアハの持ち出したのは恐らく魔ま精霊あたりか。どれも戦せん闘とう能のう力りよくでは劣らない、訓練された精霊だ。これらがぶつかり合って、十区画の被害で済むはずもないさ」

「……それ、四体しかいないじゃない」

「残る一体は……未み知ちの精霊だ。未知の精霊アマワ。奴やつは必ず近くにいる。ああそうだ。六体だった。もう一体いるな」

　老人は手を上げると、真っ直すぐにこちらを指さしてみせた。

「破は壊かい精霊ウルトプライド。ふん、こいつ一体で帝てい都とを塵ちりにできる。十区画とはどこまでもお笑いぐさだ」

「…………」

　自分に向けられた指先を見据え、フリウは無言のまま言葉の続きを待った。それほど待つ必要はなかった。

「精霊での決戦が始まれば、奴らの統制は失われる──明らかにそれどころではなくなるからな。その隙を狙う。いいな？　奴らが戦っている間にベスポルトを見つけ、そして脱出しなければならん」

「分かった」

　感情の中に沸わき立つ雑音は横に置いて、フリウはうなずいた。と、ふと人精霊がずっと黙っていたことに気づき、横をうかがい、問いかける。

「……どうしたの？」

　スィリーは特になにごともなく飛びながら、どうでもいいことをつぶやいてきた。

「いや、こう言っちゃなんだが、精霊の数に俺が含まれていないようなんだが、そういう嫌いやがらせなのだろうか」

　と。

「……爺ちゃん？」

　気配の変化を感じて、向き直る。と、先を歩いていたはずの老人は横倒しになって再び道に倒れていた。

「爺ちゃん！」

　慌あわてて駆け寄り、フリウは叫んだ。

「やっぱり！　歩けやしないじゃない」

　老人からは返事はない。眼を閉じて、眠り込んでいるようにも見えた。土つち気け色いろに濁にごった肌には体温も感じられない。フリウが抱きかかえようとすると、リスはようやくうめき声をあげた。

「お前はいちいち騒ぎすぎる」

「だって！　このままじゃ──」

「わしが死ぬ、か？　わしは兵士だ。それゆえに敵を殺してきた。わしだけ助かるなどというわけがなかろうさ」

「……なきゃよかったのよ」

　自分は泣こうとしている──

　というフリウ自身の予想に反して、涙は出てこなかった。嗚お咽えつも、息苦しさもなにもない。胸も痛まない。だが老人を抱えている手に、肌に触れる死が浸しん透とうしていく。

　まるで罵ば倒とうするように、フリウは大声で叫びだした。

「死ぬ時になってそんなこと言うくらいなら、最初から誰も死なせたりしなきゃよかったじゃない！」

「……それでも軍人は、誰かの役には立っているものだ」

　リスの息遣いは、話しているうちにも小さくなっていった。両眼を閉じたまま、あとを続ける。

「フリウ・ハリスコー。お前もなにかの役に立ってみせろ。お前が殺した数十人、それを悔くいるつもりがあるのなら」

（……違う……）

　声には出せずに、フリウは胸中でつぶやいた。死体。おびただしい数の死。つい数分前の死。すぐそばに転がる兵士の死体。数か月前の死。蹂じゆう躙りんされた村の残ざん骸がい。八年前の死。ほとんど記憶にも残っていない、大おお勢ぜいの死。

　今ここにある、恐らくは数分以内に訪れる老人の死。

（全部、あたしがいたから死んだ人たち。あたしが生き延のびたって、死んだって、なにをしたって、償つぐないになんてならない。あたしになにかの価値があったって、なくったって、死んだ人たちには関係ない。だから……だから、あたしは……）

　老人の身体を地面に置き去り、フリウは立ち上がった。手に、服に、血がついていることに気づく。傷口に触れたつもりはなかったが、老人の出血は黒くろ装しよう束ぞく全体を血で湿しめらせるほどになっている。

　スィリーの姿がない。恐らく、また上空にでも飛んでいったのだろう──拗すねたのか退たい屈くつしたのか、どちらにせよ人精霊の行方ゆくえなど気にしたところで仕方がない。

　不意に飛んできた矢を、フリウは首を少し横にずらしただけで避けた。念糸を紡つむがずとも、知覚するだけでこと足りる。視界に収おさめずとも分かっていた。先ほどの男がボウガンを構えて飛び出していた。物陰に隠れて、リスが意識を失うのを待っていたのだろう。男は武器を投げ捨て、拳を固めて殴なぐりかかってこようとしている。

　心は静かだった。そして感覚は冷たい。打ち込んでくる男の拳を横目に、フリウは軽く後退した。男の動作は、リスのものによく似ている。

（落ち着けば、いろんなことがこんなによく分かるものなんだ……）

　なにに対する感かん嘆たんかは自分でも分からないまま、フリウは二度三度と相手の攻撃をかわし続けた。

　やがて、怒りの中にも怪け訝げんな面おも持もちで、男が攻撃の手を休める。様よう子す見か、間ま合あいを開けてこちらを見下ろした。男の眼まな差ざしに驚きがある。

　フリウはつぶやいた。

「……あなたは、なにがしたいの？」

　まるで知らない、見たこともない相手。

　それが自分を殺そうとしている。殺そうとするほどに、彼女のことを憎んでいる。

　それが知りたかった。だが、男はその言葉を余裕からくる侮ぶ蔑べつと受け取ったのだろう。逆上したのか、奇き声せいを張り上げた。

「貴様は、人の生きる場所をすべて壊しておいて！　そんなことを！　言うのかっ！」

　振り回す男の手は、もう拳ではない。かぎ爪づめのように歪ゆがんだ指先で、空振りするたびに空気を切り裂さく。

　フリウが動きを止めると、その爪は彼女の肩に触れ、そして肌に突き刺さるほどに食い込んできた。

　痛みはあった。だが感じなかった。男のもう一方の手が髪を摑み、引き抜くほどに彼女を揺さぶっても、心が抵抗しようとしなかったせいか、なにも感じない。ただ眼前に迫ったその男の形ぎよう相そうだけが網もう膜まくに突き刺さってくる。

　何度夢ゆめに見ても薄れることのない、あの村の惨さん劇げきと同じように抉えぐり込んでくる。

　それでも動どう揺ようを覚えないことに、フリウは自分で苛いら立だった。早く取り乱して、泣き出したかった──そうすれば自制を失っている間に自分は死ぬだろう。つぶやく。

（あたしもね、壊されたんだよ……）

　声に出ていたかいなかったか。それは分からない。だがどのみち男は聞いていなかったろうが。

（なんだか分からないものに壊されたんだ、あたしの場所を、全部……）

　だがこの男にとっては、彼女がそうなのだ。

　事情は分からないながらも、それだけは理解する。

（あなたの場所は、あたしに壊されたんだね……あたしが知らないうちに。なんだか分からないあたしなんかに壊されたんだね）

　気がつけばフリウは男に押さえつけられ、頭を摑まれ何度も道に叩たたきつけられていた。押し倒されていたことにも気づいていなかった。舗ほ装そうされた路面に頭を打ち付けるたび、鼻の奥に生臭い血の塊が溜たまり、骨が軋きしみをあげる。それでもまだ感情は動かない。

　不意に身体が軽くなった。

　失望を感じた──自分は泣かないまま死んでしまったに違いない。

　生きているはずがない。男の顔を覚えている。憎ぞう悪おに歪んだ怒りの獣けもの。彼女が生きているうちに、男が手を離したはずがない。なのに今は、その男の顔が見えない。つまり死んだということだ。

　空気は変わらず、冷たかった。白い空から吹き下ろしてくる帝都の風と同じ。死んだ後も冷気を吸っていかなければならないのだ。血の臭いも、痛みも変わらない。悲鳴も聞こえた。悲鳴？

　フリウは顔を上げようとしたが、首の腱けんが引きつり、ぴくりとも動けない。悲鳴は、あの男のものだった。

　彼女の上から引き剝はがされた男が、リス・オニキスの拳に打たれて身体を曲まげていた。押されて吹き飛ぶその男を、リスの攻撃は容よう赦しやなく追っていく。小柄な老人はその青年を圧倒して拳を身体に埋うめていった。

　やがて。

　食堂の看板が立てかけられている横の壁へ、激しい激突音とともに男の身体が張り付けにされる。彼の身体を突き刺す釘くぎとなるのは、リスの尖とがった拳だった。敵に拳を打ち込んだ姿勢のまま、リスの動きもまた止まり──

　そして、喀かつ血けつして、くずおれていった。

　ふたりとも、もう動かない。絶命していることはすぐに知れた。男は口から血と舌をこぼれさせ、首を折り、うつ伏せに倒れた胸と地面とに自分の頭を挟はさんでいる。リスは……もとより生きているはずがなかった。触れた手に伝わってきた死の感触を、フリウはまだ覚えていた。

　静かだった。警けい笛てきが聞こえない。鼓こ膜まくに血でも詰まったのかもしれない。フリウは倒れたまま、空を見ていた。

　分かったことがあった。

　泣けない理由に思い当たった。

（あたしは、壊す側なんだ）

　許されない力を持つ者。

　あの殺し屋、ミズー・ビアンカと同じ。どれだけその力を嫌きらっていようとも。

（泣く資格すらないんだ……）

　それを分かってしまったから。

　涙を流すかわりに、フリウは眼を閉じた。

　夢と死の訪れを待った。




　帝都崩ほう壊かい。

　破は滅めつの最初の一押しは、静かな叫びとともにあった。

　平へい穏おんの都、不死者の都の静寂に、渦うず巻まく業ごう火かが立ちのぼる。

　天を衝つく怒ど号ごう。咆ほう吼こう。荒れる風。灰を撒まき、粉ふん塵じんを散らせる。精霊の激突は家屋を藁わらのごとく薙なぎ倒し、時を凍こおらせ、再び動き出した結末に破壊の跡だけを残す。

　怒いかれる獅し子しが、狂乱する鋼はがねが、すべてを吞のみ込もうとする魔物が、拮きつ抗こうする力を持て余し、あまりにも狭すぎるその舞台──人の意思により用意された、あまりにも脆もろすぎる閉鎖区域を蹂じゆう躙りんする。

　それは蕾つぼみのように膨ふくれあがり、花か弁べんのように開き、あとは薫かおりのように無分別に拡散していく。

　破壊の中で、人が悲鳴をあげる──

　その精霊を駆る者ですら。驚きよう愕がくに眼を見開く。

　帝都の最期となる崩ほう壊かいの調しらべ。それは閉鎖区域に留とどまらない。

　紅ぐ蓮れんの獣の放つ猛もう煙えんは大気を黒に染め、煌きらびやかな炎の舌がその狭はざ間まから閃せん光こうの刃やいばをのぞかせる。火炎がひと撫なでするごとに、哀あわれな街は容易たやすく切り裂かれていく。

　火に触れれば瞬時に溶解することを悟り、鋼の人形は己から放つ振動の壁を強める。空を撃ち、そして地面へと降下しては帝都の舗装を抉り、傷つけていく。砕くだかれた石材は微び細さいに分解し、熱風に触れて火の粉となった。煙と熱とが、人の肺を焼いていく。

　魔物はそれを押しとどめるべく腕と、その漆しつ黒こくの闇やみの翼を拡ひろげていく。風に打たれ、鋼に裂かれ、後退しながらも冷却の範囲を維持しようとする。

　閉鎖された区画の中心に、三柱の力が鬩せめぎ合う。力は混こん沌とんとして互いをこすり合わせる。軍に制圧されることで、そこにもたらされるはずだったまっとうな秩ちつ序じよ──もはやそんなものを信じる者はいない。踏みとどまる者すらいない。

　すべては崩壊し、離り散さんしていく。

　だが、帝都崩壊、その中で。

　さらなる破滅、本当の破滅を囁く者がいる。




「……どちらが夢ゆめだと思う？」

「誰？」

「わたしは御み遣つかいだ。そしてこれは御遣いの言葉だ」

「ここが夢よ」

「すべてが終わった記憶と、なにも始まっていない記憶がある。いったい、どちらが今だと思うのだ？」

「今は今よ。ここはただの夢だけど、夢を見てる今が今」

「わたしにとっては、フリウ・ハリスコーよ、時間は意味を成さない。必ず起こる未来と、既すでに起こった過去と、わたしは自由に行き来する」

「時間に意味がないなんておかしいわ。まだ起こってないことが分かるなんて矛盾してるもの」

「未来が分かるのではない……未来を約束したのだ。約束された未来は既に起こったことなのだ。必ず起こる未来ならば、それは過去と同じだ……既にひとり死んでいる。これからまたひとり死ぬ」

「変へんなことばかり言わないで。なにも起こってなんかないわ。誰も死なないもの。あたしは誰とだって戦う！　もうなにもできないんじゃないもの！」

「だが約束は、お前たちが求めたものなのだよ、フリウ・ハリスコー……」




「通るならばその道。開くならばその扉とびら」

　どうしてそんなものを唱となえているのか。

　少女自身にも、分かりはしなかった。

　いや、そもそもどうして自分が立ち上がっているのか。

　血まみれの顔から汚よごれをぬぐいもせず、建物の向こうにそびえる火と影の柱を見据えて落ち着いているのか。どうして死んでいないのか。どうしてまだ生きているのか。どうしてまだ生きられるつもりでいるのか。なにも分からない。

　ただ彼女は、乾ききった舌で虚むなしく言葉を続けていた。唱え続けていた。世界を破壊する水晶眼を開くための儀ぎ式しきを、ただひとりで続けていた。

　先ほど眠りについたほんの数秒。その間に、夢を見ていた。

　長い夢だった。既に一度見ていた夢？──そして、まだ見ていないはずの夢。夢に出てきた声は、その夢は明日見る夢だと言っていた。だが、時間など関係がないとも言っていた。約束された夢だった。

　理解できない。見ていないはずの夢にうなされて眼を覚まし、そして立ち上がって言葉を紡つむいでいる。夢は曖あい昧まいで、はっきりとその意味を知ることはできない。ただ前に見た時とはどこか意味が変わっている。次にまた同じ夢を見た時には、その意味も変わっているのか。それも分からない。

　ただ、それは約束を告げる夢だった。約束には変化はない。そのことは、理解できないながらも、否定を思いつけないほどに自覚していた。

（約束されていた）

　リスの死体は見なかったが、彼女は背中でそれを感じてつぶやいた。

（誰かが死ぬことは約束されていた。今日、ひとり、死ぬことは……）

　開門式に集中し、唱えながらも、心はその夢の出来事とともにある。

（誰かがあたしに約束していた。必ず約束を守る、なにかの存在が）

　精霊アマワ。

　何度か耳にした、その名前が。

　ただその名前だけならば意味などなにもない、その名前が。

　軽く爪を立てるように記憶をくすぐった。

「俄にわかにある伝説の一いつ端たんにその指を……」

　開門式は進んでいく。水晶眼が開けば、この帝都は地上から消える。

　イシィカルリシア・ハイエンド……

　ふと彼女は、思い出していた。この都に来たかったのだ。ここにならば、きっと居場所があると思っていた──あんななにもない村とは違う──彼女が、自分の力で踏みつぶした村とは──

（でも……あたしは涙を流した。あの村を出る時、何な故ぜだか泣いていた。サリオンが、それは分かることだと言ってくれた……）

　もっとそれを分かるべきだった。

（あたしは、もっとそれをちゃんと分かるべきだった！）

　支し離り滅めつ裂れつに、叫ぶ。

　開門式の終わりが近づいていた。

　精霊アマワは必ずこの近くに来ている。リス・オニキスはそう言っていた。

　それが正しいのならば。

（あたしが踏み壊してやる……この世で一番壊さないといけないものは。あたしにはもうなんの資格もないけど、これだけは──まだこれだけは──！）

　刹せつ那な。

「フリウ！」

　名前を呼ばれて、彼女は吐はき出しかけた言葉を喉のどに支つかえさせた。背中を折り、咳せき込む。不思議なほどに呆あつ気けなく、開門式と彼女の念糸は無に溶とけた。

　振り向く。と、そこに優しい顔が見えた。この世界にあって唯ゆい一いつ優しいものが。

　サリオンだった。なにがあったのか、ひどく傷だらけで立っている。彼だけではない。というより、サリオンは彼自身より遥はるかに大きい誰かに肩かたを貸していた。

　誰か。

　フリウは頭を抱かかえた。唐とう突とつに、痛みを思い出した。身体中が痛む。

「どうしたんだ、その怪我……なにをやっているんだ……？」

　人を背負っているため急いで駆け寄ってくることはできなかったものの、それでもサリオンは飛びつくように言ってきた。

「なにをやろうとしていたんだ？」

「サリオン……」

　ようやく、フリウは声をあげた。なにもかもがもとにもどった。きっと。これできっとなにもかもが。

　近づいてくる彼を見、そして彼の運んでくる大柄な男を見やる。男は気絶していた。やはり傷を負っているらしい。サリオンは男の体重に苦労しながら進み、そして突然に足を止めた。和やわらぎかけていた眼まな差ざしが、恐怖に見開かれている。リス・オニキスの死体に気づいたのだろう。

　だが彼が、あるいはフリウがなにを言うよりも先に、地面が揺ゆれた。大きい爆発が何度か連続し、津つ波なみのように路面を波打たせている。それなりの距離があったはずだが、灰と炎とは容よう赦しやなく彼女らのもとにも降ふり注そそいできている。

　差し迫ったほうを優先するということだろう──咳せき払ばらいして、サリオンが言ってきた。

「あの殺し屋が……たったひとりで帝国軍を圧倒してる。黒衣の部隊も蹴け散ちらした！　すごい力だった。すごい……」

　と、なにか考えたくないものを思い出してしまったように身震いしてから、続ける。

「もう包囲はない。逃げよう。フリウ？　大丈夫、ベスポルトはちゃんと生きてる……」

「生きてる……」

　呆ほうけて、フリウは繰り返した。

　身体が凝こり固まっているというのに、力が入らない。

　これで、もとにもどった。

　なにか致命的な変化を垣かい間ま見みた。そのさむけから、なんとか暖だんを取ろうと前に進み出て──

　彼女は足を止めた。

　約束がある。

　今日、ひとり死ぬという約束。

　そして明日、またひとりが死ぬ。

　再び、フリウは理解した。

　明日死ぬのは、このふたりのうちどちらかなのだ。

　立っていられたのは、そこまでだった。

「嫌いやだ……もう嫌だ！」

　泣く資格もないはずの少女は、大声で泣き出した。







　第六章　ベスポルト・シックルド

　　　　　　（契約者の告白）







「……生きているのか？　これは」

「さあ。だが無む傷きずだ。あの炎の中で……どうなってるんだか」

「だいたいどうしてこんな娘むすめがここにいるんだ？　避ひ難なん命令が出ていたはずだろうに」

　眼めが覚さめる一いつ瞬しゆん前に、光を見ることがある。

　とても白く、なによりも白く、そしてすぐに消える。暗くなって自分が眼を閉とじていることに気づき、そしてまぶたを開けなければと思うことになる。そして目覚めがある。

　その手順は毎日、毎朝繰くり返される通常の寝ね起おきとは、多少違ちがう──厳きびしい訓くん練れんの中、水をかけられながら飛び起きる中でこそ味わう。そういったものだった。頭痛がする。鈍にぶい痛みに身体からだ中が膨ふくれあがっている。すべてが遠く、手がとどかず、吸すう空気の一ひと欠片かけらも自分の思い通りにはならない。無力感の中、ざわめきが耳に入る。それを締しめ出すこともできない。

「……またこの娘か」

「……はい。マリオ・インディーゴです」

　何度も何度も、この虚うつろな暗がりで耳にしたやり取り。彼女が闇やみでもがくたび、誰だれかが言う。

「またか」

　そして誰かが答える。

「マリオ・インディーゴです」

　彼女は叫さけぼうとするのだが、肺はいが縮ちぢんでいるために声が出せない。腹ふつ筋きんが裂さけているためになにも言えない。脳のうが沸ふつ騰とうしているために息しか吐はけない。

「なんだぁ？　誰がいたって？」

　わたしのせいではないんです。わたしのせいではありません。

「いや、焼け跡あとから娘が出てきて……いや、怪け我がはしてない。だが念のために医者を呼んでくれ」

　わたしの精せい霊れいを返してください。カリニスとエングはわたしに従したがいます。わたしの精霊がいれば、わたしは帝国のために戦えます。

「女なら、例の指名手配の奴やつらとは違うのか？　まだ捕つかまってないっていうぞ」

「いや、違う。両眼ともあるし、赤い髪かみでもない……」

　と──

　マリオは、不意に目覚めた。なにも見えないのは、妙な男に両まぶたを無む理りやりに押し広げられていたせいだった。労働者らしい身体の大きい男が、彼女を抱だきかかえている。反射的に声をあげて、マリオは手足を振り回した。男の胸を突き飛ばし、なんとか転がり落ちる。

　尖とがった瓦が礫れきの上に落下して、並ならない痛みを覚えながらも、彼女はそのまま転がって男たちから距きよ離りを取った。見回す。破は壊かいし尽つくされた街並みは見覚えのあるものだった。倒とう壊かいした建物はひとつやふたつではない。この区画を薙なぎ払った炎えん熱ねつの激しさは、飴あめのように溶けた石いし畳だたみの様よう子すでうかがい知れる。下町ひとつが巨大な拳こぶしで叩たたきつぶされたように抉えぐられていた。

　背はい筋きんに寒気──というより冷ひややかな刃すら感じながら、マリオは思い起こした。上空から見た、あの大破壊。不ふ落らく、不ふ滅めつの帝てい都とを打ち壊した精霊たちの激突。

「……そんな」

　自分の身体を抱きしめて、彼女はつぶやいた。自じ制せいを失わないための独ひとり言だった。

「わたしは、本当に敵かなわなかった……」

「おーい、無事なのか？」

　呼びかけてきたのは、先の男だった。突き飛ばされたことについてはそれほど気にしてはいないようで、心配そうにこちらをうかがっている。

　破壊跡を片かた付づけようと帰ってきた、このあたりの下町に住んでいた労働者だろう。三人いた。軍人ではなかった──あの破壊の中で軍人の生き残りがいたとすれば、彼女が生きていられたはずもない。

「大丈夫なのか？　お嬢じようちゃん──」

　その男に対して不快感を持っていたわけではない──だがマリオは彼の言葉は無視して両耳のイヤリングを外はずした。確認すると、水すい晶しよう檻おりの中には精霊の存在を示す緑色の靄もやは見られない。精霊たちは、近くに隠れていて彼女の呼こ集しゆうを待っているに違いない。カリニスとエングが近くにいることに関しては疑問の余よ地ちはなかった。

　息を吸い、そして呼びかける。

「カリニス！　エング！」

　と。倒とう壊かいした家屋の残ざん骸がいを押しのけて、巨大な金属の三角形が飛び出した。強力な振しん動どうを発し、すぐに彼女の背はい後ごに参さん上じようする。労働者たちが悲ひ鳴めいをあげ逃げていくのが見えた。だが、それに構かまっている場合ではない。

　身体の痛みとはまったく別種の、貫つらぬくような毒どくの苦痛を覚えて、マリオは顔を歪ゆがめた。彼女のもとに現れた鋼こう精霊は一体だけだった。

　眼を閉じる。こみ上げる涙なみだと胃い液えきを喉のどの奥に吞のみ込んで、彼女はうめいた。

「……そう。エングは……死んでしまったのね。そう……」

　かすり傷ひとつない──彼女がたった今地面を転がった分を別にすればだが──自分の身体を撫なでる指も震ふるえる。彼女が無事に済すんだのは、鋼精霊が守ってくれたおかげだろう。

　残った一体の鋼精霊、カリニスは当然なにも答えてはこない。彼らが浮ふ揚ように使う振動音は答えにはならない。マリオは首を左右に振ふってから、空を見上げた。赤みがかった空の色から、日暮れ前と推測する。

　マリオはカリニスへと向き直った。

「行きましょう、カリニス。復ふく讐しゆうするよりも先に、わたしたちはやらないといけないことがある。ベスポルトを捜さないと」

　やはりなにも返事しない鋼精霊を水晶檻に封じ込め、そのイヤリングを耳にもどしてから、マリオ・インディーゴは瓦礫の中を、身を隠すように歩き出した。




「……参まいったっすね。姉さん、あれから起きてくれないっすよ」

　ため息いきをつきながら部屋から出てくるファニクを、フリウは部屋の隅すみからじっと見ていた──彼女が腰を下ろしているのはそのアパートの入り口横で、誰からも遠い位置ということになる。特に意味があってそこを選んだわけではなかった。ただ、サリオンがその逆の隅、つまりファニクが出てきた奥の部屋への扉とびら横に立っていたのは、なにがしかの理由があるようには感じた。そこは彼女から一番遠い位置だった。

「ミズー・ビアンカが？」

　そのサリオンが聞き返す。と、ファニクは沈ちん痛つうな面持ちでうなずいてみせた。

「つねっても叩たたいても起きないっすよ。かなり極きよく限げんまでつねったっすよ。あ、起きた時にチクらないで欲しいっすよ」

「しないよ」

　疲れたように、サリオン。壁にもたれていた背を起こして、やはり深しん刻こくに顔をしかめている。

「ベスポルトはなんて言ってるんだい？」

「ああ、あのおっさんっすか」

　ファニクはどこか不ふ服ふくそうに自分が出てきた扉を振り向いてから、

「ホントに医者っすか？　詳くわしく診しん察さつするから出ていろって言われたっすよ。でも悪人面づらっすよ。なにか悪さでもするんじゃ──」

「父さんはそんなことしない。確かに……悪人面だけど」

　咄とつ嗟さに、フリウはそう口を挟はさんでいた。驚おどろいたように、ファニクの眼がこちらを向く。彼女は視線を逸そらして、どうしてわざわざ会話に参加などしたのか後こう悔かいした。

　このアパートは、あの騒ぎの後にファニクが手配したものだった。昼に破壊された下町に近いが、ここも影かげ街まちであるらしい──無む論ろん、歓かん迎げいされたわけではないが、彼はサリオンに貸していた紙し幣へいを取り返すと、それを使ってここの主あるじに匿かくまってもらえるよう話をつけたと説明してくれた。とはいえ、あれだけの騒動を起こし帝国兵も総そう出でで彼らのことを捜しているであろう現状では、それもどこまで隠れていられるものなのかは心こころ許もとないが。

　帝都を十区画にわたって破壊し尽くした戦闘の後、ミズー・ビアンカは眠ねむりについたまま目覚めなかった。そのために、夜になってもここから移動することもできずにいる。

　フリウが黙だまっているうちに、ファニクはこちらへの興きよう味みをなくしたのだろう。目覚めないミズーについてサリオンとなにやら話している。それを上うわの空で耳にしながら、フリウは自分のすぐ傍かたわらにある扉の隙すき間まを見つめていた。

　外が見える。夜の外気が忍び寄るように吹き込んできていた。乾いた木製扉の表面に、そっと後ろ手に触ふれる……

　と。

「出ちゃ駄だ目めだよ」

「…………⁉」

　いつの間にか近づいてきていたサリオンが、彼女の手を止めた。そのまま落ち着いた口調で言ってくる。

「ファニクの話では、帝都全域が警けい戒かい下かにあるらしい。脱出策が整うまでは動かないほうがいい」

「あたしは……」

　彼を見上げて、フリウは口ごもった。出ていくつもりなどなかったと言おうとしたのだが、言葉が支つかえる。

　その間に、サリオンが続けた。

「民間に被害はなかったとしても、あれだけの広範囲が精霊に蹂じゆう躙りんされたんだ……帝国兵の殉じゆん職しよく者しやも多かった。こうなると、帝都の威い信しんをかけてぼくらを捕とらえないとならないところだろうね」

「精霊使いがまた出てきたら、対たい抗こう手段がないっす」

「えっ？」

　唐とう突とつなことを言うファニクに、フリウは声をあげた。眼がん帯たいの奥にある自分の左眼を意識しながら、彼の答えを待つ。

「姉さんの精霊を封じていた水晶檻……あのぺらい板ばん金きんの猫ねこの絵が見つからなかったんすよ。できる限り探したんすけどね」

「そう……」

　フリウはつぶやくと、膝ひざを抱かかえ込んだ。そっと盗み見るように扉の隙間を気にかける。

（そういえば、スィリーはどこ行っちゃったんだろう）

　今ごろは、やはり街のどこかでフクロウに追い回されているのかもしれない。夜空でひとり、また愚ぐにもつかない独り言を続けているのかもしれない。

　精霊。精霊はいつも、わけが分からない。眼を閉じ、フリウは膝に顔を埋うめた。と。

「疲れたのかい、フリウ？　なら少し眠ったほうが──」

「嫌いやっ！」

　叫んだ声に驚いたのは、フリウ自身だった。顔を上げ、不思議そうにしているサリオンを見つめる。

「……眠りたくないの。大丈夫。眠くないし。今日は絶対に眠りたくないの」

「そうかい？」

　腑ふに落ちない様子ながらも、サリオンはそれ以上追及してこなかった。部屋の中を落ち着かずに歩き回っているファニクへと視線を転じ、サリオンは彼に告げた。

「なあ。気持ちは分かるけど、もうちょっと落着いてくれないか。これからどうするか、みんなで考えなくちゃならないのに」

「どうにもならないっすよ。俺たちゃ帝都の腹の中にいるんすよ。帝都をぶっ壊さないと外に出られないっす」

「随ずい分ぶんと簡単そうに言うんだな」

「簡単なわけないっしょ。なに言ってるんすか。正気っすか？」

　当然のように反論され、憮ぶ然ぜんとした面持ちでサリオンが会話を打ち切る。

　彼の呪のろいが通じたというわけではないだろうが、ファニクを背中から突き飛ばすように扉が開いた。ゆっくりと、父が──ベスポルトの大きな身体が、その扉の隙間から進み出てくる。

　ベルポルトは、身体に比べて小振りの瞳ひとみで室内を見回すと、自分が注目されていることを認め嘆たん息そくしてみせた。低く聞き取りづらい声で、つぶやく。

「……ミズー・ビアンカは心配ない」

「じゃあなんで声が暗いっすか？」

　即そく座ざにファニクが聞き返す。ベスポルトは彼のほうを見ないまま続ける。

「彼女は今、何者にも損そこなわれない状態にある。いつ眠りから覚めるのかは分からないが、少なくともそれまで、我々の誰よりも安全だ。彼女はとうとう……」

　なにかを付け足そうとしたらしい。だがそこで中断して、ベスポルトはかぶりを振った。その態度に苛いら立だったのだろう。不服そうにファニクは彼の横をすり抜け、奥の部屋に入っていった。ベスポルトも特に止めない。

　そこに、三人だけが残った。静かにたたずむベスポルトと、立ち尽くしているサリオンと。膝ひざを抱え込み、腕を震わせながらフリウは、そのどちらも視界に入らないようにうつむいた。時間が止まってくれることを祈る。それが無理ならば、むしろ時間が過ぎ去ってしまうことを。

（父さん……）

　彼女が声に出すより先に、ベスポルトの声が耳に触ふれた。

「フリウ」

　眼を閉じたかったが、それはできなかった。声に引きずられるように彼の姿を見やる。数か月──別離からの数か月で、父の姿はやつれ果てていた。眼の周りは暗く落ちくぼみ、髪にも髭ひげにも白いものが混じっている。服の下がどうなっているのか分からないが、左腕を動かそうともしていないことは傍はた目めにも知れた。その変へん貌ぼうはどれもしばらく離はなれていたことによる錯さつ覚かくなのか、それとも見たままなのか。体格も一回り萎しぼんで映る。
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　だが声は変わらない。必要以上に押し殺された、父の声音。

「フリウ・ハリスコー……どうして帝都にいるんだ」

「あたしは！」

「フリウは！」

　サリオンと同時に声をあげ、フリウは息を引きつらせた──隣となりで叫んだサリオンと顔を見合わせ、続けられずに口ごもる。

　と、サリオンだけが後を継ついだ。咳せき払ばらいしてから、

「フリウは……あなたを助けたいと思ってここに来たんです」

「来るべきではなかった」

「それが泣く子に言うことか！　あんた、フリウがどんな気持ちでここに──」

　怒ど鳴なると、サリオンは大おお股またで部屋を横切りベスポルトへと詰め寄っていった。

　と──

　彼が摑つかみかかろうとしていた手を払いのけ、ベスポルトがほんのわずか身体を揺すった。その一瞬だけ、元の大きな身体にもどったようにも見える。大男の伸ばした手がサリオンの胸ぐらを摑み上げ、片手だけで宙に吊つり下げる。

「わたしはな！　正直に言おう──貴き様さまをぶちのめしてやりたい」

　まるでサリオンの身体を軽いもののように振り回し、壁に押しつけてから、続ける。こうまで顔を紅こう潮ちようさせ、激げつ昂こうした父はフリウも初めて見た。そのまま、ベスポルトは息を荒あららげる。

「お前だけではない。フリウを利用せんと帝都に追い立てた連中、すべてを細切れに引き裂さいてやりたい。リス・オニキス──あの腐くされた殺人狂はどこだ！」

「爺じいちゃんを悪く言わないで！」

　咄とつ嗟さに、フリウは叫んでいた。ベスポルトの動きが止まる。

「爺ちゃんは、あたしの命を何度も助けてくれたよ……あげくに爺ちゃんは死んじゃったんだ。爺ちゃんは一度も優やさしくなかったし、あたしをなにかに利用したかったのかもしれないけど、あたしを助けてくれたよ……」

　ベスポルトは動かなかったが、それでも彼の瞳が横目でこちらをうかがうのは見て取れた。我知らず、フリウは立ち上がっていた。なにも摑むものがないまま指を握りしめる。

「サリオンは……サリオンは、帝都に来るのはずっと反対してた。ここに来ようって言ったのはあたし。あたしの意志で、ここに来たの。だから、サリオンを放して……」

　大男が手を放すと、サリオンは尻しり餅もちをついて床に落ちた。よほど強く握りつぶされたのか、気き管かんを押さえて激しく咳せき込んでいる。

　振り向いた父は、以前にも見た顔にもどっていた。髭ひげの奥おくで黙だまり込み、なにも語らない父の顔に。

　とはいえ、無言ではなかった。

「フリウ、わたしの手紙は……」

「読んだよ。でも、遅かった」

「お前はここに来てはいけなかった」

「だったら、父さんだって」

　どうしようもなく、眼の奥から熱い痛みが押し寄せてくる。涙がこぼれるより先に、フリウは親指でまぶたを拭ぬぐった。

「父さんだって、ずっと村にいれば良かったんだよ……」

　ふと。

　再び眼を開くと、ベスポルトが歩き出していた。雪の中を進むように慎しん重ちような足取りで、殺さつ風ぷう景けいな床の上を踏みしめる。次し第だいに近づいてくる父の姿に、フリウはうなだれた。ベスポルトの厳しい顔はなにも語らないままに距きよ離りを縮めてくる。

　その大きな手が、緩ゆるやかに上がり──

　扉に触れた。

　ようやく、フリウは気づいた。父は彼女に近づいてきたのではなく、扉に近づいたのだ。彼がつぶやく。

「外で話そう」

「なにを馬ば鹿かな──」

　抗こう弁べんしたのはサリオンだった。ベスポルトの突とつ拍ぴよう子しもない提案に呆ぼう然ぜんとしている。

　父は肩かた越ごしにサリオンのほうを向きやると、告つげた。

「恐らくわたしは今のところ、どこにいても安全だ。そして危険ならば、どんなに注意しても意味がない。そういったものと、わたしは戦っている」

「意味が分からない」

　サリオンの指摘も、ベスポルトは首を振って取り合わなかった。

「ミズー・ビアンカの傍そばにいれば、君は心配しなくていい。今は何者も彼女を傷つけられない」

「だから……」

　まともな説明をサリオンは求めようとしたのだろうが、ベスポルトにそれ以上のことを言うつもりがないのは明白だった。彼の存在をまったく無視して、父はフリウへとつぶやいてきた。

「フリウ。お前を苦しめたのは、ほかの誰でもない。わたしだ」

「父さん……？」

「それを償つぐなう方法は、わたしにはない。それでも聞いてくれるというのなら、お前に話しておかねばならないことがある」

　父が開きかけている扉は、その隙間を大きくし、吹き込む夜気も強いものとしていた。その気配にか──あるいはもっと別のものに対してなのか。フリウは悪お寒かんを覚えつつ、その冷気の中に立つ父を見上げた。

　遠く離れ、思い出すこともなかった風景が見えた気がした。硝しよう化かの森。父と彼女、ふたりしかいない森の風景。

「うん。あたしも父さんに話さないといけないことがあると思う」

　つぶやくフリウは、既すでに扉の外へと向き合っていた。




　外の風は、思っていたほど冷たいものではなかった。一度、硝化の森に吹く風を想像してしまったせいかもしれない。前を歩く父。揺れる背中の向こうから聞こえる声を待つが、父は無駄な言葉はしゃべろうとしない。

　影街は、あるいは硝化の森に負けないほどに静かだった。窓に灯あかりはなく、外を出歩く者もいない。警けい戒かい下かにあるというのなら当たり前なのかもしれない。毎夜こうであったとしても、それもまたおかしいこととは思えなかった。

　夜の道。木立の影は夜空の色と溶とけ合い、ひとつの闇と化している。星の輝きだけがそれを隔へだてていた。ただ漆しつ黒こくの影と、星の散りばめられた空。それは大きく違うのか、それとも同じものなのか。

「あたしね」

　自然と、フリウは声をあげていた──懐なつかしさすら感じていた。静かな場所。そして父の背中に話しかける。それは数か月ぶりに感じた日常だった。

「あたしね……あたしね。さっき、あたしのことすごく憎にくんでる人に会ったよ」

　やはり、父は答えない。

　だが立ち止まった。フリウもまた足を止め、あとを続けた。

「でもあたしはその人のこと、全然知らないの。考えてみたらさ、きっと村の人たちだって、八年間ずっと、その人と同じくらいあたしのこと憎んでたんだね。サリオンも」

　と、息を吞んでうめく。

「サリオンは優しいからなにも言わないけど、あたし、サリオンの仕事もめちゃくちゃにしちゃったんだ。知ってた？　八年前にね、あたしの村に来た警けい衛えい兵へい、サリオンだったんだって」

「フリウ……」

「父さんは手紙で、村の人はいつかあたしのこと許してくれるって言ってたよね。そうなのかも。あたしが、八年前のあたしのままでいたら、そうだったのかも」

　振り向いた父の顔に、胸を潰つぶしそうになりながらフリウは声をあげた。自分がなにを言っているのかは、頭では把は握あくできないながらも身体が知っていた。考えずとも言葉は紡つむがれていく。

「でもね、あたしは選んじゃったの。変わっちゃったの。あたしは、自分の意志で精霊を解放できるようになって、精霊使いになるって──」

　詰め寄るつもりで出した足は、暗がりのせいか目もく測そくが外はずれてつまずいた。よろめきながら、彼女は続けた。

「あたし、それがどういうことなのかも分かってなかった！　自分の意志で制せい御ぎよするってことは、これからはあたし、壊すものを自分で選んでいかなくちゃいけないんだって」

「精霊は制御できない。精霊を意のままにできるなど、まやかしだ、フリウ」

「でも！　それをするのが精霊使いなんでしょう……あたしは、精霊使いなんだよ」

　鼻をぐずつかせながら、それを言う頃には父に触れられるところまで進んでいた。両手でベスポルトの服を摑み、フリウが見上げると──父は、厳いかめしい顔をさらに険しくしかめ、聞いてきた。

「なにか壊したいものがあるのか、フリウ」

「ある」

　フリウは即答した。

「それを壊さないと。でないと……明日には父さんかサリオンが死んじゃうの。なんでかは分からないけど、きっとそうなの！」

「精霊アマワは謎なぞの存在だ」

　その名を出していないというのに、彼はそれをつぶやいた。

「誰にも、なにも分からない。ただひとつ、それは御み遣つかいであり、御遣いの言葉を投げかけてくる。奴は御遣いを自じ称しようするが、何者からの遣いなのか。それは明かさない」

　ベスポルトは言いながら、わずかに右手をあげた──なにをするのか、フリウには一瞬分からなかったが、父の無ぶ骨こつな手が自分の肩に触れて、ようやく気づいた。彼女を抱き寄せようとしているのだ。

　彼女が今までどれだけ甘えようとも、父はそんなことはしなかった。震えながら、フリウはベスポルトにしがみついた。凍えるほどに寒気がする中、湿しめった吐と息いきが父の服に吸い込まれていく、その温ぬくもりに頰ほおを埋める。

「父さんを召しよう喚かんした運命っていうのは……それのこと？」

「わたしがそれを初めて見たのは八年前、この帝都でのことだ。わたしは精霊アマワとの契約者になった」

「あたしと会う前のこと？」

「そうだ。リス・オニキスを責せめる資し格かくなどわたしにはない。ほかの誰よりもわたしが先に、お前を利用しようとしたのだ」

　父の声に苦く渋じゆうが混まじる。

　その痛みを自分も感じて、フリウは服を摑む手に力を入れた。

　ベスポルトの手も、わずかに重さを増したかと思えた。続けてつぶやいてくる。

「精霊アマワを滅ぼす力を求め、辺へん境きようをさすらっていたわたしは、お前に出会った。最古の精霊。最強の精霊。破壊精霊ウルトプライド。八年前、お前の村の悲ひ劇げきに立ち会い……わたしは歓かん喜きしたのだ。まさに卑ひ劣れつな男なのだ、わたしは」

「父さん……」

「機を見てお前を帝都に連れて行き、破壊精霊を解放してアマワを討うつ。わたしの計画は単純なものだった。両親を失って鬱ふさぎ込んだ煩うるさい子供の機き嫌げんを取りながら、わたしは──お前は愚おろか者だ、フリウ」

　唐突に、彼は話を変えた。

「お前は愚かで、わたしの計画以上に単純だった。相手の邪悪さを見抜きもせずに、やがてわたしを父と呼ぶようになった。わたしは……恥はじ入った。恥はじを知った」

　やはり同じく唐突に、ベスポルトは腕を伸ばした。身体から突き放される形になったフリウが彼を見上げると、ベスポルトは飛礫つぶてにでも耐たえるように顔を伏せた。

「お前を巻き込んだのはわたしなのだ。わたしが関かかわらなければ、お前がこんな思いをすることはなかった」

「でも、あたしは父さんがいなくちゃ嫌だ。リス爺ちゃんにだって死んで欲しくなかった。サリオンとも、ずっといっしょにいたい」

　引き離されて、それでも両手を伸ばしてベスポルトに触れようとしたが、彼女の短い腕ではとどかない。

　父は肩からも手を離し、告げてきた。

「迎えが来た」

「え？」

　ベスポルトの言葉が意味していたものは、すぐに知れた。彼の背後──巨体のせいで、横をのぞかなければ見えない背後に、現れた人影があった。知らない顔ではない。少女だった。

　夜風と影と夜空と闇。そこに溶け込む黒髪の少女。マリオだった。話の聞き取れない離れた場所から、じっとこちらを見ていたらしい。一見、昼間に出会った勝ち気な娘とは別人のようでもあった。

　暗く、冷たく、こちらを見据えている。本当に運命の案内人だったとしてもおかしくはないほど、冷ややかに。

　ベスポルトの嘆息が、夜気の中に白く渦うず巻まいた。

「わたしは……このまま行かねばならないようだ。精霊アマワと、この帝都とを決別させる。今、契約者の中で奴と戦う意志を持てるのはわたしだけだ。お前はこれを止めてはならないよ、フリウ」

「あたしも行く──」

　フリウは乗り出そうと前進しかけたが、父の手がそれを制止した。はっきりと拒絶して、かぶりを振ふる父の顔が見えた。

「償つぐなう方法はないが、わたしはそれをしなければならない。死にはしない」

　こちらの反論を待つことなく、続けてくる。

「お前がわたしに死ぬなと言ってくれたのだから、死にはしない。だから、わたしを信じてくれ」

「父さん」

　ほかになにも言えず、フリウはつぶやいた。呼びかけに応じることなく、いや応じてのことか、ベスポルトは夜空を見上げるよう仕し草ぐさで示した。

　遠く、遥はるかな土地の上にまで広がる夜空。どこまでも同じ空。

　彼は言葉を紡ぎ続ける。

「すべてが終わったら、どうしようか。国境を越えて、アスカラナンに……わたしは、氷海というものを見てみたいな。あの土地には素す晴ばらしい武ぶ術じゆつがあるらしいぞ。わたしは趣しゆ味みで武術を始めた人間なのだが、お前にそんな話はしたことがなかったかな」

　いつになく饒じよう舌ぜつな──どこまでも饒舌な父の言葉には、噓うそがある。それは感じていた。死にはしない。父はそう言った。そう約束してくれた。

（でも……それを、どうやって信じればいいの？）

　信じる方法はない。ただの約束。あまりにも頼りない。

　それでもフリウは言えなかった。なにも言えない。信じられないなどと言えない。

　自分の泣き声の隙間から、別のことをつぶやいた。

「これが終わった後のことなんて、あたし考えてなかった」

「考えなければならない。お前が誰かを愛するならば、死ねないということだ。先のことを考えなければならない」

　ベスポルトの言葉に、聞き返す。

「愛する……？」

「死ねないということが、即すなわちそれだ。どちらが先でもない」

「どうして……」

　後ろを向けようとしている彼に、フリウは問いかけた。

「どうして……父さんが精霊アマワを滅ほろぼさないといけないの？」

　夜風が木々を揺らした。

　それは不ふ吉きつな鳥の羽ばたきを思い起こさせ、フリウは身震いしてあたりを見回した。なにかに見つめられている。なにかに聞かれている。それは悪お寒かんだった。

　だがその寒風の中にあっても、ベスポルトの声は揺らいではいなかった。むしろ、不吉の中に調和しているようにすら思える。

「お前も、体験したのだろう。精霊アマワは未来を約束する」

　暗い空。暗闇。父もそこに溶け込もうとしている。フリウは追おうとしたが、足が進まなかった。

　声だけを聞かされる。

「それがどんな力なのかは分からない。だが精霊アマワとの約束は必ず果はたされる。まるで運命のようにだ」

「それが……契約？　契約っていうのが、それのことなの？」

　吹雪ふぶきに向かって叫ぶようなものだった。自分の声も聞こえない。実際、まともにしゃべれもしなかったのかもしれない──が、ベスポルトには聞こえたようだった。

　思い悩んでか、再び虚こ空くうを見上げ、答えてくる。

「奴との契約に関して、詳くわしく伝えることは難しい。だが簡単に言ってしまおうとすると、あまりの単純さに不安を覚える。今は時間がない……後者を選ぼう。奴は、契約者に世界の破は滅めつを約束したのだ」

「破滅……？」

「あることを証明できなければ、即ち世界の破滅。そして証明しようとし続ける限り、契約者には思し索さくの時間を永遠に与える……それが奴の突きつけた契約だ」

　まぶたを閉じたベスポルトの思い浮かべたものが、どういった光景であるのか。無む論ろんフリウには分からなかったが。

　再び見開いた時、その瞳には、先刻見せた憤ふん怒ぬの色がうかがえた。

「契約者の中には、それを歓喜して受け入れた者もいる。恐れた者もいる。わたしは、愚ぐ弄ろうされたと感じた。それは、最も大切なものを踏ふみにじる言葉だと感じた」

「なにを証明しろって言ったの？　精霊アマワは……」

　本当にその答えが聞きたいのか。自分でも確信はなかったが、それでもフリウは自制できなかった。

　訊たずねると、ベスポルトの怒いかりが消えた。

　そして、もっと静かな失望が取って代わる。

「心」

　それはただの吐息と変わらないほど、小さなつぶやきだった。

「心の実じつ在ざいを」

　それを言い残して。

　父は、ベスポルトは、夜道を去っていった。




　帝てい宮きゆうの中でその男は、部屋の灯あかりが消えるのをじっと見つめていた。

　この邸宅には彼を除けば、黒こく衣いしかいない──身の回りのことはすべて自分でするよりほかにないし、彼自身もそれを好んだ。

　真夜中を迎えようとする部屋の中で、机の燭しよく台だいから炎が消える瞬間を待っている。蠟ろうの最後の一ひと欠片かけらが、躍おどる火の中で弾はじけるのか。浮かぶのか。飛ぶのか。それを見とどけたことはなかった。少なくとも、記憶にはなかった。炎の色を見れば、否いや応おうなく思い起こされる記憶がある……認めよう、と彼は胸のうちでつぶやいた。炎は好きではない。自分はかつて、炎に恐きよう怖ふしたことがある。

　ベッサーリ・キューブネルラは息を止め、まとまるはずのない考えが流れるに任まかせた。ついに帝都に傷がついた。それは認めなければならない。彼が治めてきた帝都。完全なる不ふ死しの都。決して沈まぬ場所。

　その都に刃が抉えぐり込まれることを、止められなかった。

　灯ひが消えた。と同時に、執しつ務む室の扉が開く。

　彼は顔を上げなかった。誰が来たのかは見当がついていた──もとより口上もなしでこの執務室に入ってくるような存在は、この帝都にひとつしかない。帝宮を守る黒衣部隊が、触れることも、気づくことすらできない相手……

「契約者よ」

　それは、いつものように、誰とも言えない声で呼びかけてきた。

「覚かく悟ごはできているか？」

「いいや──する必要がないのでね」

　彼は否定して、笑えみを嚙かみ殺した。

　どのみちどう答えたところで、相手が聞いてもいないことは知っていた。実際こちらの言葉になど反応もせず、声が返ってくる。

「契約の場は、再び贖あがなわれるだろう」

「罠わなでも仕し掛かけたつもりか？　アマワ。だがお前にはなにもさせない。失うせろ、化ばけ物」

　毒づくと、彼は初めて来訪者のほうを見やった──が。

　そこには、もう何者もいない。閉とじた扉が、部屋で最も深い暗がりの向こうにあるだけだった。黒い天鵞絨ビロードに覆われた、巨大な絵かい画がのように。

　彼は、かぶりも振ふらずに視線をもどした。するべきことはいくらでもある。帝としての執務、それを後回しにしてでも。予定されているすべてのこと、ひとつひとつに手を打たなければならない。すべてを引き替えにしてでも叩きつぶさなければならない脅きよう威い。それが迫っている。

「だがな、アマワよ」
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　誰もいない執務室で、つぶやく。

「わたしは帝だ……引き替えにできるものなど、いくらでもある。地上の王なのだよ」

　戦いを恐おそれる必要はない。

　ましてや、覚悟など笑しよう止しだった。

　不死者の王は、椅い子すに座すわったまままぶたを閉じた。うたた寝してから、するべきことを始めればいい。







　第七章　トークン・レジスタンス

　　　　　　（帝宮の戦い）







「あ！　なんであんたが姉さんの部屋に入ろうとするっすか。受け入れられないっすよ。納なつ得とくしないっすよ」

「君がずっとうるさいからだろう。あの殺し屋が心配だなんだって同じことを何度も何度も──」

「だからってなんであんたが見に行くっすか。おかしいっすよ」

「君が見に行こうとしないからだろう！」

「駄だ目めっすよそんなの。姉さんが眠ねむってるところに入ったりしたら、すっげ怒おこられるっすよ。そりゃもうすごいっすよ」

「ああそうかい。ならほっとけばいいだろ」

「……でもちょっとだけ、たまに怒られてみたいなと思う自分もいるっすよ」

「知るか！」

　フリウが小屋にもどると、ずっと続いていたらしいそのやり取りが突とつ然ぜん途と切ぎれた──扉とびらの陰かげからこっそり覗くと、互いに摑つかみかかりそうになっていた男ふたりが、じっとこちらを見つめてきている。どうやら足音に気づかれてしまっていたらしい。

（スィリーはどこに行っちゃったんだろう）

　小屋に入る前に、背はい後ごの夜空を見上げてそんなことを思い出す。心配しているわけではない──あの人じん精せい霊れいのことであれば、どうせ、なるようになっているだろう。それでもスィリーを思い浮かべたのは、ファニクという男の言動が、どこか人精霊に似にたものを持っていると思い当たったからに他ほかならない。

「フリウ」

　呼よびかけてきたのは、サリオンだった。いつものように笑いかけてくる。

「……ただいま」

　その挨あい拶さつはおかしいように自分でも思えたが、ほかに適当なものを思いつけずにフリウはつぶやいた。小屋に入り、扉を閉しめる。彼女が視線を外はずした間に、サリオンがこっそりとため息をついたことに彼女は気づいていた。なにを聞けば良いのか分からないのは自分だけではないのだろう。

　ファニクは、なにか恨うらめしげな顔つきで、小屋の奥を見つめている──ミズー・ビアンカが寝ている部屋のほうを。

（考えてみれば、みんな誰だれも、スィリーに似てるのかもね）

　多かれ少なかれ。誰もがいい加か減げんなことを、思いつきだけで無関係に囀さえずっている。彼女の抱かかえる問題は、あらゆる他人にとって他ひ人と事ごとであり、自分もまたあらゆる出来事を他人事にしている。

　サリオンが声をあげた。

「ベスポルトは？」

「父さんは──」

　答えようとして、フリウは息から力が抜けていくのを感じていた。みじめに肩かたを落とす。

　なにかを察さつしたのだろう。サリオンは近寄ってくると、フリウを部屋の奥に入るよう促うながした。彼に背中を押されながら見上げると、彼はいつもの気弱な微び笑しようを浮かべていた。

「そこは隙すき間ま風が入るだろう？　中に入ったほうがいいよ」

　声に出して返事できる自信がなく、フリウは無言でうなずいた。押しやられるままに進む。ファニクは意を決したのか、なにやら悲ひ壮そうな面おも持もちで奥の部屋に姿を消した。

　サリオンとふたり、残される。咳せき込むようにフリウはうめいた。

「父さんは……行っちゃった。運命に召しよう喚かんされているって。父さんはそればっかり」

　うつむいて床を見やる。揃そろえた自分の膝ひざが、小こ刻きざみに震ふるえていた。

　頭の上から、サリオンの声が聞こえてくる。

「彼は、帝てい宮きゆうに？」

「え？」

　分からず、フリウは聞き返した。

「帝宮ってなに？」

「ああ、知らないのか。帝の住む……館やかただよ。この帝都にある。彼は昼間、そんなことを言っていたんだ。帝宮にいる、精霊だかなんだかを──」

「精霊アマワを」

　フリウが補ほ足そくすると、サリオンは驚おどろいたように瞬まばたきした。

「君は知ってるのか？　その話」

「父さんが説明してくれた……けど、あたしにはよく分かんなかった。分かんないよ」

　繰くり返す。立ちくらみにも似た目め眩まいを覚え、フリウは頭を抱えた。実際に倒たおれかかったのだろう──サリオンに腕を摑まれ、気がつくと彼が引き寄せた椅い子すに座すわり込んでいた。

　押し寄せる睡すい魔まを顔をこすって払い落とし、彼女は口を動かした。

「ありがとう……サリオン」

「やっぱり眠ったほうがいい、フリウ」

　彼の指摘が正しいことを理り解かいしていなかったわけではなかったが、フリウは否ひ定ていして首を振った。

　同じことを繰り返す。

「ありがとうサリオン。サリオンがここにいてくれて、本当に良かった」

「フリウ？」

　困こん惑わくしたのか、彼は肩に置いていた手を離そうとした──が、フリウはそれを両手で押さえた。足だけでなく、手も震える。身体からだ中が痙けい攣れんしていた。

「あたしは、サリオンの仕事とか滅め茶ちや苦く茶ちやにしちゃって……あたしのせいで、サリオンはつらいことばかりで。でもサリオンがいなかったら、あたしきっと、こんなこと考えるの耐たえられなかった」

「こんなこと？」

「父さんは明日、きっと死ぬの」

　いざ口に出してみると、その言葉は覚かく悟ごしていた以上に胃を締しめ付けた。

　痛みに歯を食いしばりながら、続ける。

「精霊アマワがそれを仕組んでる。父さんは、明日それを倒しに行くのよ」

「帝宮に……か」

　サリオンはまぶたを閉じて、考え込んだようだった。彼の手を放し──フリウは、自分の膝の上にうずくまった。

　うめくと、胃の痛みも和やわらいでいく。話せるほどに回復してから彼女は声を吐はいた。

「父さんは、それを運命って言ってたんだと思う」

「運命……」

「どうしてなんだろう」

　フリウはうずくまったまま上体をねじると、サリオンの顔を見上げた。

「それはどうしても避さけられないことなのかな。逃げようと思って逃げられないことなんてあるのかな」

　吐と露ろするだけ吐露すると、再び顔を伏ふせて彼女は頭を抱えた。と。

　視線を感じて、眼めを開く。サリオンの顔がすぐ横にあった。かがみ込んできた彼が、耳元に囁ささやいてくる。

「もし、どうしても避けられないのなら、それは事故でしかないよ、フリウ」

　彼の声はいつもと変わらず物静かだった。息づかいは震ふるえていても、それでも彼は言い切った。

「ぼくも……分かる気がする。そんなものは運命とは言わない。もっと危き険けんなものなんだ。人が、避けたくないと思って立ち向かうもの。むしろそれが運命なんじゃないかな」

「父さんは、自分しかそれに立ち向かえないって」

　跳とび起きて拳こぶしを固める。フリウはその拳を腿ももに押しつけ、叫んだ。

「どうして？　あたしにはさっぱり分からなかったけど、父さんは、世界の破は滅めつなんてものを阻そ止しするって言ってた。どうして父さんひとりだけでそんなのと戦うの。ほかの人はなにやってるの？」

　声は虚むなしく、小屋の中に響ひびき渡わたる。こだますらせずに消え失うせる。耳の中に残ったものは感情の残ざん響きようだけだった。

　フリウが見ている前で、サリオンはかぶりを振ってみせた。

「ベスポルトは……世界のために戦うのかな？　違うんじゃないかな」

「え？」

「でもフリウ。君のために戦うのだとしたら。確かに、それは彼にしかできないことなのかもしれない」

　彼は決然とそう告げてくると、立ち上がった。それについて、フリウも椅子を蹴けって身体を持ち上げようとするが──体力がついてこない。昼に暴れすぎた膝が、どうしても伸びようとしなかった。

　結果として椅子だけ蹴る形で、つまずきながらフリウは床に膝をついた。だがそれでもそんなことには構かまっていられない。

「ならあたしは、父さんを助けたい！」

　声をあげ、立とうとする。

「あたしの力を使って、父さんを助けたい。あたしは──」

　なんとかサリオンに手を貸してもらって、立ち上がることはできた。触ふれていた手を離し、彼は唐とう突とつに背中を向けた。そのまま部屋の隅すみまで歩いていって、ファニクのものだろう鞄かばんを探り始める。

　なにかを取り出しつつ、サリオンは言ってきた。

「ぼくも彼を助けたい。それだけの借りが、あると思う」

　と、振り向いた彼の手の中に、毛布の塊かたまりがある。

「だけど、君はまず眠らないと。君がなにを恐れてるのかは分からないけど……どれだけ怖こわくても、戦うつもりだったら寝なくちゃ駄目だ。そうだろう？」

「……うん」

　サリオンが用意してくれた毛布で身体を包み込み、床に寝ころぶと、フリウはすぐ眠りに落ちた。

　夢ゆめを見たが、眼を覚ましても不ふ思し議ぎなほど平へい静せいだった。




　夜明け前の闇やみに紛まぎれ、帝てい都との街並みを駆かけ抜ける。恐きよう怖ふがなかったわけではないが、それは背後ではなく行く手にあった──正体も知れず忍しのび寄ってくる恐怖ではない。

「帝宮を守しゆ備びしているのは黒こく衣い部隊っすよ」

　小屋を出る前に、ファニクが簡単な説明をしてくれたことを思い出して、フリウは暗い道の先に黒くろ装しよう束ぞくの怪かい物ぶつを夢む想そうした。

「帝宮の周辺に行くのは難しいことではないっす。むしろ帝都でも一番治ち安あんの良い地区っすよ。帝宮周辺の森を見張りの兵が巡じゆん回かいしてるっすけど、それほど熱心ではないっす」

　どうして？

　彼女が問うと、ファニクは肩をすくめてこう答えた。

「うっかり者の兵士が、たまに帝宮に近づき過すぎて黒衣に殺されるっすから」

　まだ寝たままのミズーと彼を残し、サリオンとふたりだけで小屋を出た時には、ファニクは遠えん慮りよなく名残なごり惜おしそうに眉まゆを寄せた。

「きっとこれでお別れっすね」

　え？

　これも聞き返すと、彼は奥の部屋を示して、

「姉さんはもうここでの用事を済すませたみたいっすから。自分は姉さんが起きたらボスのところに連れて帰るっすよ。帰り道はいっしょじゃないっすよね」

　あの人はもう……戦うのを終わらせたの？

「戦えるわけがないっすよ。家族に裏切られたら、もう戦えるわけがないっすよ。だから俺が連れて帰って、俺たちのファミリーにするっす」

　そう……

（裏切られたんだ、あの人は）

　走り抜ける夜明けの街へと意識を引きもどし、フリウはつぶやいた。気温は低く、走りながらでも吐はく息の白さを見ることができる。

　ふたりとの別れはそんなものだった。きっともう二度と会うことはない。それは、すんなりと信じることができた。

「フリウ、待って」

　抑おさえた声で呼び止められ、足を止める。サリオンが道の脇わきに寄りながら手て招まねきしているのが見えた。

　ついていくと、彼はさらに小さな声で囁いてきた。

「まだ少し距離はあるけど。足音はまずいよ。慎しん重ちように進もう」

「うん」

　と、寒さむ気けに身震いしながら聞く。

「黒衣に見つかったら、どうしようか」

「どうしようって……」

　サリオンは絶ぜつ句くした様よう子すだった。だがそれでも、あとを続けてくる。

「どうしようもないよ。分かってるだろう？　黒衣と戦える人間はいないんだ」

「でも」

　抗こう弁べんしながらフリウは、眼がん帯たいに手をかけた。サリオンがさらに慌あわてて口を開く。

「駄目だよ。それこそ駄目だ。約束してくれ──君の言う精霊アマワとかいう奴やつに対してしか、精霊は使わないって」

「それは、分かってるけど……」

　言葉に窮きゆうして彼を見上げる。

「その約束ができないのなら、ベスポルトを見殺しにしてでもぼくは君を帝都から連れ出すよ。彼もそう望むはずだ」

　サリオンは断だん固ことした口調でそう言い切ると、こちらの同意を待った。フリウがうなずいてからようやく付け足してくる。

「どのみち、昨日……あの時に黒衣部隊は大おお勢ぜいが倒されたんだ。あのミズー・ビアンカに。全ぜん滅めつってことはないだろうけど、かなり数を減へらしてるはずだよ」

「なら、なんとかなるかもしれないね……」

　自分でも弱いと思える声こわ音ねで、フリウはつぶやいた。が、

（そんなわけがない）

　同時に、そう考えてもいた。

（黒衣は、大勢いるから怖こわいっていうものではないもの）

　黒衣が本当にどうにもできない相手ならば、たったひとりが残っているだけでも手も足も出ない。

　無言のまま帝宮への道を進む。フリウはいつしか黙もく想そうすらもやめていた。陽ひの昇のぼる時間までに間に合うように急せきながらも、警けい戒かいし歩いていく。

　やがて闇の中に、なお暗い影かげを見ることができた──遥はるか行く手。地上から盛もり上がるように膨ふくれた、半円の黒い拳。林だった。

　暗い中、眼を凝こらすとすべての木々が整せい然ぜんと並べられているのが分かる。公こう舎しやがひしめき合っているらしいこの界かい隈わいはもとよりひとけがなく静かだったが、林の中はさらに濃い静せい寂じやくが内圧を高めていた。指で突けば破裂するほどの硬こう質しつの静けさである。

（夜明けまで、あとどれくらいだろう）

　氷のように冷たい夜気を吸い、フリウは奪うばわれた体温を惜おしんだ。

（父さんは、いつここに来るの……？　それとも、もう来てるのかな）

　見回してもそれらしい気配はない。林へと進みかけたフリウの肩を、サリオンが引き留とめた。

「もう行くのか？」

「だって……このあたりって、朝になったら役人で溢あふれるんでしょう？」

　肩かた越ごしに振り向いて、答える。

「だから、隠れられる場所ってこの林の中くらいしかないと思うの」

「それもそうだけど」

　サリオンは煮にえ切らない様子でうめいたが、それでも今は静まり返っている街を見回してから意を決したようだった。

「確かにそうだ。街中は、朝まで待たなくても昨日の騒さわぎのせいで警戒厳げん重じゆうだろうし……それに」

「それに？」

　聞き返すと、彼は力無く嘆たん息そくした。

「それにもともと、ぼくらはとてつもなく無む謀ぼうなことをしようとしてるんだ」

　観かん念ねんしながら、林に入る。

　舗ほ装そうされた道から湿しつ気けを含んだ土へと足を踏ふみ入れて、なんとはなしにフリウは安あん堵ど感かんを覚えた。街がい灯とうから離れればますます足元は怪あやしくなるが、人工林はそれほど木々が密集しているわけでもなく、枝葉が星や月の明かりを完全に遮さえぎることもない。注意すれば張り出した根の形も、土の起き伏ふくも見て取ることができた。そして。

　息を吞んで、フリウは飛び退のいた。足元の小石にかかとを引っかけ、後頭部からサリオンの身体からだにぶつかる。彼の服の留め具に髪かみが絡からんで痛みを覚えたが、それを気にする余よ裕ゆうもなかった。

　サリオンも同じものを見ていたのだろう。そこに倒れた兵士の身体は、奇き妙みようなほどに胴どうが長かった──よく見れば、腹のあたりで輪わ切ぎりになって、わずかに離れて置かれているせいだと知れる。寒さに麻ま痺ひしていた鼻に悪あく臭しゆうがとどき始めた。体液と、腸ちようが両断されたせいでこぼれたのであろう排はい泄せつ物ぶつの臭においだった。

　確かめるまでもなく絶ぜつ命めいしている。といって、近寄って確かめる気になっていたというわけではない──なんとかサリオンにしがみついて倒れることを防ぎながら、フリウはあえぎ声を漏らした。

「な、なんで……」

「ごめんフリウ。離れても大丈夫かい？」

　と。サリオンは短く断ことわると、彼女を置いて死体へと駆かけ寄っていった。兵士の横にかがみ込み、警けい衛えい兵へいらしい手て際ぎわで簡単に確かめると、顔をしかめてもどってくる。

「刀かたな傷きずだ……と思う。身体を両断するような刀傷なんてものがあればの話だけど。とにかく傷口は鋭えい利りだった」

「だ、誰がこんなこと？」

　考えずに──というより考えられずに訊たずねる。サリオンが知っているはずもないと気づいたのは口に出した後だったが、彼は不意に顔色を暗くした。サリオンの陰いん鬱うつなつぶやきが、白く渦うず巻まく息とともに漏もれ聞こえてくる。

「……ベスポルトが？」

「まさか！」

　咄とつ嗟さにフリウは大声で否定した。暗い静せい寂じやくの中、不気味なほどに響き渡る。今まで足音にも注意して進んできた努力がすべて無駄になってしまったことに自じ責せきを覚えながらも、続いて浮かんできた想像に自じ制せいが利かなくなっていく。

「だって……でも……そんな」

　うめきながら思い浮かべていたのは、マリオ・インディーゴだった。彼女の鋼こう精霊ならば、これは容よう易いなことに違いない。

「考えていても仕方がない」

　と、サリオンが腰から警けい棒ぼうを抜いた。

「進めるところまで進もう。これは待っていてはいけない事じ態たいだと思う」

「う、うん」

　死体から視線をそらし、フリウは林の奥へと身体を向けた。が、また息を引きつらせてフリウは咳き込んだ。見間違いでなければ、またさらに一体、兵士の死体が転がっていた。位置からすると、仲間を殺されて逃げ出したところを襲おそわれたようにも見える。

　縮ちぢこまった舌したが、喉のどの奥でもつれた。

「なにこれ……」

　悪お寒かんがする。

　冷たい妄もう想そうが背筋を撫でた──考えられないことだが、ここまで街が静かなのも、警戒厳重であるにもかかわらず自分たちが帝国兵を見ることがなかったのも、すべて彼らが同じように皆殺しになっているせいではないのか……

　サリオンはやはり先ほどと同じようにフリウを置いて、新たに見つけた死体のほうへと歩き出していた。だが今度はフリウも小走りについていく。近づくにつれ、血臭への嫌けん悪お感かんは増していった。今度の死体は首がなくなっている。切断された首がどこにあるのか暗い中では分かりにくかった。知らずにその頭部を踏ふんだりすることのないよう祈りながら、フリウはサリオンの背中に追いついた。

「また一撃だ」

　驚きを含ふくんだ声で、彼がつぶやく。

「……ぼくが検けん死し医いだったら、もっと詳くわしいことが分かるんだろうけど。一撃で首を落としてる。なまじの達人にできることじゃない。精霊の力でも借りれば別だろうけどね」

「精霊」

「とにかく、奥へ行こう」

　促され、再び歩き出す。

　人工林というのは、月明かりに照らし出され視界の隅から脅おどしてくるような木々には事欠かない。朝あさ霧もやの中を彷徨さまよい、荒くなる息づかいに木の影もますます増長していく。

（お前らガキどもはいつもそうだ。眼がん前ぜんに実じつ在ざいする脅威には気づかず、ありもしない木の影にばかり怯おびえている）

　リス・オニキスがかつてそれを言ったわけではない──が確かに偏へん屈くつな老人の声で、声が聞こえてくる。

（前を見ているつもりで足元ばかり見ている。怯えるとそうなる。怯えがなくなれば、今度は上を向いて足元を見ない）

　あるいは、彼女の村にいた老ハンター、セヘクの声だったかもしれない。空そら耳みみはその正体だけを曖あい昧まいにしたまま反響を増やし、最後にはスィリーらしき声にまで叱しつ咤たされながらフリウは腐ふ葉よう土どを踏み越えた。

　やがて。

「あ……」

　空が明るくなっていることに気づいて、フリウは息をついた。間もなく夜が明ける。

　さらに、サリオンが声をあげた。

「あれだ」

　なにか見えない垣かき根ねでも取り払うように警棒を振ってみせる。

　彼が示したのは木々の切れ目だった──そこから土地が開けて、建物の一部が覗いている。近づいていくと、まるで待っていたように木造の邸てい宅たくが構えている。建物の裏手なのだろう。窓もない壁だけが続いていた。
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　道なき林の中を勘かんに頼って進んできたというのに、真っ直すぐに目的地にたどり着けたというのは相当の幸運だろう。思わずその幸運の裏切りを予感してフリウはあたりを見回した。なにもない。誰もいない。白く薄れた空に、建物も、増長する影の衣を脱いで実物大になっているようだった。もっとも、それですらかなりの大きさがある。

「……着いてしまったな」

　困ったようにサリオンが、つぶやくのが聞こえてくる。こちらの視線を察してだろう。彼は慌てて付け足してきた。

「いや、無事なのが悪いってわけじゃないけど。ここまで帝宮に近づけるなんて、ものすごく異常なことなんだ。特に、黒衣が出てこないなんておかしい」

「でも出てきたらおしまいなんでしょ？」

「そうなんだけどね」

　つぶやきながらサリオンは、警棒の先端で建物の壁に触れた──直接触れたら嚙かみ付いてくるとでも信じているような面持ちではあった。が、無論、なにも起こらない。朝露に湿った壁と軽い警棒とがぶつかる小さな音が生じただけだった。

「入り口はどこかな」

　どちらともなく、問いかける。

　あとを続けたのはサリオンだった。

「周りを回ってみよう……目印になるものもなさそうだし」

　と、歩き出す。

　ずっと保っていた緊張も、長く歩いていたせいで張りを緩ゆるめている。帝宮なる邸宅を見上げ、フリウは威い圧あつ感かんすらあるその建物にしばし見とれた。帝宮、そして帝などと言われても、感じるものがあるわけではない。この国の王などという存在があること自体、村では意識したこともなかった。

（ここに精霊アマワがいる……っていうのなら、その帝って人もなにか関係があるのかな。ないってわけないよね。ここ、その人の家なんだし）

　耳をすます。曲がりなりにも木々に囲まれ、もうじき夜が明けるというのに鳥の囀さえずりもない。物言わぬ死体のことを思い出し、フリウは身を竦すくめた。発想の迂う闊かつさを呪のろう。騒ぎの兆きざしでも察さつ知ちできないものかと思ったのだが、悲鳴ひとつがひとりの死なのだ──ならばなにも聞こえないほうがいい。

　否いな。

　思いついて、彼女はかぶりを振った。静寂は全員の死を意味しているかもしれない。

（父さんは……戦いに行くって言っていた。じゃあ、あれをやったのは父さんなの？）

　感情はそれを否定したが、代わりに思いつける答えもない。

　返答ではなく──

　耳に入ってきた音があった。言葉ではない。声ですらない。

「サリオン！」

　前を歩く彼の背中を摑んで、引きもどそうとフリウは力を入れた。実際には、彼女の膂りよ力りよくは役に立たなかった──のであろう──が、サリオンは逆らわずに飛び退のいてくれた。その彼が踏み込もうとしていた地面が、突然に震しん動どうする。

　震動、いや爆発だった。耳をつんざく振しん動どう音おんには良い思い出はない。もう今さら忘れることもできない、馴な染じみの音だった。

（この音が聞こえてきたら、絶対に──）

　フリウは身を固めて衝しよう撃げきに備そなえた。絶対に、吹き飛ばされてくるのだ。

　帝宮の外壁が粉こな々ごなに爆ばく砕さいした。建物の内側から激しい振動音を立てて銀色の人影が転がり出てくる。

　マリオ・インディーゴだった。鋼精霊を身にまとって鎧よろいにしている。彼女はすぐさま立ち上がると、帝宮の内側に向かって身構えた──こちらには気づいてもいない。厳しく、内側を見み据すえている。

　その表情で、分かったことがふたつあった。ひとつは、これは彼女が望んで飛んできたのではないということ。もうひとつは、その視線の先に彼女を吹き飛ばした相手がいるということ。

「マリオ！」

　フリウは呼びかけたが、鋼精霊の振動音にかき消されてしまったらしい。あるいは無視されたか。マリオは身体を前傾させると、突撃の姿勢を取ったかに見えた。

　が、その表情に狼ろう狽ばいが表れる。フリウも同時に気づいた。マリオの左腕に、銀色の糸が絡みついている。糸は帝宮の中から、マリオが睨にらんでいた方向から伸びてきていた。

　念ねん糸しだった。マリオがなにかを叫び、そして少女の身体は即そく座ざに甲かつ胄ちゆうの背中から弾はじき出された。刹せつ那な、その場に残った空っぽの甲胄が赤せき熱ねつし、溶よう解かいする。

　赤黒く変色し、溶けて飛ひ散さんする鋼の飛沫しぶきから慌てて後ずさりながら、フリウはマリオの行方を見やった──少女はひるみもせずに、やはりなにかを叫んだらしい。爆発した鋼精霊はその叫びに応こたえるように三角形へと変形する。ただ、ダメージがあったせいかかつて見たその形態より大きさをかなり減げんじていた。

　また、振動音。三角形の鋼精霊は一度高度を取った後、空中で旋せん回かいして帝宮の中へと突っ込んでいった。破壊音と激突に地面が揺れる。フリウが啞あ然ぜんとしている間に、マリオも姿を消していた。帝宮へと駆けもどっていったのだろう。

「な……なんなの？」

　もはや静寂などと呼べたものではない。振動音は急速に遠ざかりつつあった──それにあわせて戦闘音も。転んだままのサリオンに手を貸してから、フリウは破壊された壁の中を覗き込んだ。そこは回かい廊ろうになっていたようだった。通路そのものを両断する形で、向こうにある内庭が覗ける状態になってしまっている。疑いなくマリオは、庭から転がり出してきたのだろう。

　内庭といってもかなりの広さがあるらしい。外から見ただけでは一望できなかった。手入れさせた庭木も無む惨ざんに薙なぎ倒され、無事なものはなにひとつない。

　切り裂かれた床の尖とがった木片に気をつけながら、フリウは帝宮の回廊へと入り込んだ。鋼精霊の振動音は、また帝宮の向こうの端はしにまで飛んでいってしまったのか、もう聞こえない。耳を頼りに進むことはできそうになかったが、破壊跡を辿たどるのは簡単に見えた。内庭まで入ると、どこかで用水路が壊されたのか水が流れて泥どろだまりになっていた。

　庭の中央に、優ゆう美びな──だが堅けん固ごな館がそびえている。時とき折おりガラスが砕くだけ、屋根が散っている。戦闘は、今では建物の中で行われているらしい。

「サリオン、あそこに──」

　いっしょに入ってきたサリオンに言いかけて、フリウは顔をしかめた。サリオンの額ひたいから血が流れている。だが先ほど見た時には怪け我がなどしていなかったはずだった。

「どうしたの？　血が出てるけど……」

　訊ねると、彼も奇妙な表情を浮かべた。

「いや、なんか雨みたいなのが」

　彼は額の血をこすりながら回廊の屋根を見上げ、そして息を詰めた。

　フリウも同じく、悲鳴をあげた。屋根の上には死体があった。それは、外の林で見たものと変わらない。ただその死体は黒装束を身につけていた。

　死に顔は仮面に隠され、見えはしない。死因ははっきりしていた。首が半なかばまで切り裂かれている。四し肢しを広げ、薫くん製せいでも作るためにそこに干ほしているような格かつ好こうだった。

　死体は血を流し尽つくし、その血は回廊の壁を汚す黒い錆さびになっていた。壊れた用水路の水が、地面とその血が混ざることを阻はばんでいる。怪物の体液が自然にもどることを拒きよ絶ぜつされているようにも見えた。

「黒衣が……」

「死んでいる」

　ふたりで、ゆっくりとつぶやく。

　確認することは多くなかった。互いに顔を見合わせ、言い出すまでもなく館へと駆け出す。戦闘はまだ続いていた。

　玄関を探す必要はなかった──やはり壁が派手に破られている。

　迷わずに、フリウは踏み込んだ。いきなり回転しながら飛んでくる家具の砕さい片へんをかわして、中を見回す。

　惨さん憺たんたる有あり様さまではあった。家具は散さん乱らんし、無事なものはひとつとしてない。絨じゆう毯たんの上には窓や天てん蓋がいの破は片へんが散乱していた。ひっくり返されたソファー、床に落ちた絵かい画が、床を濡ぬらしている液体からは異い臭しゆうがした──アルコールだろう。見やると、バーの棚たなが切り崩くずされ倒とう壊かいしている。私し室しつのようだったが、転がっているのは黒衣の死体だった。少なく見積もっても三体。すべて斬ざん殺さつされている。

　扉も砕け落ちていた。サリオンを待たずに奥へと急ぐ。思考が混乱し、考えをまとめることができない。

（父さん……父さん？）

　悲鳴のない物音だけが館の奥から聞こえてくる。硬こう質しつのものが打ち合う音。かと思えば柔やわらかい物体が打ち据すえられる音。なにかがひとつ響くたびに、フリウは胸に手をやった。この破壊は──馴な染じみのあるものだった。精霊の蹂じゆう躪りん。

（精霊を暴れさせれば、こういうことになる。父さんは昔、あたしにそれを教えようとしてくれたんだから、自分だって分かってたはずでしょう？）

　館の中を進んでいく。どこも惨さん状じようは変わらない。そして最後、ホールに着いてフリウは足を止めた。

　結局は、館の最さい奥おうから入り込み、入り口まで駆け抜けてきたことになる。ホールには家具が少なかったが、天井の一部が崩ほう落らくして床を狭せまくしていた。瓦が礫れきの上に黒髪の少女が立っている。背中をこちらに向け、肩で息をしていた。その傍かたわらには三角形の鋼精霊が浮ふ揚ようし、微かすかな振動音を立てている。

　フリウの足音に反応したのは鋼精霊だったが、マリオもこちらに気づいていなかったわけではないだろう──気力を溜ためるように息を整えてから、フリウは呼びかけた。

「マリオ・インディーゴ……あなたがこれをやったの？」

　マリオは弁べん解かいも叱しつ責せさも発してはこなかった。ただ、こちらを向かないまま言ってきた。

「帰りなさい」

「なにを言って──」

　彼女の態たい度どに腹を立てたというより、事態が理解できないことが苛いら立だたしかった。嚙み付くように声を尖とがらせるが、マリオはあくまでも平静だった。平静で、冷たく、そして、肩越しに振り向いた表情は絶望的なまでに蒼そう白はくだった。こちらの声を遮さえぎって、早口に言ってくる。

「いいえ、急いでここを出なさい。わたしたちは罠わなにはめられたの。兄けい帝ていはここにいない。ベスポルトも帝を追っていった」

「……あなたは？」

　さすがに並なみ々なみならないものを察さつして、息を潜ひそめる。マリオは建物の、最も崩壊がひどい一角へと視線をやりながらつぶやいた。

「わたしは、あれをこの場に押さえるために残った。あなたたちも行きなさい」

　と、足元からなにかを拾い上げる。黒衣が持っていたものか、抜き身の剣だった。彼女はそれを確かめるように二、三度握にぎり直してから鋼精霊へと声をかけた。

「カリニス。休んで。それ以上やられたら再生できないでしょう」

　鋼精霊は数秒ほど、指示を拒きよ否ひしたようだったが──

　マリオのつぶやきに応じ、耳の水すい晶しよう檻おりへと封ふうじられた。

　その間にフリウは、彼女が注意していた方向を観察していた。壁が崩くずされているほかにはなにも見えない。視線をもどすとマリオはまだ剣を確かめていた。刃やいばに軽く指で触れ、真剣かどうかを試している。

　わけが分からず、フリウは声をあげた。

「あれって……なに？　なにと戦ってるの？　黒衣？」

「ここにいた黒衣部隊は全滅していたわ。わたしとベスポルトが来る前に」

　マリオは淡たん々たんと即答してくるが、怒いかり狂くるっているのも見て取れた。それが爆発せずに済んでいるのは、ひとえに──さらに大きな絶望感に苛さいなまれているせいだろう。

「……もうもどってきたようね。間に合わなかった。馬ば鹿かね。あなたたちはもう死ぬわよ。殺される」

　つぶやきながら──

　彼女がその瞳ひとみを、再びもと向いていたあたりへと据えた。同時に、フリウも背後から足音を聞いた。ただしこれはサリオンのものだった。息を切らせて、今追いついてきてくれたらしい。

　そちらへは一いつ顧こだにせず、マリオ・インディーゴが声を詰まらせた。泣き出しそうになっているのだ──と、フリウは不意に気づいた。それでも涙なみだは見せないまま、マリオが告げる。

「リス・オニキスの気持ちがようやく分かったわ……本当に、人の忠ちゆう告こくを聞こうとしない奴は腹が立つわね」

　その瞬しゆん間かん。音もなく。

　もうひとり、現れた者がいた。

　マリオが見定めるその一点から、虚こ空くうに湧わき出たかのように。気け配はいもなくホールに入り込んできたのは赤い髪の女だった。

　真しん紅くのマントで身体を覆おおって。血の色合いをした布の合わせ目から、細い刃やいばが突き出している。剣だった。赤い髪の剣士。フリウはさらに困こん惑わくした。

　背後から、サリオンが驚きよう愕がくの声をあげる。

「ミズー……ビアンカ⁉」

　違う。

　サリオンの叫び声を聞きながら、フリウは咄とつ嗟さに察していた。

　確かに似ている──同じ顔をしている。

　だが。

（違う……）

　フリウが思い出していたのは、あの殺し屋の眼まな差ざしだった。

　一昨日、自分の力が嫌きらいだと告げた眼差しだった。忘れられない、その瞳ひとみだった。言葉を紡つむぐ眼の輝かがやきと影かげをフリウは覚えていた。

　そこにいるものは、ミズー・ビアンカではない。たとえ姿が同じでも、彼女とは違う。

　刹せつ那な、マリオ・インディーゴが動き出した。雄お叫たけびをあげてミズー・ビアンカに似たその女へと突とつ進しんしていく。剣を構え、半はん身みから当たりをかける。だが気づけば、赤い髪の剣士はマントを揺ゆらしもしないまま位置を変え、彼女の突とつ撃げきをかわしていた。通り過ぎるマリオに一いち瞥べつすら与えず、剣士の視線はこちらを──フリウを見据えている。

　その剣士が、黒衣を殺したという。マリオの話を思い起こし、フリウはすっかり混乱した頭を抱え込んだ。

（どういう……こと？　黒衣よりも……精霊よりも強い人間？　そんなの、いるわけがない。それとも、人間そっくりなのに人間じゃないの？）

　人間ではない。

　それは、人間ではない。

　直ちよつ感かんする。フリウは剣士を見定めた。

「人じゃないのは精霊……精霊アマワ……」

　そのまま。

　フリウは頭に触れていた手を後ろに回すと、眼帯を引きむしった。水晶眼を見開いて両腕を横に上げる。前に出ようとしていたサリオンを押しとどめて彼女は叫んだ。

「不ふ愉ゆ快かいな物もの真ま似ねをするなぁ！」

　剣士が、笑い出す。

　その哄こう笑しようへと張り合うように、フリウは開かい門もん式しきの詠えい唱しようを始めた。







　第八章　フェアー・ゲーム

　　　　　　（帝都崩壊）







　赤い髪の剣士は躍おどる。

　砕くだけた天井、壁、柱の散さん乱らんする帝てい宮きゆうの中で、両腕を広げ剣を掲かかげ、真しん紅くのマントを翻ひるがえし、回るように躍る。

　フリウはそれを見み据すえていた。輝きとともに見開かれた左眼で。

　念ねん糸しによって紡つむがれた開かい門もんの儀ぎ式しき。この世の最も深い檻おり──水すい晶しよう眼がんが開け放たれるその恍こう惚こつに、表ひよう皮ひも肉も血液も、身体のすべてが沸わき立っていく。開門式を唱となえるのに考える必要はなかった。ただひとつの意志に従したがって、身体は勝手にその言葉を編あみ出していく。

　胃の下から、肺はいの隅すみ々ずみから、喉のどの内側から、溢あふれるようにこぼれ出すのは破は壊かいの言葉だった。世界の神しん髄ずいまで貫つらぬく、鉄てつ槌ついの言葉。

「──開門よ、成なれ！」

　間に合わないかと思えた。

　剣士は既すでに間ま近ぢかに迫ってきている。その剣がどこにあるのかは見えなかった。既に死し角かくから切っ先が近づいてきている。そのことだけは確信できる。

　見えない剣はまるで呼吸のように速すみやかに、自分の体内にある生命を刺さし貫つらぬいてえぐり出すのだろう。それも感じる。

（あたしは……殺される！）

　眼前にある、赤い髪の剣士。視線を合わせてフリウは叫んだ。

「でもお前も壊す！　精霊アマワ──」

　見合う剣士の双そう眸ぼうに──

　剣士の右眼に──

　フリウは、銀色の巨人が笑う姿が映うつるのを確かに見た。

　白銀の異形を右眼に注そそぎ込まれ、剣士の動きが止まる。

　動きは唐とう突とつだった。剣士は腕を畳たたみ身体をマントで包むと、そのまま後方に飛び退のいた──そして。

　一瞬前まで剣士がいたその場所に、銀色の柱が突き刺さる。

　衝しよう撃げきはただ一度だけ。たった一撃の拳こぶしが絨じゆう毯たんを粉ふん塵じんに砕くだき潰つぶし、床ゆかを粉こな々ごなに分解し、大地の深くまでも貫く。剣士の頭ず上じようから飛び降りた破壊精霊の背中を見ながら、フリウは衝撃に逆さからわず後ろに跳とんだ。平へい衡こうを失い転てん倒とうするが、それでも視線だけは正面から動かさない。
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　帝都の中ちゆう枢すう、帝宮の広間に立ち──破壊精霊ウルトプライドが上体を起こす。床に突き刺さった右腕を引き抜き、天になにかを差し出すように両腕を掲かかげ、破壊の王たる精霊は雄お叫たけびをあげた。

　そして炎に包まれた。

　突とつ如じよとして虚こ空くうから、炎をまとった巨大な獣が姿を現す。見覚えのある真紅の獣じゆう精せい霊れいは威い嚇かくの咆ほう吼こうもなく、ただ輝く紅ぐ蓮れんの光こう跡せきを幾いく重えにも束たばねて破壊精霊へと叩たたきつけた。

　気温が上昇し、細かく砕けた帝宮の破は片へんに次々と火が点ともる──眩まぶしい吹雪ふぶきのように、火の粉こが激しく渦うず巻まく気流の中、さらに烈れつ火かのごとく輝く巨人は突き上げた拳を強く固めた。

　だがその腕を振り下ろす寸前に、再び獣精霊は忽こつ然ぜんと姿を消す。炎もまた幻まぼろしのように消え失うせる。

　破壊の轟ごう音おんが静せい寂じやくへと転じた瞬間に。

　フリウは、確かに小さな音を聞いた。

　聞き取れたことが不思議なほどの、わずかな音だった。肩を叩くような、あるかなしかの合図。いや、合図ではない。

　跳ちよう躍やくだった。身軽な者が踏み出し、そして身体を押し上げる。

　破壊精霊の肩の上を飛び越えて、赤い髪の剣士がこちらへと滑すべり込んでくる、そんな小さな音だった。

　着地はさらに静かだった。空気を含ふくんで揺ゆれるマントの膨ふくらみのほうが、よほど煩わずらわしく思えるほどの。剣士の手に、剣があるのをフリウは認めた。今度は見える。見える位置から、彼女を真っ二つにするだろう。森で死んでいた兵士、帝宮で殺された黒衣たちと同じように、ただの一撃だけで。

（……勝てない……勝てないの⁉）

　自分の身体、意志、精霊、念ねん糸し──すべて加速する感覚の後方に置き去られて、ついてこない。あらゆる点で、眼前のこの剣士には追いつけなかった。

　が。

　剣士は剣を構かまえたまま、動かなかった。その遅れを待つように。

「…………？」

　分からずフリウは、息を吐はいた。

　そして剣士が、口を開く。

「わたしは……アマワではない」

「え？」

　と。フリウは肌はだに冷たいものを感じた。

　ただの恐怖感ではない──剣士の刃やいばが、まるで気配もなく彼女の脇わき腹ばらに触ふれている。剣は彼女の服を裂さいて、肉にまで達していた。

　傷の痛いたみに、フリウはうめき声をあげた。が、動くことも倒れることもできない。震ふるえるたびに、食い込んだ刃が傷を押し広げようとする。

　だが。

　フリウは、苦痛にだけではなく顔をしかめた。それまで感情らしいものを示しめすこともなかった剣士の顔にも、険けわしいものがうかがえる。それにも増まして奇妙なのは、剣士の構えだった──剣を両手で持つのではなく、左手は自身の右腕を摑つかんでいる。まるで、剣を振るう右手を左手で押さえ込んで止めているようにも見えた。

　実際に、そうだったのかもしれない。おかげでフリウの傷も皮一枚のところでとどまっている。

　剣士は焦あせるように声を喘あえがせた。

「アマワは、この世界にいない」

「………いない？」

　聞き返すフリウの問いには答えず、剣士は続ける。

「……わたしを……奪うばい返して。アマワから。わたしを殺して。早く……ミズー……」

　刹せつ那な、横よこ殴なぐりに銀色の拳が剣士を吹き飛ばした。視界から、剣士の姿が消える。

　背後から剣士を殴り飛ばした破壊精霊が歓かん喜きの声をあげた──

　何な故ぜか安あん堵どする気になれず、フリウは胸の中で罵ののしりながら閉へい門もん式を唱え出した。必死の思いで水すい晶しよう檻おりに封印を施ほどこすと、剣士が殴り飛ばされた方向を見やる。だが、そこには死体すら残っていない。

（……滅ほろんだ？　それとも消えただけ？）

　判断のつけようがない。それでも剣士の姿はもうどこにもなかった。

「……サリオン？」

　思い出して、彼女はもはや残っている部分のほうが少ない帝宮の広間を見回した。

「……マリオ？」

　サリオンを見つけるのに時間はかからなかった。騒そう動どうのあおりを受けたのか床に倒たおれ、気を失っている。怪け我がはないらしい──脇腹の裂れつ傷しようを押さえて、出血に汚よごれた自分の指にフリウはうめいた。深い傷ではないが、止血をしなければ動けそうにない。

　マリオの姿はなかった。今の騒ぎで瓦が礫れきにでも埋うもれたのか。捜すにはもっと時間がかかるだろう。おぼつかない足元に気をつけながら、フリウはなんとかサリオンの元に辿たどり着いた。

　それまでの騒ぎが噓うそだったように、帝宮は静まり返っている。フリウは床に散乱しているがらくたの中から象ぞう牙げのペーパーナイフを見つけ、それを拾い上げた。サリオンが気を失っていることを横目で確認してから、上着を脱ぬぐ。同じく落ちていた薄うす手でのカーテンを手に取り、ペーパーナイフの刃が立たないことに苛いら立だちながらも帯おび状じように裂いていく。なんとか包ほう帯たいらしくなったところで、フリウはそれを身体の傷口にきつく巻き付けた。清せい潔けつとは言い難がたいが、仕方ない。

　と、手当てが終わった頃にサリオンがうめき声をあげるのを聞いて、慌あわてて元のように上着を着込む。裂かれた脇腹を隠かくしながらフリウはサリオンの身体を揺ゆすった。

「サリオン……サリオン？　大丈夫？」

「……ううっ……」

　子供のように身体を丸め、額ひたいを押さえてサリオンがまぶたを開ける。眩まぶしさに表情を厳しくしてから、彼は口を開いた。

「なにが、どうなったんだ？　今の……」

「分からない。あたしにも」

　フリウはかぶりを振って、彼を促うながした。

「あの。サリオン。起きられる？　マリオを助けたいんだけど、瓦礫に埋まってるのかも……あたしひとりじゃ」

「誰が埋まってるですって？」

　と、聞こえたのはマリオの声だった。振り向くと背後に、黒髪の少女が立っている。やはり怪我をしているようではあったが毅き然ぜんとあごを上げ、彼女はあとを続けた。

「隠れて奇き襲しゆうしてやろうと思っていただけよ。あなた、あれを仕し留とめたの？」

　問われて、サリオンに肩を貸して身体を起こすのを手伝いながら、フリウはつぶやいた。

「……それも……分かんない」

「分からない、ですって⁉」

　マリオは冷たく叫ぶと、拾った剣を手に声を荒あららげた。

「じゃあどうしてそんなのんきにしているの。敵は、瞬まばたきする間にここにいる全員を殺せるのよ！」

「敵なのかな」

　困こん惑わくして、フリウはうめいた。サリオンの体重を支ささえて、傷に障さわる。

「なんだか、あたしを助けてくれたみたいだった」

「それがなんなの。あなたを助けたからそれがなんだっていうの」

　気短に怒ど鳴なりつけてくるマリオに気後れしながらも、フリウはなんとか抗こう弁べんした。

「でも、あの剣士は……悲しい言葉でしゃべったもの。あたしに。あたしはそれを、壊せないよ」

「……なに言ってるの？」

　訝いぶかしがるように眉まゆを上げ、その精霊使いの少女は自身の手の中の剣を睨にらみつけると──八つ当たりじみた手つきで忌いま々いましげに床に捨てた。そしてまったく同じ口調で、続けて言ってくる。

「これでベスポルトが殺されていても同じことを言えるかしらね。追うんでしょ？　彼と帝がここを脱出してから五分と経たってない。追いつけるわよ」

「五分？」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたのはサリオンだった。

「ということは……」

　信じられずにうめく彼に、マリオが鼻で笑って答える。

「ええ。帝宮の黒衣は本当に一瞬で蹴け散ちらされたのよ。あなたも昨日の戦いは見ていたんでしょう？」

　サリオンは答えず、顔をうつむかせただけだった。しばらく待って、彼はこちらへ向き直るとフリウに言ってきた。

「フリウ、ぼくはひとりで歩ける。ベスポルトを追おう。急いだほうがいい」

「う、うん……」

　言われてサリオンから離れ、小走りに駆かけ出す。マリオは既すでに数歩先を、負ふ傷しようした身体を引きずりながら進んでいた。

　帝宮を取り囲かこむ壁はとっくに倒とう壊かいし、今はもう無む惨ざんな跡地でしかないこの邸てい宅たくから出るのに通路を選ぶ必要もない。傷の痛みを顔に出さないよう苦く心しんしながら、フリウは先を急いだ。

（いったい、なにがあったの？）

　胸中の問いかけに──

　囁ささやきが答えた。

「……絶対殺人武器アストラ・ビアンカを使って、ベッサーリ・キューブネルラは宿敵ベスポルトと、あと君を殺そうとした」

「…………っ⁉」

　息を止め、フリウは急制動をかけた。もう帝宮からは出て、周囲の林に入っている。枯かれ枝を踏む音が、拍ひよう子し木ぎのように響き渡った。

　囁きは、まだ続いた。

「絶対殺人武器が来れば、帝宮と黒衣部隊が壊かい滅めつすることを覚悟の上でだ。なるほど。彼は天あつ晴ぱれな王だ。きっと、これでわたしをも殺せると思っていたのだろう……」

「精霊……アマワ！」

　根こん拠きよもないが直感し、フリウは叫んでいた。見回すが姿はない。不思議そうにこちらを見るマリオとサリオンの表情だけが見えた。

「……あたしにしか聞こえないの？」

　訊たずねるわけではないが、つぶやく。

　林は殺人現場にも劣おとらない静けさで、その囁きを邪じや魔まするものはなにもない。マリオの叱しつ責せきも、サリオンの怪け訝げんな眼まな差ざしも、唐とう突とつに意識の外に押し出された──ふたりに囁きが聞こえないように、フリウもふたりの感情から遠ざかる。

　囁きだけが耳に入る。

「こちらだ……わたしはこちらだ。フリウ・ハリスコー」

　聞こえてくる方向が分かったわけではない。

　それでも、フリウは自らの意識が強ごう引いんに一方向に引きずられるのを感じていた。精霊アマワが存在する方向──念ねん糸しが勝手に触ふれるように、そこへと引き寄せられる。

「契約者ベスポルトが死ねば……契約は君が相そう続ぞくすることになるのか？　フリウ・ハリスコー……」

「黙だまれぇっ！」

　フリウは一いつ喝かつすると、身体ごと向きを変えた。囁きが示した方向。その一点を見み据すえ、叫ぶ。

「こっち！　こっちに、父さんもみんないる！」

　噓うそをついたつもりはなかった──ただの直感ではあったとしても。精霊アマワはそちらにいる。そしてきっと、ベスポルトもそこにいる。

　そのまま、駆け出す。転ころがる鞠まりのような全力疾しつ走そうだった。弾はじけ、転てん倒とうし、ぶつかりながら手足を振り回して進んでいく。もはや林も静けさも、腐ふ葉よう土どに血を染しみさせる無数の死体のことも、頭からは消し飛んでいた。赤い髪の剣士のことも。あるいは、サリオンとマリオのことさえも。

　──心の実在を。

　囁きもまた意識から追い払い、思いの中にこだましていたのは父の言葉だった。ベスポルトが最後に発した言葉。精霊アマワが契約者たちに課かした言葉。

　心の実在を証明すること。

（そんなものが見たいのなら、あたしの心を見せてやる！）

　見えざる敵へ向けて、突きつける。

（あたしがあんたになにをしてやろうと思ってるか、いくらでも見せてやる！）

「そんなことでは証あかしにならぬし、わたしを壊しても意味はない……わたしは御み遣つかいだ。これは御遣いの言葉だ」

（うるさいっ……！）

　もはや囁きには耳を貸さず、走り続ける。

　と。

「それで──」

　行く手から、それまでの囁きとは違う声が耳に入った。思わず足を止め、前方にあった木の陰に滑すべり込む。

「それでお前は、どうするつもりなのだ──余よを殺すか。それでどうなる。それでお前の、どの望みが叶かなうというのだ」

　声には疲労が感じられないでもないが、だからといって落ち着きを失っているわけでもない。その声の堂々とした威い風ふうに比べれは、続けて答えた別の声は幾いく分ぶんくぐもって聞き取りづらかった。

「帝ていよ……わたしはあなたのお命など欲しくもない。だがわたしがあなたを脅おびやかせば、あなたは精霊アマワを呼ぶでしょう。奴やつの望まぬタイミングで」

（父さん！）

　フリウは危あやうく声をあげそうになりながら、隠れている木の幹から顔を出して会話の主ぬしらを覗き込んだ。すぐ近くとは言えない──十数メートルの距離はあるところだろう。ベスポルトともうひとり、見知らぬ男が立ち会っている。まだふたりとも彼女には気づいていないらしい。

（あれが……帝？　王様？）

　ベスポルトに比べればやや小こ柄がらといえるが、それでも並の男よりは大きいだろう。険けん悪あくな形ぎよう相そうで、指さすように腕うでを突き出すと、

「ふん。お前は、あの化け物を侮あなどっているのか。お前がそう考えること自体、奴の仕組んだことでないと誰が言える」

「それでも、奴が自ら出てきた時では……奴は倒せぬのです！」

　ベスポルトが一歩進み出る。

　帝と呼ばれる男が笑い出した。

「ならば、奴は出てくるまいよ！　余が死ぬ。あるいはお前が死ぬ。ただそれだけだ」

「いいえ。アマワは出てきます。奴は約束を破らない。ウルペンがわたしに言った通り、契約者は死にません。あなたが契約者であろうとする限りは決して」

　聞きながら──

　足音を立てないようにフリウは少しずつ足をずらしていった。

　気づかれずに近づくことができるか。観察して、フリウはそれが容よう易いそうだと悟さとった。父と帝は口論に夢中になり、周囲にまったく気を配くばっていない。

　ついでに、フリウはまたあたりを見回した。サリオンとマリオの姿が見えないことに驚きを覚える。マリオはどうか分からないが、サリオンならばまさかフリウの足についてこられないことはないだろうと思っていたのだが。

　それでも、はぐれた。

（どういうこと……これも、精霊アマワとかの力なの？）

　だが、それを訝いぶかる間もなく、帝がまた声を荒らげるのが聞こえた。

「それならば、死ぬのはお前ということだ、ベスポルト！」

「いいえ、帝よ。わたしは奴を倒すまで契約者であり続けるでしょう」

　静かに返答するベスポルトに、帝が笑みを浮かべる。

「……お前に野心があったとは驚きだな」

「わたしが契約者であることをやめれば、それを相そう続ぞくするのはわたしの娘です。ならばわたしは、死ぬわけにはいかない」

（父さん……）

「あなたやわたしはいい……だが、精霊ごときにあの子の心を愚ぐ弄ろうさせるものか」

（父さん！）

　つぶやいて飛び出しそうになり──だが不意に、フリウは踏みとどまった。いけない。ここに来るまでに聞いた囁きを思い出す。

（駄だ目めだ。あれが精霊アマワの声なら……あいつが、あたしをここに案内したんだ。きっと、父さんのことを邪魔させるために）

　ならば出てはならない。

　あるいは……

　木の陰に再びもどって、確認のために自答する。

（父さんの考えている通り、ここに精霊アマワが現れるなら、それを壊こわすのはあたしの役目だ……）

　息を吞のむ。父と帝とは、互いに今にも飛びかからんばかりに拳こぶしを固めている。隠れながら、フリウは力を溜ためるように眉み間けんに力を入れた。一瞬たりと見逃してはならない。すべてを見定め、適切な一瞬、適切な位置に適切な手を打たなければならない。

（自然と、爺じいちゃんみたいなこと考えてるね、あたし……）

　胸の下に痛みを覚え、両手で押さえる。ただ呼吸をしているだけでも傷の痛みは意気を挫くじこうと疼うずき続ける。

　念糸で父を援えん護ごするべきかとも思いつくが、やはり痛みの中で断だん念ねんした。集中することが難むずかしくなっている。最も大事なことは、帝を傷つけることではない──精霊アマワを倒すには、必要な一瞬で確実に開門式を唱となえなければならない。その時に備そなえ、全身全霊で集中しておく必要があった。

　眼を閉とじる。

　左眼だけを開いたまま。

　ゆっくりと……胸きよう中ちゆうで何度も繰り返し、唱え始める。

「通るならばその道」

　一言ごとに息をつく。この声は、帝には聞こえないが父には聞こえている──脈みやく絡らくもなく、フリウは念じた。それを信じた。

「開くならばその扉。吼ほえるならばその口」

　聞こえたならば、父は彼女の意い図とをも察さつする。それを信じた。

　信じれば、心の揺ゆれも消えていく。それを信じた。

「作法に記され、望むならば王よ、俄にわかにある伝説の一端にその指を、慨がい然ぜんなくその意志を」

　このままなにもかも、すべてうまくいく。

　それを信じた。

「もう鍵かぎは無し」

　今ならば。

　父の言葉を聞いた今ならば、どんなことでも信じられる。それを信じた。

「開門よ、成れ」

　最後の一節とともに身を翻ひるがえして飛び出す。

　封印を解とかれた左眼に、父と帝のふたりの姿を捉とらえた。父はやはり聞いていたのだろう。彼女が躍おどり出たと同時に、裂れつ帛ぱくの息吹いぶきとともに帝へ突進していた。

　父の突き出す拳は、真っ直すぐに帝の身体へと触れようとしている──

　それが、いわゆる武ぶ術じゆつに云いう致ち命めい打だであることは見れば分かった。死をもたらす、人体急所への一撃。

　だが、村で黒衣に父が刺さされた時のように、父の致命打もまた帝を殺すことはない。それもまた感じていた。精霊アマワの力。夢で見たその約束の力。それが帝を守る。

　力が働いた瞬間に、精霊アマワがどこにいるかを察して、破壊する。

　できるはずだ。

　ベスポルトの放った拳を、半身をずらして帝がかわす。反射的に打ち込む帝の肘ひじを今度は父が受け止め、ふたりの武人はほとんど密着しての接近戦を始めた。恐らくはベスポルトのほうが長じているのだろうが、左腕が使えないせいか状況は膠こう着ちやくしている。

　手が出せないまま、フリウはそれを見つめていた。我知らず開いていた右眼だけで。

　そのまま、なにも見えない左眼を閉じる。封印が解けていない──開門式に失敗していた。信じようとする心はそのまま疑ぎ念ねんとなり、心を乱していた。

　うつむいて、彼女はつぶやいた。

（無理だよ……信じる方法なんて、どこにもないよ……）

　信ずるに足る方法。人の心を信じる方法。

　心の実在を証明できれば……

（どうなるの？）

　ベスポルトと帝。ふたりとも、フリウの姿に気づいていないわけではなかったろう。だが今は戦いに没ぼつ頭とうし、こちらを見ることもしない。ひとりで立ち尽つくし、フリウは再び開門式のために意志を束たばねようとした。

　が。囁きが集中を乱す。

「心が実在するならば当然、信じることしかできなくなる」

「精霊……アマワ」

「でなければ証明とは呼べまい」

　声だけではない。

　真っ直ぐに顔を上げ、フリウは身体の向きを変えた。拳を握にぎり、両眼を開いて相手の位置を見定める。それほど離れてもいなかった──が、近くもない。並ぶ木々の隙すき間ま。身を隠せるほど遠くもなく、それが立っていた。見たことのない存在だった。

　奇妙な姿をしていた。いや、姿すがた形かたちはどこにでもいる人間のようにも見える。あるいは美形ですらあるかもしれない。だが決定的に存在感を欠いたその姿は、周りの風景と親しん和わすべき接点をなにひとつとして持ち合わせていなかった。

　触ふれている光が違う。隠れている影の濃こさが違う。正面から見ているはずだというのに、上下左右からも同時に見ている。少なくとも、そう感じてしまう。

　そこにはいないというのに、仮かりに在あるということを示すためだけに印を置いていったような。フリウは再び、昨夜のベスポルトの言葉を思い出していた。愚弄されたと感じる。そこに立っているものは、存在するということそのものを愚弄していた。しょせん、存在するということはこの程度のことでしかないのだと、そう告げていた。

　精霊アマワ。名乗られるまでもなく、フリウは確信した。彼女が呪のろいの言葉を吐はくより先に、精霊が口を開く。

「……この姿を人に見せるのは久しぶりだ。特にそうしなければならなかったという理由はない。姿などどうでも良かった」

　無視して、フリウは開門式を唱え出した。背後では、ベスポルトの戦いが休むことなく続いている。

　これは恐らく、父が画かく策さくした出現ではない。

　それは分かっていたが、どうすることもできずにフリウは唱えた。

　精霊アマワもまた、開門式には構わずに続ける。彼女を見つめながら。

「わたしは怒りを恐れない。君は怒りを証明できない。つまり君の怒りは存在しないのと同じだ」

　相手の位置を知ってもなお、アマワの声がどこから聞こえてくるのか理解できない。どこまでも疑うたがわしく、だがはっきりと聞こえてくる。フリウが開門式を唱えている間、間を挟はさむこともなく。

「いくら地図を描えがいてもその空くう白はくはなくならない。何な故ぜなら空白には怪物がいると信じられていたからだ」

「…………」

　むしろ黙もくしたのは、フリウだった。開門の言葉が支つかえ、途と切ぎれる。

　この開門式も成功しない。もうそれは分かっていた。それでも、喉のどから出てこない次の節を求めてかぶりを振る。

　アマワは動かない。なにも変わらない。言葉だけ、のべつ続いていく。

「地図の空白が減るにつれ、人は怪物をまたさらに狭い空白へと追いやってしまう。空白が減るのに怪物の姿だけが見つからない。ならば怪物は……どこにいるのだ？」

「お前なら、そこにいるじゃないか」

　ついに開門式をあきらめて、フリウは叫んでいた。アマワが立っている場所を指さし、告げる。

　だがアマワは反はん駁ばくを予想していたように即答してきた。

「だが君は、わたしの実在を証明できない。だからわたしを壊すことに意味はない。信念と疑念の間で、まずは見定めよ！　新たなる契約者フリウ・ハリスコー」

「父さんは……死んでない！」

　怒鳴り声を、フリウはあげた。が。

　不意に気づく。背後の戦闘音が──途と絶だえていた。

　全身の血が冷える。朝の気のせいではない。悲鳴をあげ、フリウは振り向いた。

　土の上に。

　大きな父の身体が横たわっていた。冷気の中に、脆もろい靄もやが渦うず巻まいているのが見える。腐葉土のガスと、人の息と、汗と、血の温ぬくもりと。それは急速に冷えて、風に混ざり消えてゆく。

　ベスポルトの巨体は、痙けい攣れんもしていなかった。静かに寝ている。父は両眼を大きく広げていた。その首に、短剣が突き刺さっている。血はその傷口からすべて噴ふん出しゆつしたのだろう。人工林の地面を、驚くほど大きく黒く塗ぬっていた。

　その返り血を全身に浴びて、放心したように帝が座すわり込んでいる。さらにその横に、黒くろ装しよう束ぞくの男が立っていた。ベスポルトの首に刺さっているものと同一の短剣を左手に持っている。剣は、きっとこの男が放ったものなのだろう……

　全身から脱力していくのを感じながらも、フリウは倒れずに立ち尽くしていた。アマワの囁ささやきが聞こえてくる。

「不思議に思うだろうが、あのふたりは君にも、わたしの存在にも気づくことはない。君もベスポルトを助けられない。わたしは約束したのだ。彼が死ぬ、と」

「ウルペン」

　つぶやいて、帝が──顔の血を手のひらで拭ぬぐいながら傍かたわらの男へと顔を上げる。

　確かに、こちらのことには気づいていないらしい。黒装束の男は低く、冷たい声音で帝へと応じた。

「ちょうど、アストラ・ビアンカを追っていまして。こちらでよろしいですかね？」

「あ、ああ……」

　蛇へびのような顔をしたその隻せき眼がんの男に、帝は確かに怯おびえの眼差しを投げたようだった。

　隻眼の男は笑みを浮かべる。形だけの笑みを。そして、

「では、わたしも急ぎますので。あとは……帝ご自身で、切り抜けなさるがいい」

　男が告げると、帝はなにも答えずに立ち上がり、駆け出した──林の外へと。男はそれをしばらく見送っていたが、すぐにベスポルトへと視線をもどし、険けわしい表情を浮かべる。

「ふむ。奇妙だな……死ぬとは。契約者であることをやめたか、ベスポルト。それともアマワに……飽あきられたか？」

　そして、帝が駆けていったのとは反対の方向へ──帝宮へと、走り去っていく。

　だが、そんなことはどれも、まさしくなにもかも興味なく、フリウはゆっくりと前に進み出た。

「父さん……」

　もう、とっくに泣き疲れていた。涙など出ない。ただ身体が重くなっていく。幾いく重えにも鎖くさりを巻き付けられ、その重量に捕とらえられていく。

　この重さからは永遠に逃げ出せない。

　父の遺体が倒れる横に膝ひざをつき、フリウはつぶやいた。

「……父さん……約束を、破ったの？　死なないって、言ったのに」

　軀むくろの顔に、指先で触ふれる。

　まだ温かい。しかし、動かない。

　殺されたとも思えない死に顔だった。両眼を閉じ、顎あごを引き、驚きも恐怖も残っていない。喉を貫つらぬかれたというのに口から血も吐いていない。末まつ期ごに一息することすらなく死んだのだろうか──フリウは重くて上がらないベスポルトの頭を、力を入れて抱き込んだ。

　分かっていた。

　死なないと言った父は、その約束を守れないと、分かっていた。だから彼女もここに来たのだ。彼を守るために。

　だが、守れなかった。なにもできなかった。

（約束を守れなかったのはあたしだ）

　重く、固い頭の感触を身体に染しみ込ませ、別れの言葉を告げ──そして。

　父の遺体を残して、立ち上がる。まだそこにいた精霊アマワへと向き直り、告げる。

「父さんは、約束を守ってくれた」

「事実を受け入れず、虚きよ偽ぎに生きるか？　狂くるったか？　フリウ・ハリスコー……」

　アマワに言葉を続けさせることを許さず、遮さえぎるようにフリウは叫んだ。

「あんたなんかに分かるもんか。あたしたちがいくら言ったって分かるもんか」

　胸に手を当て、まだ残っている感触に身体を震ふるわせる。傷の痛みは感じなかった。

「父さんは約束を守ってくれた。そう思うためにどうしたらいいのか、あたしに教えてくれた。だから、あんたは負けなのよ、精霊アマワ！」

　苦し紛まぎれの戯ざれ言と思ったのだろう。アマワが笑い出す。

　フリウは両眼を見開いた。

「もうこれで終わりにしてやる──あんたを踏みつぶしてやる！」

　開門式の詠えい唱しようが帝宮の人工林にこだました。見えていた右眼と、開いていく左眼と。視界が交こう錯さくするが……初めて気づく。どちらで見るものもまるで同じでしかない。

　両眼で見て初めて分かる。

　現れた巨人は、大地を鳴めい動どうさせる足音と、大気を搔かき混まぜるほどの雄お叫たけびとでその世界を騒さわがしいものにした。

　拳こぶしの先端はアマワの奇怪な姿を叩き伏せ、その存在を破は滅めつへと抉えぐり出す。精霊アマワの姿は、折れたようにも、砕くだけたようにも見えた。切り裂かれ、溶とけたかとも思えた。

　悲鳴はない。

　ただ、破壊精霊の拳がそこを貫き、地面に触ふれた途と端たんに土ど砂しやの津つ波なみが起こる。

　爆ばく圧あつに身体を押されながら、フリウはその巨大な破壊の中心を見据えていた。顔に、眼に土をかぶっても怯ひるむことなく、精霊アマワの最期を見とどけていた。父の遺体を背後に、なにもかもすべてをもたらした悪の終局を記憶に焼き付けようとした。

　が。

　笑い声は止まらない。

「壊こわせ、破壊者よ……」

「このぉっ！」

　囁きに合わせて、フリウは身体をひねった。振り向いた先に、笑う精霊アマワがいる。

「愚おろかなるベッサーリにより、この帝都は贖あがなわれた。もう誰もいない」

　アマワの声は、再び破壊精霊に拳でその脳天から叩き潰つぶされても──途と切ぎれることはなかった。

「絶対殺人武器が一晩を闊かつ歩ぽし、既にこの帝都に生きている者は誰もいない」

　見ると、また別の場所にアマワの姿がある。今度は今までより遠ざかっていた。フリウは駆け出し、相手を捕まえるように両腕を伸ばした──が、無論彼女が触れるより先に、視界に現れた銀色の巨人がアマワを踏み潰し、喜き悦えつの声をあげる。

　そしてまたさらに離れた位置から、声。

「壊せ、破壊者よ……壊すために在るのだから、迷いなど、涙など、なんのために必要とするのか」

　破壊精霊が腕を払うと、その指に導かれたように林の木々が倒れていく。地面が裂さけ、空を彩いろどるように葉が舞い上がった。気流の断層に挟まれ、精霊アマワの身体もよじれるが、哄こう笑しようは止まらない。

　息を切らせながらも、フリウは走り続けた──前に進めば進むほど遠ざかっていく精霊アマワを追いかけて。

　幾度となく壊しながら。幾度となく砕き割り、引きちぎりながら。

　見失えば、また別の場所に現れる。

　叩けば叩くほど、耳鳴りのごとくに声を強くしていく。

　気がつけば──

　フリウは、林から飛び出していた。庁舎が整然と立ち並ぶ、美しい帝都の風景。両眼で見ているのでなければ感じ入るものもあったかもしれない。

　だが今見えるものは、無人の帝都ではない。

　そこにある、ふたつの異形。

　どこまでも破壊を続ける破壊精霊と。

　その破壊の中でも存在をやめない、未知の精霊。

　ウルトプライドとアマワ。

　フリウは、叫びだしていた。

「そうやって……嘲あざけって！　持っていきたいものがあるのなら持っていけばいい！」

　帝都の街並みもろともに、破壊精霊の威い力りよくが精霊アマワを打ち砕く──それを何度も何百度も、永えい劫ごうに見続けながら。

　彼女は喉のどを震わせた。

「人の愚かさ、賢かしこさ、なにもかもすべて持っていけばいい！　でもあたしは許さない！」

　薙なぎ倒され、倒とう壊かいする巨大な庁舎を見上げて、彼女の渾こん身しんの声も相手に聞こえたはずはない。
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「あたしは許さない！　なにに引き替えても、お前をぶち壊してやるんだから！」

　聞こえたはずのない言葉に応こたえて──

　また、聞き取れたはずのない精霊アマワの囁きも、庁舎崩ほう落らくの地鳴りの中フリウは聞いていた。

「言われずとも、わたしはすべてを持っていく……だが」

　その瞬間だけ、ほんの一瞬だけ訪れた静せい寂じやくに、アマワの言葉は滑すべり込んできた。

「だが、そうして世界がすべて空くう虚きよとなった時……その時に、このわたしに持ち出せないものがこの世界に残っているだろうか」

　破壊精霊が手を休めることはない。

　人の積み上げてきた都市。破壊の対象が有り余あまることに発はつ奮ぷんしたかのように、破壊精霊は次々と建造物を突き崩くずしていく。跳とび上がり、そして落下してくる巨人の拳が大地を打ち据すえると、一度に数十もの建物が地下へと沈む。

　その中でもやはり、アマワの囁きは途切れない。途切れずに、耳に入り込んでくる。

「……それは、どうしてもお前たちに答えられぬものなのか？」

「アマワぁぁっ！」

　あくまでも敵の姿を追い求め、フリウはさらに進み出た。アマワは哄笑を続けながら、一歩一歩、フリウを帝都の外へと導くように帝都外壁へと去っていく。

　構わない。どこまでも追う。

　いつしか破壊精霊と同じく、フリウもまた吠ほえていた。

　その右足が踏みしめた地面が──割れたガラスをこするように、耳みみ障ざわりな音を立てる。

　冷たい風が吹き始めていた。

　冷たく、世界の髄ずいまで凍こごえさせるような、透明の風が。荒こう涼りようでもなく、茫ぼう漠ばくでもなく。敷しき詰つめられた透明の檻おりのごとく──硝しよう化かの森に吹く風が。これより先の永久、いつまでも吹き続ける硝化の風が吹き始めていた。







　エピローグ







　静けさは見えない毛布のように帝てい都とを押し包み、沈ちん黙もくの眠りを荒こう野やに積み上げている。それは夜の静せい寂じやくにも似にていたが、空の輝かがやきは都市を照らしている。

　崩くずれ去った帝都を。

　漂ただよう死し臭しゆうもなく、すすり泣きもなく、目立った血けつ痕こんすら見当たらない。消えてなくなるわけではなくただ残ざん骸がいを残すその地に、優やさしく風が吹ふき抜けていた。優しく嘲あざける冷たい風が、何物にも遮さえぎられることのない、かすれた口笛を奏かなでる。

　そして、他た愛あいのない囁ささやきをも。

「いやぁ、つまりここだ。やはり競きよう技ぎには観かん客きやくがいないと話にならないわけで。チケットの売上のためならなんでもするぞ。指名手配犯のところにもチケット送りつける。業ぎよう務む提てい携けいというやつだ。ところで観客は何人集まった？」

　帝都の上空で、人じん精せい霊れいが声をあげていた。単体ではない。

　小さな姿が三個、風の中を漂ただよっている。彼らにとっては、飛んでいるということなのだろうが。ともあれ彼らの声など風の静けさと同様なんの意味もなく、聞く者といえば彼ら自身しかいない。

　先の声に応こたえて、残りふたりの人精霊が声を返す。彼らの差さ異いは簡単に見分けられる。先行するのは鼻の尖とがった細身の人精霊で、続くのは輪りん郭かくの丸い、幼おさない様子の精霊。少し遅れて三人目は、やはり細身だが、身体中にやたらと装そう飾しよく品ひんをつけている。幼い人精霊が答えを返した。

「三人ー」

　と、それを聞いてもとの人精霊が気き難むずかしげに腕うで組ぐみする。思し案あんしているのか横に一回転し、うめく。

「思ったより少ない気がするな。まあいい。新団体は地域住人と協力して、最終的には寂さびれたスタジアムだけを残して都会に旅立っていく。ところで三人ってなにげに俺も含ふくまれてないか？」

「含まれてるよー。金払えー」

　また、返事。人精霊はうなずいてみせた。

「む。それは確かに道理だ。ていうかお前ら金払え。紙にチケットと書くだけで高値で売れるのだから人生は不思議だ。もっとも、それで受け取る金だってごちゃごちゃ書いてあるだけのただの紙だ。因いん果が応おう報ほうってやつか？　きっとそうだ」

　自分だけで納なつ得とくすると、身体からだを伸のばして降こう下かしていく。

　仲間もそれに倣ならうが、それぞれ格かつ好こうは違う──片方は特に姿し勢せいを変えずになだらかに高度を下げ、もう片方はただきりもみに回転しながら落ちていく。当然速度はみな違うが、誰も一直線に降りているわけではないため結果として足並みはそろっていた。やがて屋根の高さまで下がったところで。

「……なんだこりゃ？」

　先頭のひとりがつぶやいた。破壊された帝都の街並みを見回して、続ける。

「俺が最後に見た時は、もう少し文明的だった気がするが。しかしまあ所しよ詮せんは田舎いなか町。期待し過ぎるのはよくないかもしれん」

「悪事ー？」

「いや悪事ではない」

　目の前を通り過ぎながら言い残していった別の人精霊に、彼は言い返した。

「形あるものは壊こわれる。うむ人生の真理だ。だが俺がここで小こ娘むすめ大レースを見み出いだし、興こう業ぎようのため観客を連つれてくるまでに一昼夜。そんなに急いで廃はい墟きよになるとは手抜き工事にもほどがある。いやむしろやる気の表れか。どっちだ」

　と難なん問もんに挑いどんでいるところで、またもどってきた仲間に激げき突とつされた。

　特に悲鳴をあげるでもなく、思案顔のまま落下する。地面に落ち、何度か跳はねたところで仲間を上空に蹴けり上げてから人精霊はなにかに気づいたように眉まゆを上げた。

　ほんの一日前には隙すきなく舗ほ装そうされていた路面も、土の津つ波なみにでも流されたようにばらばらになっている。露ろ出しゆつした土に触れ、人精霊が声をあげた。

「……これ、硝しよう化かの森じゃねっか？」

　彼のつぶやきを耳にして、仲間たちも降りてくる。やはり各おの々おの異ことなる格好で。降りる場所すら異なった。ひとりは軒のき先さきから落ちた看かん板ばんに。もうひとりは根こそぎ倒れた街路樹の枝先に摑つかまって、それぞれ感想を述のべる。

「そうだな」

　装飾品を鳴らしてさほど感動もなく、同意の声。

「そだねー」

　次いでもうひとつ同意があがるが、そこまでだった。三人とも、だからといって話が続くわけでもなく顔を見合わせる。

「硝化の森か」

「硝化の森だね」

　それは思案を必要とすることでもなく、ただ事実だった。推すい考こうも、ましてや議論も無む駄だでしかない。それでも、人精霊たちからは疑問が漏もれた。

「なんでこんなとこに」

「知らないよー」

「知るわけないね」

「そりゃそうだ」

「誰だれが知ってるんだろな」

「長老ー？」

「それはない。奴やつらはなにも知らん。いつだったか、俺は長老に翌日の天気について訊きいた。長老は確率と広こう範はん囲いな気象情報、さらには経験に裏打ちされた見事な知識と完かん璧ぺきな計算、あげくに霊的な交信を重ねに重ね、きっかり三日後に結論を出した」

　ひとしきり語ってから──

　また話すことがなくなり、人精霊は嘆たん息そくした。首を伸のばしてあたりを見回し、ぼやく。

「それにしても、硝化の森だなぁ」

「だねぇ」

　そしてぼんやりと続ける。

「じゃあここに住むか」

　彼が告げると、幼おさない精霊が一回転した。上じよう昇しようして風に乗る。生まれ出た場所、身に馴な染じんだ硝化の風で踊り、歌う。

「住むねー」

　もう帝都ではないその場所で。

　彼らのほかに、もう言葉を語る者もいない。







　あとがき







①　あほなこと




　いきなりですが、エンジェル・ハウリング七巻にて、わたしまったくあほなミスをしてしまいました。

　いや、事じ前ぜんに確認はしていたのです。既き刊かんを確かめ、椎しい名な先生にカラーイラストにまでしていただいていたので間違えるわけがないと確信していたくらいです。うっかり間違えやすそうなところだなーと予想はしていたので、わざわざメモとか取ってました。

　なのに何な故ぜ！　どうして紺こんと緑を間違えるんだ俺！

　……というわけで間違えましたすみません……読んでいて「あれ？」と思わせてしまったかもしれませんが、間違えてるのは七巻です。いや、兵隊さんが着てる服の色の話なんですけどね。




②　そしてエンジェル・ハウリングのこと




　今回あとがきのページ数が少なくて、あまり余よ計けいなことを書けません。ううう。

　ともあれ、話の佳か境きようになる帝都編をようやくおとどけできました。続く九、十巻は、それぞれ主人公にとっての最終巻になります。なんとか今年中には十巻まで出したいなーと思っておりますが。

　というわけで今しばらくのお付き合い、よろしくお願いいたしまする。

　それでは、また次回の巻末でお会いいたしましょー。




二〇〇四年三月


秋田　禎信　　
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